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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使えます

事的所・工場 ＭｦｔＱＴｻ など、中別構造物のｾ築をご計画中なら、ぜひ、作友のプレハブ

骨 机 〈 ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い 。 rj :l A; ￬ ｾ が不要てＢ， IHj 1  Ｑ 、 ｊｾ 内スペースが

広くとれ、同じ主主て上iL なら、まず、官く。らいに活用てやき、介王IrHJ 勺てやす。強靭て" ，fi H"久↑ '1:

に芹; み、建築も簡単。 360栴 以 上 の 株 取 ぷ 計 を 用 意 し て い ま す 。

イ 主 友 の プ レ ハ フ 骨 組
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. 住 友 会 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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瀧定株式会社大阪支庖

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖



日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ
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L 型 電 動 開 問 機

L 型 屯 動 1m問機 は 、日 本 シ ャ ッ タ 一 校 術 研 究 所 に お い て 、 長

年にわたり、同立大学中 ｴｩ 符 ｩ 機械工予持 ＱＱｾＱＱ 教授の指導をあおぎつ

つ 、 当社 技 術 Ilni が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、遂に従来のI l f.l問機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た II li lJ tfJ的 な 新 製 品 で す 。

この 1m閉 機 には 独l I lJ に尚 ち た 新 機柿 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件、 実 川 新築 2 1' 1' を，'1' ，阪 中 ) 、減速機 、 モータ一、

ブ レ ー キ 機構、 1-'おもlI ;f川 予助 法 ia は も と よ り 、 リ ミ y トスイ y

チ 、内c'; '1 r 板に至るまで、すべてを 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

f内 め で あ り ま す 。

従 っ て 、主IA築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 十l や

そ の 後 の 保 守 点 ぬ 等 も 楽 に で き る よ う 身 策 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 凡 で、 ift 米 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、 シ ャ ッ タ ー Ilf. J問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

出 願 中 特 許 リミ y トスイ y チ 実 用 新 実 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 情

ガ パ ナ 一 機 情 お よ びL 型 機偶

手 動 機 情 チ 工 ン 収 納 箱

- 特長・

1  開 閉 機 を 設 け る 場 所 の 心 配 が い り ま せ ん 。

2  凸部のない真 直なシャ ッタ ーケース 。

3. 袖 壁 は 不 用 で す 。

4. 減 速 機 構 は す べ て 完 全 密 閉 式 で す 。

5  小 型 で 耐 久 力 に 富 む 減 速 機 構。

6  給 油 の 必 要 が あ り ま せ ん 。

7. エ ン ド レ ス 強 力 ロ ー ラ ー チ エ ン の 内 造。

8. リミット・スイッチを完全に内造。

9. 手 動 操 作 を ひ と つ に し ま し た 。

10. ヒュース装置の取付 け が 可 能。

11 . 一斉・両面・ 遠 隔 操 作 い づ れも可能です 。

日 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 制i ) L r- 米 3 r n l l 5 9 d干 地 屯 ，1，'; {{I::)'I ' /);1{ 41 )6325 

大 阪 工 場 大 阪 di * 淀 川 区 m 川 通 6 r l 1 3 8 得 地 司 自 治 ( 代 )( 301 ) 3  6 5 6  

九 州 工 場 制 i川県利11;1 ltll 約 1111
11r  ( 中原釜1-t1 2 7  2  7 11' i ! 也屯，¥1; ( 代 )( 65 ) 6 1 3 1  

名 古 屋 工 場 名 古 I;j di  中 川 |民 北 υ一間T 2 r l l 1 2 再生 tI/J '，1i" .Vi ( 代 )( 361 ) 7 4  4 1  
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4 京都競馬場スタンド増築その他工事の見

学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 12月 2 日( 木) 13. 50 ( 集合) →16. 00 ( 解散)

集合場所 京阪電車「淀」駅前 ・目標会旗

く参考〉 自由行動( 交通貨は各自負担，淀屋橋→淀，往復ぬO円)

12. 49→京阪淀屋橋発，急行乗車→八幡町にて普通に乗替え

→次の淀駅下車

(連絡匂話 ・共同企業体工事々務所 075- 631- 3285)  

見 学 14. 00→16. 00 ( 後，工事場lζ て解散)

定 員 5沿名

申 込 往復はがきに限りますc はがきは l 枚に 1 ; 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・述絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上11月19日 ( 金) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，ご通知いたします。

工事概要

所 在 地 京 都 市 伏 見 区 霞 島 渡 場 島 町32

施 主 日 本 中 央 競 馬 会

設計 ・監理 日本競馬施設株式会社

附安井建築設計事務所

施 工京都競馬場スタンド増築その他工事共同企業体

〔岡大林組 ・鹿島建設附 ・戸田建設附〕

構 造 ・規模 R C造 6 F 建 ( 1. 5F普通骨材 ・2 - 4 F. 6 F 人工

軽量骨材)

面 積 建 築 面 積 1 O. 904n:f

延床面積 33.242n:f 

建 物 高 さ 軒 高 28. 200m 

最 高 34. 200m 

基 礎 P Cパイル 450φ 17. 000m

外 部 仕 上 ア ル ミ 自 然 発 色 カ ー テ ン ウ オ ー ル

モルタ ノレ刷毛引 ，特殊エポキシ樹脂塗料 ( エポキャス

ト) 吹付

柱 ・梁・・… コンクリート打放，ペンキ塗

収 容 人 員 ス タ ン ド 前 広 場 ( 立 見 ) 13. 040人

立 見 ス タ ン ド ( 2 F )  3. 187人

自 由 席 ( 3.  4  F )  3，479人

指 定 席 ( 5. 6  F )  2. 756人

合 計 22. 462人

投 票 窓 口 ω 9窓

見 学 時 状 況 大 体 完 成

工 期 昭 和45年12月23日→昭和46年12月 15日

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 竣工開館後の南0 8 プラザ並びに竹林会

館の見学会

かねて新築工事中の南 os プラザと竹林会館は来る 11月30日をもって

竣工し，翌12月 1 自に開館される乙とになりました。今回は竣工前の見

学でなく ，完成して開館された後の人の乙まない午前中を選び見学する

乙と lζ いfこしましTこ。

嗣竹中工務庖のど斡旋と施主のど厚意により，レジャ ーセンターとお

寺という特異な組合せの建築物を ，興味深く見学して参考にしたいと思

います。年末のお忙しいと乙ろ ，せいぜいお繰り合せど参加をお待ちし

ます。

日 時 12月16日( 木) 9. ∞( 集合) →11. ∞( 解散)

集会場所 大阪市南区千日前( 洋画ロードショウ劇場スバル座跡)

南os プラザ東正面入口前 ・目標会旗

〔速絡電話→附竹中工務庖作業所地下 3 階事務所

(211)  2376- 8)  

定 員 30名

申 込 往復はがきに| 狼ります。はがき l 枚に 1 ; 名限り とし，氏名 ・

勤務先名および所在地 ・速絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上12月3 日( 金) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは抽せんにて決定し，ど遜知いたします。

工事概要

( 南0 5 プラザ) I  ( 竹林会館)

工事名称、 南0 5プラザ新築工事 竹林寺建立工事

所 在 地 大阪市南区難波新地 2丁目 l 周 左

施 主 オーエス映箇劇場緋式会社 宗教法人竹林寺

役 計側竹中工務庖 平井建築設計E!JU8所

施 工 同 上 側竹中工務広

敷 地 面 積 2. 068. 06ni  

建築面積 1. 81226ni  

延 面 積 12. 235.97 ni 4. 075.  47ni  

構 造 規 犠 5 R C  …B 3 ・F 6 ・R l 5 R C進… "' B 3 ・F 8 .  R  1  

高 さ 地 上 山m I 地 上 ロ

深 さ | 地下 16.75m 同 左

| 正面耐候性鋼カーテンウオール ア川 口トグリルカ ーウ オール

外 装 l 一一一i

側面 タイルコート吹付

B2・BI ・F2. . . . 貸I苫舗( 飲食庖) F  1..... ー大師堂 ・待合室

F  1.... ・…レジャーショップ F 5 ・ ・集会窃

内 部 F 3 → F 6 ・ ーボウリング場 F 6 ・・・・・庫但

( 各階14レーン x 4  =56レーン ) F 7 ・・・…本 ｾ＠

F 8 ・・・ー茶 室

工期 ＴＵ Ｎ ＵＮＲｾＴＶ 山 ｯ ｉ ＴＵ Ｎ ＶＲＲｾＴＶＮＱ ＱＮ ＳＰ＠

3  



4 総合設計制度による建築基準法の緩和基

準および融資制度の説明会

主 催( 社) 日本建築士会連合会，各建築士会

L財) 日本建築センター

( 社〉全国市街地再開発協会

後 援建設省，住宅金融公庫，日本開発銀行

協 賛全国建築士事務所協会連合会，建築業協会，日本建築家協会

全国建設業協会，日本ピルヂング協会連合会

日本高居住宅協会，不動産協会， 日本建築協会

日時および場所

開 催 地 | 期 日
| 時 間 |

会 場 定 致

札 製 11月18日〈木〕

午前10時 北海道自治会館

3ω 名

~午後4時 札幌市北四条西 6丁目

東 京 11月16日( 火〕

"  

第一生命ホ -)ν

7∞名

千代田区有楽町 1- 19

名 古 屋 11月26日( 金〉
M 

名古屋市中区役所 2 階ホール

500名

名古屋市中区栄 4 丁目( 中日ピル東角〉

ト一一ー一一一

大 阪 11月24日( 水〉

"  

大阪市立中之島中央公会堂

巴と大阪市北区中之島 1 - 3

福 岡 l l J HO日( 火)

"  

福岡商工会議所 3 階大ホール

3∞名

福岡市博多駅前 2 - 9 - 2 8

議 師 建 設 省 市街地建築課長 高 瀬 三 郎

課 長 補 佐 Z主原 敬

住宅金融公庫 貸 付 部 長 浜 正

日本開発銀行 都 市 開 発 部長 東 窓、一

聴 講 料 5，α)() 円( テキスト代を含む)

( 主催協賛団体会員) 4，0∞円

申込方法 開催地建築士会に現金書留で申込むと聴講券を発行します。

( 建築士会名) (住 所)

北海道建築士会 060 札幌市北 4 条西 2

強築指導センター

東 京 建 築 士 会 104 中央区銀座 3 - 2 - 1 9

建築会館

愛 知 建 築 士 会 4ω 名古屋市中区栄 4 - 3 - 2 6

東海建築センター

大阪府建築士会 541 大阪市東区博労町 2- 41

中博ピ J レ7 階

福岡県建築士会 812  福岡市博多駅前 2 - 9 - 2 8

福岡商工会議所ピル

。会場iζ 余裕があれば， 当日でも受付けます。

- 日本建築協会事務局職員

主義寵: 福中定三郎 ω ー 糊 代 )

参 与 . . 岩崎甚太郎 (231- 9648代)

・事 業 課 231- 9640 ・5936

山田唯美三木ちゑ子 芥川美智子中平昌三

・庶 務 課 231- 9648 ・9649 ・9ω0 ・5936

吉 田 悦 二 上 回 セ キ 子 加 藤 ミ ツ エ 小 石 原 千 代 乃

佐々木千年世

・会 計 課 231- 9648 ・9649 ・9倒0 ・5936

佐 藤 寛 坂 東 三 喜 子 杉 谷 和 子

・編 集 課 231- 9倒8 ・9649 ・9640 ・5936

4  

松 井 昭 光 吉 崎 裕 子 朽 木 克 己 梅 村 繁 人

広告担当: 東出清彦吉田晃鹿内武三 黒田顕真

骨ν
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- カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大

麻

ノレ

ノレ

( 昭 和 41 年 )

( 昭 和 4 2年 )

( 昭 和 4 5年 )

( 昭 和4 5年 )

( 昭 和 4 5年)

( 昭 和 4 5年)

キo

布

ビ

ビ

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル

住 友 商 事 ビ ル

竹 平 加 入 電 報 電 話 局

大 阪 銀 行 本 j 吉

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事ビル、大阪銀行本腐の アチーブメン 卜を本社

技術部までご請求ください 。

ヨィワコヲ町三Ｎｊｾ棋王宝怠祉
本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

干 590 T E L  ( 0 7 2 2 )  3 8 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三泉ピノレ)

〒 10 1 T E L  ( 0 3 )  8 6 1- 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 一 同 ( 南 本 町 ビ ル )

干 54 1 T E L  ( 06)  2 5 2- 1  8  8  1  ( 大 代 袈 )

5  



6  

防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 . ノ

画 期 的 な

ふ く れ 防 止 シ ス テ ム を 採 用 し た

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

田島ルーフィング株式会社

水 位 東 京 師 足 立 巨 小 台 1 - 3  - 11 電話(03)912- 1131間

待国営業所 東京朝千代田区智志町 3- 11- 13 電話(03)段辺- 8531歯切

田島応用化工株式会社

東京営業所 東京郁子代図巨岩ホ町 3 - 11- 13 電話(03)殴謁- 6101聞

大陣営策所 大 眠 市 西 E 京 町 喝 I - 74 電話(凪 )441-5951閥

こ の た び 完 成 し た 「新 防 水 仕 様」で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 府 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン プ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・ フ リ ー ス キ ャ ッ プ に よ る 新 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

ゆ

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト" を開発、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ っ て 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 府 ・ の 「ふ く れ」が

防 止 で き る よ う に な り 、 さ ら に 1マ地 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 府 の 影 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 稲

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 和 フ 帥 ト 事 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ・ 11 ・ 13 官邸孟ω 3) 866・6101(代)

ω同 ア … ト 事 業 協 同 組 合 一
大阪事務所 大阪市西区京町極 1 .  74 電話 (06) 441 - 5951( i-l: )  

名古屋 事務 所 名 古 屋 市 西 区 悩 木 町3 ・B 電話 (05司571 - 6 3 6 1

広 島 事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番の 16号 電話 {ω2 2) 21 - 0 2 6 6 "ミ央

信 岡 事 務 所 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号 制 {ω 2) 28- 2  8  0  7 段じが

惣V



4島

るため、 ー定tJ ，I. 悦以! - . わ敷地 I( 府立をイ l し、 ・定 いこ と。

;lflJ 令以卜ーのどE地を f'j: った往築物の，¥1 阿に対し て、 (2)  法 ｾＢＢ［ＵＵ 条約 Ｑ 庁Ｈｾ Ｓ 号の規定にＩ，ｾ づ く許可

法 令 コ ー ナ -

51 

同法首¥52条第 3tM""; Ｓ サ、ｾＢ，，［ ＵＵ 条第 ｬｊ ｍＢＧ｜ Ｓ サ ( 絶対向さ1I ，IJ 阪 の緩和 ) を受けること のできる

J 9. . ぴ第 56条第 3 Jj iの規定によりそれぞれ平手配i率 処築物は 、少なくと L 次に掲げる袋1 ' 1二を満たす

制限、絶刈 I'，':j さHi lj 限 j止ぴ斜線1 I jl J l 岐について のflilJ もの であることとする 。

外許可を適用することができる制度としていわ (ィ) 原-f!i J として、勾配 2 分 の 1 、) J ; 健作|徐 4 メ

日本建築協会法規委員会 ゆる総合設，i ] - 1I tlj 伎を設けることとしたものであ ー トルの北側斜線をこえないも の であること 。

質疑などの投似をが1寺ちしております。

る。 (ロ) 北 flllJ 以外 の| 線地に刈して 、一般規制lによっ

なお、従米、判定街区I1刊Jj . ( t により都 rli 百十回 |て霊 てt u . 保されている天空光と同誌以七の天空光を

裂な1J -il 玄に ついて この よう主民I i ¥J 建 築 指w)J <7:J 誘 隊保しうるも の であること 。

持が行なわれてきたが、総令設計制l主の創設に (3) 法第 56条第 3 ｴ ￭Ｈ の 規定にＩ ， ｾづく許可 Ｈ 斜線

i半い、判定街区制伎 の治FI! をさらに促進すると i]t IJ! 恨の緩和1) については、次に矧げるところに

ともに、特定街区以外における個々の建築計画 よるもの とする 。

について総介設r ，j - f f jIJj : 1 ' を活用し、誘導再開発 の (イ) 道路斜線制限又は隣地斜線fljI Jl!J.l の緩和を受

推進を図ること とされたい。 この場令、高!lili ']， けること のできる処築物は、少主 くとも 一般 焼

心部 の 市街地建築計画を作成してｪ［ ｾｉＺＺｊ の 建築治

総合設計に係る許可準則について 即応誘導するため の指針とする等、 4，:)1，11伎 の効

改正建築基準法における答税率制限、絶体日さ 来的な 1ft 進に努められたい。

iljl J l 浪および斜線制限についての例外許可の取 抜 (2) 運用の基本方針

い方針については、政令に定める空地の規校、 (イ) 従米、建築 J主体法上の例外訴可の運用 Li: ー

敷地の規模の要件のみにては、金問弁特定行政 般に j内側 (I(J に扱われてきたが、」二百じめ総合設計一

庁において illi 用上の統ー を欠くこととなるので、 ilil lJ交 の芯勾義にかんかみ、総イト設計に係る許可に

市1] によ って 道路又は隣J也に対して阻保されてい

る天空光と [llji，l 以 1-の天宅光を確保しうるもの

であるこ と。

(ロ) ｾＢ，，［ Ｍ ｎ｛ｦ 土肘専用地域及び第 二 税住府専用 地

域においては、原 HI J とし; て北1111J 斜線制限を緩和

しないこととする 。 ただし、治状，建築物等で| 境

地に対する日 1m条件を卜分考慮したも のについ

建設省において「総令設計に関する許可準I l IJ J

を定めるべくかねてより検討がなされていたも

のであるが、去る Ｙ 月 Ｑ 日付で技術Ｉ ， ｾ準とあわ

せて通達として出されたのでその慨裂を紹介す

ついてはつ とめて似極的に述用し、 tl': li ¥J の建築 ては この| 浪りでないものとする 。

活動の誘砕を. i t ! i じて、市街地の環 境の監針1111に努 . i t ! i : i : 主では、本準 ftl J と同時に、 「総令設計許可準

め られたい。 RIJ に| 刻寸る技術 J左準 J を定めているがこれにつ

( ロ) 総介設計 il ，IJj . ( t ・に係る許可は、防、 ftlJ として本 いては次 [n[ で紹介することとする 。

る。
許可準則に従 って行なうこととするが、特別 の なお、政令第 136粂に定める、空地と敷地焼以

これらの例外許可( j : 、政令の第 136粂において

許可に IMJする基礎的必告2. 条件を 一 体化して規定

建築計聞に ついて本許可準目IJ を適用することが、 の 主 ｾｦＯｬ ニ は次のごとくな って いる 。

必ずしも妥当でないと認められる場合にお いて 〔空地〕

していることにもみられるように、いずれも総 は、本許可準H l J の組旨に従 って、総令的な判断

合的な設計のもとに敷地規棋を fIl: 大して土地の 1': Ｉ，ｾづいて本制度を適用されたい 。
往ぺい事のi位向限度 必 ｾｾｪ 也率

有効利用を悶り、許可による緩和袈件と引きか 第 1 許可方針 10分の 3 10分の8，5

えに敷地内にや公開空地作。 をw極的に確保させ 総作設計iljlJj . ( t は、敷地規枚の-171:)、を促進するこ

ることによって市街地環境の強制I i と改善を図 ろ とによ って 土 地のイ1・ま}J，f IJmを推進し、あわせて

10分の 4 10分の7.5

うとするものであるが、従来の形態制限の水 た ー 敷地内に日 Ｇ ￬［ｾＮ 般に問 ｪ 皮された空地 Ｈ 以下 「 公
10分の 5 10分の6.5

だし i ｉｾ Ｚ 許可Ｂのごとき ｊｊｒ ｊＡｩ ｊ 然 ､ ＺＮ の 巧一ぇ Ｉｊ ではな 1Jf. 1宅地」 とい う。) を舷保させ、も って市街地環

〈、例外許可制度の総令(I(J' 主主! f J T! によ って効来 境 の務11m改 善 をl雪l るこ とを目的 とするも のであ
10分の 6 10分の 6

的にその目的を達成することとし、か つ、" --1;:lltl] る。

10分の 7 10分の 5

伎 の制緩的ながi mを図るよう努め られたい か と 総介設計に係る ｦＺｾ Ｇ "T (j: 、第 2の許可基準に従い、

している 。 土 地の状況、佐築ji f. とし ての| 坊災性、地域の特 10ぅ〉の 8 10分の 4

総合設計に係る許可準則( j : 下記の とおりである 殊性等を勘案 し、総合的判断に基づ い て五五周す

が、 ｩｊ 主迷て酬は本 ＱＱ ， ＱＱ 伎の意義と、 ｩｬｬｪ 日 の Ｉ，ｾ本万針 るも の とする 。

10分の 9 10分の 3

について次のごとく記定している 。 第 2 許 可基 準

(1) 総合設計制度創設の意義
(1)  ｊ，建築Ｉ，ｾ準法 Ｈ 以 ｦ r法」 という ) 安¥52条第

〔敷地規模〕

近年、市街地において控築物の 巾日層化がi並行 3 項第 3 号の規定に係る同項の許可 ( 谷平氏率ttil

しているが、零細! な敷地に小鋭校な ']'j:')j t再建築 |恨 の緩和 ) は、次に掲げるところによるものと

地域また は地区 敷地 l(ff般 の規模

物が乱立するという現象を 呈 してお 1) 、長mll1せ する 。 第 1粍 ft 騎手l 用地減 5000 ‘P:)Jメ ートル

な都市資産の形成という立場からみると、必ず ( イ) 建築物の般地 が、少なくとも幅員 6 I ー ト

しも望ましくない場介が多い。 さきに都市科! 日J Iレ以上 ( 尚業地域、近隣商業地域、工業地域又 第 2彼f主! 丹専用地域

発法が制定され、市街地の計画的な再開発を図 は工業専用地域にお いては 8 メー トル以上) の {主肘I也減、機工業I也減、工業 2000 11 

るため市{ti 地再開発事業が推進されているが、 道路に接 しているも の であること 。 地域また は工業専用地峻

このほ か 、 任 意の民|十¥J の建築活動を，' l l 函 111j で誘 (ロ) 谷村fl:l容の緩和 のI' _ b l 伎は、公関空地の うち歩

導することが強〈裂がi されてきたとこ ろである 。 行Ｑ， ー の ため に 燥地内 に 舵保されたｾＮＱ也 の 有効 ｉｗ 近隣I街ゴ住地域ま たは尚』住地域 1000  
11 

こ の 見地から、先般建築Ｉ，ｾ準法が改正され、 Ｂ￯ Hl に日11 に定める - Ｍ ｾ 主 の 係数を乗じて得た ｈ 直まで

街地における環境 の 改普に資する敷地 ＱＢＱｾ ＮＱ也を とするこ と。 この場合にお いて、原則として特

用途地域の指定のない[烹域 2000  11 

確 保 し た 大 規t共建築物の建設をf l ' [ 拘i (J (J に1f t ii! lす 定街区による: S : ，h'l;liIIWI の限度をこえてはな らな {大阪府建築部 片図俊彦 )

7  
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各種玄関マ ット設 計製 作 ｅ 幽ｾ

〈 詳 細 図 〉
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玄関に

ハ イ セ ン ス を /

ウルトラインマット試験表

・ 耐 摩 粍 試 験 一 摩 粍 減 量 0 .0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57 r.p.m.  1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40 . C 土 1 . C 3 時 間 変 化 な し - 5 . C 3 時間縦( ー 0. 10% )  

横( ー 0 . 17%)

・ 耐 薬 品 試 験 浸 漬 条 件 30. C x  31 日 間 重 量 変 化 率

3 % H2 S O. ( 豆 0 . 1 %) 10%  N AoH( 孟 0 .1% )

情物油( 白絞油) ( 5 . 2%)  ( 30・C X 5 日間)

・ 耐 水 試 験 浸 i責条件23. C X 2 4時 間 0 .0 7 %

〈規格色〉 赤 ・白・緑 ・鼠 ・青

マットは

トップメーカーの

三・フ";:.i Y ' 製品を

お選び下さい

口口

お そ う じ 百 貨

三百リ" 孟，，/ V 工 業 株 式 会 社

三' リ" 三，/ - ; 7

営 業 本 部 / 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通一 丁目 20 T  E  L  (  531 )  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  

〈営 業 所〉

東 京/ T  E  L  (  667 )  8  8  4  4  ( 代 )

名 古 屋/ T  E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312) 6  0  5  1  

大 阪/ T E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T E  L  (27) 2  3  3  1  ( 代 )

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  8  



建 築

ふ
一

A
と 社

-
- ユ ー ス

ニュース原稿をお送りくださ" .

口兵庫県建築設計連合設立される

a・

このほど兵庫県下の設計事務所 ＳＰ 余がよｾまり、

相 互 研 鈴 、 技 術 提 携 に よ り 、 業 務 め 改 普 向 上 を

図 り 、 郷 土 の 建 築 文 化 の 高 揚 と 、 地 域 開 発 事 業

に 対 す る 協 力 お よ び 県 内 産 業 の 仰 悩 な ど に 努 力

したいとの趣ｾｾてＮ r兵 庫 県 池 築 設 計 述 合」が貫生

立された。

当会は本音11を神戸市の書11建設計事務所内におき、

理 事 長 に 佐川 俊 吉 氏 、 名誉 顧 問 に 坂 井11寺忠県知

事などをむかえ、キId互信頼とキ1 =1互責任のもとに、

前 記 趣 意 に そ っ た 活 動 を 推 進 し 、 具 体 的 な 事 業

として、 t也坊t I #J 発ZJ 工業に対する提言およ ()'1協力、

経 営 上 の 諸 問 題 に 関 す る 共 同 研 究 、 設 計 ・監 理

技術ir古JJ ニに|耳lする石汗修などを1Tなってし、くという。

会員は下記の通り。

事 務 所 名 会 民 名

背 団 設 計 事 務 所 背 田 辺 白

株 式 会 社 荒 木 建 築 設 計 事 務 所 荒 木 弁 州

有 |浪会社井上泰資主主計 1J¥. 務 所 井 上 務 資

株 式 会 社 江 原 建 築 事 務 所 江 原 康 彦

株 式 会 社 遠 藤 建 築 事 務 所 遠 藤 喬 士

株 式 会 社 世 滋 建 築 事 務 所 中 川 文 雄

株 式 会 社 小 田 設 計 事 務 所 小 田 武 司

株 式 会 社 小 野 建 築 設 計 事 務 所 小野l ' . ，I j : 邦

株 式 会 社 笠 井 設 計 事 務 所 法 泉 寺 伴

加 藤 建 築 設 計 事 務 所 加 藤 太 郎

株 式 会 社 玉 県 田 建 築 設 計 事 務 所 黒 岡 公 三

株 式 会 社 耕 綜 合 設 計 事 務 所 石 田 耕 治

神 戸 建 築 技 術 研 究 所 小 野 問 実

株 式 会 社 篭 谷 建 築 設 計 事 務 所 篭 谷 辰 雄

有 限 会 社 迫7)<. 一 自1¥建 築 士 事 務 所 迫 水 平 日 典

三 国 建 築 設 計 事 務 所 三 回 - Ｙｾ＠

株 式 会 社 tilJ 設 計 事 務 所 出 回 慾

株 式 会 社 創 建 設 計 事 務 所 佐 川 俊 吉

株 式 会 社 高 純 建 築 事 務 所 高 僑 他 吉

財 団 建 築 設 計 4 務 所 財 i到 俊 作

株 式 会 社 武 田 建 築 設 計 事 務 所 武 闘 徳 治

谷 川 建 築 設 計 事 務 所 谷 川 目 白 悦

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 内 藤 正 克

株 式 会 社 中 島 建 築 設 計 事 務 所 "1' 仏 悦 二

株 式 会 社 中 島 建 築 事 務 所 中島正手[ )

株 式 会 社 西 尾 建 築 設 計 事 務 所 西 尾 良 己

ホ ン ジ ョ ウ デ ザ イ ン ・ ノ レ ー ム 本 荘 光 昭

株 式 会 社 ま さ み 建 築 事 務 所 大 里 子 正 己

株 式 会 社 町i ! J l ' i ' 建築設計事務所 .li"1 野 有 蔵

株 式 会 社 宮 本 建 築 設 計 事 務 所 宮 本 正 直

株式会社八尾建築設計 Ｍｬ ｊ ｾ 務所 八 尾 良 蔵

株 式 会 社 レ y ク 建 築 設 計 事 務 所 宗 政 俊 男

田 中 建 築 設 計 事 務 所 田 中 祁

口設備積算見積業務の電算化成功

Ｈ仰竹中工務 ｊ 苫と附国分ｾｕＺ機製作所は、設イ Ｑｭ 干 ｛ Ｇ Ｑ 算

見 積立佐務を' i l i tl ・化するための入力端末機 「エス

プロマ」の共同開発に成功した。

こ れ ま で の 見 桜 位 の 作 成 に は 何 人 も の 入 手 と 多

くの 11寺1:¥1 をきかねばならなかったが、 「エスプ

ロマ ｊ を使えば数 ｨｬ ［ｦｩ ｾｦ 鋭、資材数量主｝イ乍 ｊ 氏、資

材数ｩ￹Ｚ ｩ Ｇｾ 集計、投入データシート記入作成、カ

ー ド パ ン チ 、 検 孔 の 6 行 穫 の す べ て が た った 1

人のオ ベ レ ー タ ー の操作で間に合い、 「エスプ ロ

マ」 がI!土き出すテー 7 ・をf丘鈴センターでの E D

P 処 理 だ け で た ち ど こ ろ に 見 積 舎 が で き あ が る

{士k; l l みになっている 。

口パイロット・ハウス技術考案競技

建 設 省 は 、 住 宅 生 産 技 術 の 開 発 に よ り 、 大 量 生

産方式の住宅供給を拡大して国民の{ 主生活の安

定 に 資 す る こ と を 目 的 に 、 昨 年 、 パ イ ロ ッ ト ハ

ウス技術7 ; ' ・案競技を実施、応募作 112 社 145件 の

な か か ら 入 選 候 補 と し て 16社 17件 を 決 め 、 そ の

後 、 こ れ ら候補 作 の 試 行 建 設 に つ い て 検 討 し て

いたが、 22 目、その実施要領が決まった。

こ れ に よ る と 試 行 建 設 は 1 戸 建 て お よ び 述 絞 建

て に つ い て は 、 日 本 住 宅 公 団 高 島 平 団 地 内 ( 訪

ね 平 地 区) に 13戸 、 大 阪 府 泉 北 ニ ュータウン内

( 泉 北 地 区) に 21戸 、 中 高 層 共 同 建 て については、

千 梨 市 稲 毛 海 岸 ニ ュ ー タ ウ ン 内 ( 稲 毛 地 区 ) に

285戸 、 計319戸 を 建 設 。 建 築 工 事 中 お よ び 竣 工

後必袈な性能試験などを行ない、 48年 3 月末お

よび 5 月 末 に 入 選 考 笑 を 発 表 す る こ と に な っ て

いる。

起 工 式 は 泉 北 地 区 が 9 月22 目 、 稲 毛 地 区 が 9 月

30 日それぞれ現地で行なわれる。

口地下街一問題と対策報告者

地 下 街 に 内 在 す る 多 而 的 な 問題 に つ い て 、 日 本

科 学 者 会主甚大阪支部地下街間組チ ーム 、 全 日 本

商 業 労 働 組 合 大 阪 地 下 街 太 陽 分 会 、 新 建 築 家 技

術 者 集 団 大 阪 支 部 地 下 街|問 題 部 会 が一 緒 に な っ

て研究会をもってきと成果: を、中 1111報 告 と し て

まとめた「地下街問題と対策」が発行された。

報 告 。 は 、 地 下 街 の 諸 問 題 の 分析 と 、 そ れ に も

とず〈拠言との 2 編にわかれている。

第 1 編 第 1 苦11で は 、 地 下 街 の 発 達 を 歴 史 的 に 概

括 し 、 地 下 街 発 達 の 社 会 的 経 済 的 背 景 を 明 ら か

に す る こ と か ら 、 地 下 街 問 題 と は 何 か と い う こ

とについて総括的な問題縫起としている。

自l'¥2 苦11で は 、 各 論 と し て は り さ げ 、 ま ず 、 地 下

街の立地、各地下街の ｾＱＺ ｜ｬ ｴ ，ｙ ｩｬ 氏、空間 ｬ 性能など

の 現 状 を 分 析 し て い る 。 つ い て ¥ 防 災 、 環 境 衛

生 、 地 下 街 労 働 に つ い て 、 尖1広 が 検 討 さ れ 、 問

題 点 が 指 摘 さ れ て い る 。 あ わ せ て地 下 街の' bl ' l'YI

. 経営主休に| 掬する分析が主されている。

費ｾ Ｓ 苦 ＱＱ は、 ｲｬ Ｇ［ 民本位の者 ＱＱ 市 ｾｉｈｊ づくりという観

点から地下街建設を検討している。ひとつは、

地 下 街 拡 似 計 闘 の ケ ー ス ス タ デ ィ を し て 計 画

の 公 共 性 を 問うている 。 い ま ] /1. は 、 地 下 街の

拡r ; uの 論 理 を 明 ら か に し 、 都 市 再 開 発一 般 のな

かで、地下街建設を位訟づけている。

釘¥2 編では、すでにある地下街、 #Ft' t 遺言lt 中 の

地 下 街 に つ いて、緊急にと ら れ る べ き 改 善対 策

を 提 言 し 、 将 来 は 、 地 下 街 の 建 設 は と り や め る

と い う 方 向 を 打 ち 出 し 、 地 下 街 づ く り の 対 策 を

秘 示 し て い る 。

な お 、 科 学 者 会 政 太 陽 分 会 ・新 建 大 阪 支 部 で

は、 9 月 18 日 市 役 所 に お い て 記 者 会 見 し 、 地 下

街問題について訴え、皇軍 19 日 の 朝 日 新 聞 は じ め

各紙に ｈｊｩ ｬ 車され反事ｾをよんだ 。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

口建築協会の展示窓〈大阪の新しい建築〉紹介

本 会 で は 去 る H召利 4 4年 11月 よ り 、 北 浜 ・淀 屋 締 ります。

1mの地 下 プ ロ ム ナ ードに 大 阪 の 公 共 性 の あ る 新 今 回 は ( 10月→ 12月) 3 ヶ 月 に わ た り 、 昭 和48

建築を広〈 一 般社 会 へ P R して、建築と社会と 年 末 に 完 成 す る 大 阪 の 超 高 層 建 築 群 を ご 紹 介 し

の つ な が り を 深 め る た め に 展 示 窓 を 開 設 し て お ております。

9  
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介リ ｉｊｾ レイヨン仁 ｼ ニ ｬ 央研究所ー

- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 問 磁 器 の 皮 ( CE RA MI C S KI N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の内 ・外 、 壁 面 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す 。
セヲヌ宇ｾＮＮ u  

- 建造物の内外部に. ゲ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー I350.C  ) に て 発 色

し た 陶 醒 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

主ヲヨ1 1=
色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

・防 水 性 通 気 性 、 防 水 l支膜を形成します。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

宮ヲヵ-Yl =

@  

. 耐 寒 性

- 下 地

しません。

- 20" Cに 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ板、辛口盤、フロック、スレート、

テ ッ ク ス 類 etc.

鉄類の場合は錆止塗料を塗って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 エ 渇/ 大 随 府 間 埠 市 別 府 3 6  5 宮 (0 6 ) 381 引 31 - 5  

東 京 営 聾 所/ 東 京 都 千 代 田 区 咽 町 3 6 何 事 井 輯 2 ピ ル ) n (OJ )  265 8888 9  

名 古 直 営 揖 所 / 名 古 置 市 中 区 世 3 2  3  I  4  ( 山 市 ピ ル } 宮 {052 ) 262 6714 - 5  

帽 同 世 醜 所 / 福 岡 市 博 多 駅 前 4 3  I  4  ( 菅 原 ピ ル } 宮 ( 092 ) 43- 6  9  4 。

広 島 営 暗 所 / 広 島 市 中 広 町 2 2  0  9  ( み の る ピ ル ) 冒 (0822 ) 91 6  2  0  0  

仙 台 出 彊 所/ 仙 台 市 上 杉 2 4  4 引 暗 林 脅 聞 ピ ル ) %1' ( 0222 )目 I  2  9  9  



a‘  

読者の頁

口 新刊紹介

.r 京 の 町 家 J

辛子J 守 山 村 昇 他

発 行 所 : 鹿 島 研 究 所 出 版 会 ￥ 780 

本士官、「主住築と社会」の昭和44年 10月 号 よ り 翌 年

12月 号 ま で15回 に わ た っ て j ls載 さ れ た 「京 の 町

内 ー 生 前 と 空 間lの 原 理 」 シ リ ー ズ の ダ イ ジ ェ ス

ト版である 。

本 件 は 京 の 町 内 の ひ と つ を と り あ げ て 澗 奈 し 、

何i足 的 に 周 辺 を も 観 察 し た デ ザ イ ン ・ サ ー ベ イ

で、住宅公団において開発Ｍ､ｊＮｾ震に実際にたずさ

わ っ て い る 6 1円の技術者 <U D  0 グ ル ー プ ・ぬ

村 弁 ・ 鈴 鹿 幸 雄 中 岡 雅 資 ・ 塚 本 正 司 村 田 光

平 ・ 城戸挫 一 郎 、 が、住ｓＧｩＺ Ｏｬ ｉｊ ゃ近隣 ｾ ｉｉｈ の意味

をたずねておこなった1・tiili の 共 同 発 術 作 業ーである。

口捨てれば公害、生かせば公益

公 害 は 勿 体 な い

J也自 然 の !S! :み は 実 に あ り が た い と 思 い ま す。

特 に 日 本 は 、 春 夏 秋 冬 と 四 季 に 忠 ま れ 、 気 候 は

よ し 、 水 は よ し 、 空 気 は よ し 、 こ の す ば ら し い

自 然 の 恋 み を 判l にJ都競f し、世ーのため、人のため、

「勿 体 な い 判 事11で守りましょう」 。

戦 後 日 本 は 飛 践 的 な 大 成 長 を 遂 げ ま し た 。 そ の

反而 ｚ ｅ 気は汚れる、 ｩＮ ｾ Ｎ も住めないヘドロの海は

できる、赤 ｩ ｾ ｩｪｊ は流れる、全〈勿体ないことです 。

余 り に も 急 激 な 高 度 成 長 で 無 理 か ら ぬ こ と と は

忠J 、ますが、それでは神に申訳ない。 t止のため、

人 の た め 、 公 告 防 止 に 人 智 の お よ ぶ 限 り の 努 力

を し て も ら い た い も の で す。 政 府 も 環 境 庁 を 新

設 さ れ た ほ ど で す か ら 、 お お い に 媛DtJ されるこ

とと. [ ¥いますが、今日のこの |盗 賊 な 日 本 の 産 業

を や め な い よ う に 、 つ ぶ さ な い よ う に 、 「 勿 体 な

い 利 付」 で 、 公 害 防 止 に 普 処 し て も ら い た い と

，也、い ま す。

平L な ど 時 か ら 「勿 体 な い
j r

勿 体 な い 」 と よ く 聞

か さ れ た も の です。 食 '1'; の ときも勿イ* ない精神

で あ り が た く い た だ く 、 ご は ん を こ ぼ し て も 勿

体ない、 川 へ ゴ ミ を 捨 て て も 勿 体 な い 、 キ レ イ

な 川 を 汚 す よ う な こ と を す る と し か ら れ た も の

です。 工場・の煤煙や自動車の fil
守合

Lガ ス も で き る

だ け 完 全
ι

』然焼して 、一 日 む 早 〈 光 化 学 ス モ ッ グ

な ど は il'j えてほしし、 。 万 人 が 「勿体ない料事Il j

て¥公: 与をなくしたいと念原Hい た し ま す。

勿 体 な い精 神

亡 き 母 は 勿 休 な い の ) L 1.
年 。

亡 き 母 は90止 め 天却 を 全 うい た し ま し た が 、 勿

体 な い の か た ま り の よ う な 人 で し た。 先年、 「上

見 て 働 き 、 下 見 て務 せ
J

という 111l 文を 11Fきまし

たが、これも亡き! 晋 の 言 楽 で し た 。

勿 体 な い 柏 村1は、ト午ぴの心 で す。 感 謝 の 現 わ れ

で す。 あ る 意 味 て' は 節 約 で あ り 、 ま た 、 良 心 そ

の も の で も あ リ ま す。

1.  天 地 自 然 の Jぷみにぜ干ぴ感謝する 。

2 .  楽 し く 働 〈。 時は令なり、 i't'
、

l時 間 を ム ダ

に 過 し て は 勿 体 な L 、。 上 見 て 働 〈 材 料1
で 幽Ilt を

喜 び 、 感 謝 し て 楽 し く 働 〈、 自 然 能 率 も 上 が れ

ば 、 よ い ア イ デ ア も 湧 き ま す。

3 .  ム ダ 使 い は 勿 体 な い。 下見て軍事す心併けが

部J要 で す。 近 頃 は 使 い J37て 11寺 代 な ど と い わ れ ま

す が 、 高 度 工 業 生illi の 今 回 、 時 間 の ム ダ 、 手 Il 刊

の ム ダ 等 を 考 慮 に 入 れ る こ と も 必 要 で し ょ う 。

要 は 、 精 神 の 問 題 で す。 公 害 防 lトーにも勿体ない

精 神 は 設 い と 思 い ま す。

勿 体 な い 精 神 の 実 例

金 原 明 普 翁 は 天nu川 治 水 と 治 山 ( 純 林) に 命 を

か け ら れ た 人 で す が 、 特 に 明 治 11年 に 全 財 産( 当

時 の お 金 で5 万 6000fI I、 今 で す と 5 億 円 に も 相

当 す る で し ょ う ) を 投 げ 出 さ れ た の は 余 り に も

有 名 で す。

金 l京家は 7011汀か らの 荻 燥 で し た が 、 翁 の 日 1;;; の

生活は笑にＧｬ ｴ 紫そのもので、汽 ｾ ｉ ｉ は Ｓ 等、木仰

の 積 物 に モ ン ベ イ姿、余りにもお者11末な HIi l .畿で

した の で 、 あ る 時 も 宿 屈 が 泊 め て く れ ま せ ん で

した 。 ょうやく 8 軒 目 に 治 め て も ら え た の で す

が 、 扱 い が 悪 い. と こ ろ が 翌 日 に な っ て 、 県 の

お歴々 の訪 問 に 術 展 が ピ ッ ク リ し た と い う よ う

な エ ピ ソ ー ド が た く さ ん あ り ま す。

翁 は 勿 体 な い 料 事
1
1の 織 化 の よ う な 方 て ¥ 組 林 祝

祭 の | 療 な ど に も 、 道 路 に 孫 ち て い る 木 炭 を ひ と

つ ひ と つ 拾 い 集 め て 、 行 先 き で「ハイおみやげ」

と出 される 。「物 に は 命 が あ る J と 、 古 新Ilfl1 枚

で も 生 か し て 使 う よ う に さ れ て い ま し た 。

明 治44年 、恩 Jl易M 問 済 世 会 ( 無 料 病 院) の 基 金

募集のおり、 11寺の松井知1 "1'; が 県 下 の 有 力 者 を 集

めて苦手附を頼まれたところ、 一ー 同 だ ま り こ ん で

一 言もない。安n ' 1'; が 、 こ れ は 図 っ たと Jぶって当

惑 し て い た と き 、 翁 は 「こ れ だ け さ し て い た だ

きます 。」 と 布 手 を 上 げ 5 J j ; : の桁を防l い て 見 せ ら

れ ま し た 。 釘1'1'; は 喜 こ ん で 「あ り が と う 。500円

で す か。
J

r
いいえ

J

r
50内 で す か。

J

r
い や 5 万 円

さ し て い た だ き ま す」 と 巾 さ れ ま し た の で 、 知

事 は ピ ック リ し ま し た 。 も ち ろ ん 、 同 席 の 人 も

お お い に 続 き 、 感 激 し て 、 皆 が わ れ も わ れ も と

寄 附 を 申 し 出 た と の こ と で す。

倹 約 は 美 徳 な り

苔 替 は 悪 徳 な
1)

勿 体 な い 精 神 を 身 を も っ て 教 え ら れ ま し た 。

塩原太助{ 立、炭附LiI に 了 椛 本占公していて、f i ' 1 l I 1

の 炭 の紛 き だ め を折 て て いた の を 勿 体 な い と こ

れをも らっ てi行=ぇ 、 水 で練 っ て手て' 丸め、タド

ン を 作 る こ と を与 えて 大 成 功 し ま し た。 そ の 時

代 に は 、 コ タ ツ に タ ド ン ほ どm宝 な も の は あ り

ま せ ん で し た 。 炭 の 粉 も f?? てれば公持、 利 用 す

れ ば 公 銃 で す。

布、の知人の欣松浦綴氏もそうです。 当 時 は 、 と

い っ て も 昭 和 9 年 頃 の こ と で す が 八 崎 製 鉄 や 、

神 戸 製 鋼 で も ミ ス ロ ー ル が た く さ ん で き て 工 場

の空地に山幸町みしていました。 1骨 鉄 と し て 泣 元

す る に は 、 切 断 す る か プ レ ス し な い と 炉 に 入 り

ま せ ん。 と こ ろ が 、 余 り に カ サ 日 で 切 断 や プ レ

ス が 慰 め て 困 維 で 、 処 世 に 困 っ て い ま し た の で 、

つ い に 野 総 み し て 鈴 さ せ て い ま し た。 松 浦 氏 は

そ こ に 目 を つ け 、 い か に も 勿 体 な い と 、 そ の ま

まで線引きすることを研究して大成功されました 。

今 一人 、 私 の 尊 敬 す る 親 友 の一 人 で あ る 藤 陶 製

鋼 社 長 、 藤 岡 京一 氏 も 、 こ の 勿 体 な い 栴 怜
1
1の 兵

税 者 で す。 氏 は 戦 後 退 〈 ソ : i i l l より帰泣きれ今日

の ｉＡ 骨髄をｾかれた立志伝 中 の人ですが戦後の過

渡 期 で 銑 鉄 も 不 自 由 な l時 代 に 、 ダ ラ イ 粉 に 渚 目

さ れ ま し た 。 従 来 ダ ラ イ 粉 は 、 各 鉄 工 所 のI宛薬

物 と し て 、 お 金 を 出 し て 埋 立 地 等 に 撚 て て い た

も の で す。 嫌 わ れ も の で し た 。 こ れ を 電 気 炉 で

t容 解 し て 直 ち に 鋳 造 す る こ と に 成 功 さ れ た の で

す 。 大英断であり、また屯気 ｾ ｉＧ［ 的、その他 主 任紙

に 尽 せ な い 苦 労 の あ っ た こ と を 聞 い て い ま す が 、

鈴 て て い た も の 、 ま た 、 姶 て て 公 安 ー に な っ て い

たも の を 生 か し て 製 品 に さ れ た の で す。

干Fi 曲、量得物というものは、まずインゴ ソ トを造

り 、 再 びi谷Wfo し て 鍛 造 す る の で す が 、 藤 岡 製 鋼

で は ダ ラ イ 粉 か ら 直 ち に 鋳 物 製 品 そ の も の を 造

る の で す。 燃 料 は 1 図助 か り ま す。 し か も 、 品

質は被優秀というのですから、手 Ｑ Ｑｩ Ｑ ｾｊ に ｊ ぶまれま

した 。 姶 て て い た ダ ラ イ 粉 、 勿 体 な い こ と を し

て い た ダ ラ イ 粉 を 生 か し た の で す か ら 、 実 に 冥

1JfJ な こ と を さ れ た も の で す。

亡 き 父 安 l到宮 次 郎 は35、 6 オ の 頃 に は 、 大阪 で

米 穀聞 と し て 相 当 の 商 人 に な っ て い ま し た 。 当

時 ( 明 治 33、 4 年 頃 ) 今 の 中 国 へ 視 察 に い っ た

こ と が あ っ ま す 。 か な り 奥地 へ も い っ た よ う で

丈 奥 地 へ い く と き に は ミ ヨ ウ パ ン を 持 っ て い っ

て ニ ゴ リ 水 に 入 れ 、 そ の う わ 水 を 飲 む の だ と 聞

か さ れ た こ と が あ り ま し た 。 ミヨウノ〈ンを 71くに

入 れ る と 澄 ん で く る の だ そ う で す。 中 国 人 は 普

か ら 粉 食 が 主 で す か ら 、 当 時 か ら 製 粉 工 場 は

き な も の で 、 製 粉 の と き に た く さ ん で る フ ス 7

( ノト吉正の皮 ) の 処 置 に 困 っ て い ま し た 。 父 は 「 こ

れ は 勿 体 な い 」 と 安 〈 日 本 へ 輸 入 し て 礎 正 当 場 へ

飼 料 と し て 売 り ま し た 。 当時すでに1 ' ，古 屋 で は

か な り 大 き な 養 鶏 場 が た く さ ん あ り 、 4同古屋の

伊 藤 平 日 開 五 郎 氏 を 通 じ て 大 成 功 し た こ と を 党 え

て い ま す。 そ ん な 関 係 で 中 国 の 人 も よ く こ ら れ

て い ま し た 。

わ れ わ れ は 、 気 付 か ず に 勿 休 な い こ と を 平 気 で

し て い る こ と が 多 々 あ り ま す。 道 徳 上 は も ち ろ

ん、公: ; ! ; : 防止にも、勿体ない粉布11の1・t さ を 次 の

世代をになう若い人たちに深< i t e . 減していただ

たいと忠、います。

勿 体 な い 精 神 で 公害 防 止 を 安 田 誠 一

11 



ここにも|生きている

匝 ］｡ ｾ Ｂｦ 陪嵐

ー』根と室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 でも ど ん な 村i 泣 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な |坊水 が で き た ら ー ー ー そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 地 て 完 結 を 示 し て い る の が

〈ビニロイド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 令 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 万 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 * で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る IIJJ 水 工 'j : i - をご

保 用 い た だ き ま し た

12 
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口解体工事と公害

小原商唐 小 原 公i台

解 体 屋 の 近 代 化

~、ツリ "1英字て; . ¥¥ii Jf" と 綴 る こ の 業 種 は 、 建 築 に

た ず さ わ る 説 者 に は 耳 新 し い こ と で も な か ろ う

が 、 近 来 の 建 築 物 建 設 の 勢 い に 都 市 再 開 発 と 称

する 一 巡 の 建 設 工 事 も あ い 伴 っ て 解 体 工 事の 急

増 と な り 、 今 や 解 体 屋 の 世 界 に も 近 代 化 の 呼 び

声 l i jl'lj l鳴るか。

従 来 解 体 は 建 設 に 比 べ 関 心 がM< 、 そ の 研 究 も

十 分 で は な か っ た 。 加 う る に 業 者 自 体 が 小 規 様

であるがゆえに建設分野における解体原野の1 ) 日

銭 は か な り 返 れ を と っ た も の で 、 合 理 化へ の 対

策 は 急 務 の 課 題 と な っ て い る 。

ま ず 解 体 を 必 要 と す る 理 由 は 、 建 築 材 料の 存 命

に よ る 、 生 活 様 式 の 変 化 に よ り 設 備i設首空機械 の

近 代 化 を 袈 求 す る 、 地 価 高 騰 に よ る 土 地 の tfsJ友

利 用 を 必 要 と す る 、 設 備 の 老 朽 化 に よ り 経 営 上

経 済 的 に 引 き 合 わ な い 、 道 路 鉄 道 の 新 設 お よ び

拡 張 工 事 で 建 築 物 を 除 去 す る な ど が 考 え ら れ る。

都 市 の 人 口 相 加 に 伴 い 、 こ こ 数 年 来 の 地 価 高 騰

に よ る 土 地購 入 の 困 難 は 、 建 設 技 術 の 進 歩 と と

も に 新 地 利 用 の 造 成 地 開 発 と な り 、 さ ら に 旧 建

築 物 の 解 体 跡 地 利 用 の 時 期 と な っ て き た 。こう

し た 背 張 で 都 市 の 建 設 工 事 に 解 体 工 事 は 不 可 欠

な も の で 建 設 と 解 体 は 背 中 合 せ と い っ て 過言 で

はない 。

解 体 の 対 象 と な る 建 造 物 は 木 造 、 煉 瓦 造 、 各 般

コ ン ク リ ー ト 造 、 鉄 骨 造 な ど 極 め て 多 機 で あ る。

し か し 特 に 無 筋 お よ び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i立が問

題 に な り や す い。 答 械 が 大 き く 重 量 物 で 硬 く熱

や 薬 品 に も 俊 さ れ に く く 解 体 は 最 も 困 難 と さ れ

ている。

さて、今日、日本におけるコンクリート破砕方法

と し て は 、 下 動 式 プ レ ー カ ー ( コ ン プ レ ッ サ ー

から送られる圧縮窓会、て' 作動する破砕機具) が

圧 倒 的 で あ る 。 一 方 プ レ ー カ ー と と も に 解 体 機

械 の 主 流 を な す も の に 埠 錘 ( ク レ ー ン の ブ ー ム

ｻスチー Ｇｉｾ ール》

の 先 端 に 鋼Ej ( を吊り、上下左有に撮ってたたき

壊 す 機 具 ) が あ り 能 率 は よ い が 過 密 地 域 で の 使

用は Ili lll¥民 さ れ る こ と も あ る 。 そ の ほ か 油 圧 に よ

り作動するコン プレッサーのし、らない大型 プ レ

ー カ ー が 輸 入 さ れ 最 近 出 回 り 始 め て い る 。 運 転

台のハンドノレ操作で手動式の十数倍の効率をあ

げ て い る 。 し か し 中 に は 性 能 そ の 他 の 点 で 問 題

の あ る も の や 、 ま た 輸 入 機械 の 中 で 必 ず し も 日

本 の 解 体 に は 適 さ な い も の も あ る 。 た と え ば 日

本 の コ ン ク リ ー ト は 米 閣 の も の よ り 硬 い た め に

米 国 の 機 械 が 日 本 で の 使 用 に 耐 え 得 る か どうか

吟味する必婆があるわけだ。

唯 し も 古 い も のより新しく 便 利 な も の を と 望 む

の は 巡 迎 で あ る が 、 い ざ 新 方 式 の 機 械 が で き た

か ら と て す ぐ 只 い 手 に で る わ け に は い か な い 。

も ち ろ ん 経 済 的 な 理 由 も あ ろ う が 、 そ れ よ り も

も っ と 大 き な 問 題 が あ ふ た と え 機 械 導 入 が で

きたとしても、" 使い慣れた機具を手離すのはい

や だ 砂 つ ま り 全 く し く み の 巡 う 機 械 を 操 作 す る

の が お っ く う だ と い う 消 極 的 な 解 体 工 が 一 部 に

い る か ら だ . こ れ か ら の 解 体 作 業 に 機 械 導 入 を

積 極 的 に 考 え る な ら 機 械 の 性 能 は も ち ろ ん の こ

と 機 械 を 使 い こ な す 解 体 工 お よ び オ ペ レ ー タ ー

の 健 康 状 態 に ど う 響 く も の か を ト 分 確 か め た 上

で 、 解 体 技 能 者 の 養 成 を い か に す べ き か を 真 剣

に 考 え 、 そ の 結 果 プ ロ の 解 体 工 育 成 い か ん に 業

者 の 命 は か か っ て く る こ と は 問 途 い な い と こ ろ

である。結局既存の工法に事礼治することなく大

き く 日 を 聞 き 効 率 の よ い 近 代 的 な 機 械 使 用 に よ

る 工 法 を 術 極 的 に 取 り 入 れ 、 実 行 し た 企 業 こ そ

将 米 立 派 に 銭 り 得 る 業 者 で あ ろ う 。

公 害 思 考

解 体 工 '1]: を 行 な う に 当 っ て M: も悩ましいことは、

粉1m! 騒背娠11りJ による公Q } 問題である 。 騒 音 振 動

に つ い て は 枇 近 急 激 に 問 題 化 さ れ 昨 年 4 月よリ

大 阪 府 下 の 工 業 地 域 で の 騒 音 規 制lは75 ホーンと

な っ た 。 過 密 地 域 で は 住 民 の 反 対 も あ っ て ブ レ

ー カ ー の 大 量 台 数 使 用 お よ び 虫 錘 使 用 が 規 制 さ

れ る こ と も あ る 。 こ の よ う な 問 胞 に 対 処 す る た

め 機 械 の 騒 音 振 動 防 止 、 あ る い は 機 械 の 開 発 に

努 め 、 エ ン ジ ン 本 体 の 騒 音 防 止 を 始 めsJj T f カバ

ー や 消 音 絞 め 取 り 付 け な ど あ ら ゆ る 方 向 か ら 検

討 し て 、 短 カ 住 民 に 迷 惑 の か か ら ぬ よ う 早 急 に

は 無 理 で あ っ て も 除 4 に改良されねばならない。

また米国て・は騒音振動より忽視されているのが

粉 塵 の問 題 で あ る 。 現 場 で粉 塵 を お さ え る に は

なんといっても水を十分にかけるということだ。

米 国 で は 消 防 容 が 消 火 鐙 の 使 用 を 認 め て い る の

で 業 者 は メ ー タ ー を 取 り 付 け て 水 を 十 分 使 っ て

作 業 を 行 な っ て い る 。 だ が 日 本 に お い て は 消 火

径 の 使 用 は ま だ 認 め ら れ て い な い と こ ろ に 問 題

が あ る よ う だ 。 と に か け 主 人 は も ち ろ ん 直 接 作

業 に 当 る 解 体 工 に と っ て も 騒 音 振 動 は 疲 労 の 原

因 と な り 粉 腹 は 呼 吸 総 お よ び 版 の障 害 に つ な が

る も の で あ る 。 以 上 の '10 ; : 柄より作業に際しては

現 場 周 辺 の 住 民 と 十 分 話 し 合 い 、 さ ら に 現 場 の

状 況 に 相 応 し た 幾 つ か の 機 械 機 具 の 組 み 合 せ に

よ る 最 良 の 工 法 を 選 ぴ * 静 か に 解 体 す る ' 回 線

で新改革を積極的に心掛けたし、。

最 近 の 建 築 工 事 で の 工 期 短 縮 は 解 体 工 事 の 短 縮

に そ の し わ ょ せ が く る こ と が 多 い 。 そ れ ゆ え に

合 理 的 な 解 体 法 安 全 性 の あ る 解 体 法 が 要 望 さ れ

る の で あ る 。 最 後 に 説 者 の 方 々 に よ り よ く 解 体

の 現 状 を 知 っ て い た だ き 、 わ れ わ れ 解 休 業 者 が

現 在 か か え る 諸 問 題 に つ い て 一 緒 に 考 え 広 〈 ご

協 力 い た だ け れ ば あ り が た い。

口T V 映 画 “ 世 界 の 都 市 開 発 q の 放 映 こ の 映 画 は 今 回 世 界 的 な 課 題 と な っ て い る 都 市 開 発 に 対 し て 、 欧 米 各 同

鹿島延E設 が 企 画 し 、 成 品 映 闘 で 裂 作 さ れ た 、 テ レ ビ ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 が 現 笑 に ど の よ う に 対 処 し て い る か を 、 わ か り や す く と り あ げ 、 わ が 図

画 " 世界 の都 市 開 発 " が、 12月26 日まで毎. i ! M臼縦日朝フジテレビを通じ、 の さ し 迫 っ た 都 市 開 発 は た は 再 開 発 に 対 し て 、 ひ ろ く 一 般 の 関 心 を 喚 起

日 本 全 国 で 放 映 さ れ る こ と に な っ た 。 し 日 本 の 都 市 問m解 決 の- Jl )J と な れ ば と 企 画 さ れ た も の。
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口明治建築土木史年表・関西篇 ( その48) ( 明治 11年 11月12日~至14 日)口

明 治11年 11月10 日 郵 便 配 達 規 則 改 正 で 、 午 前 51時 か ら 午 後10時 ま で 「配賦」になったが、朝寝 ・早

寝の家カ叶中々起きず、殊に夜は配達人 の 帰 宅 時 filj が 12時 か ら 午 前 2 時にもなり、

翌 朝 又 早 出 し な け れ ば な らないので、「奥 深 い 家 や 朝 寝 の 家 で は 郵 便 入 の 箱 を 出 す

様 に 其 筋 か ら 」 通 達 し て 欲 し い と 願 い出ている。

うどん

11 11 12 日 大 阪 府 下 酒 類 小 売 鑑 札16万4 ，123 に 達 す。 こ れ は 酒 小 売 商 、 料 理1屋、宿屋、温純屋、

牛肉屋、! 市貸屋、煮ぅ主屋等に下附した物の総計。

しら宅金

11 11 14 日 有喜世新聞広告欄に、東京銀座 Ｓ 丁目中川幸七製造所 の ｲｾ 果物貯蔵品 」広告があり、

ぴ い る

「開拓使( 北海道) 物産局製 ・鹿 か き 錐 詰 ・冷製変酒、 l ダース以上割引」とある。

既 報 内 国 勧 業 博 覧 会 の 古 龍 紋1' 1 : 牌は全部出来上り、大坂浩幣局から内務省へ到箔。

こ れ に 受 賞 者 の 姓 名 を 彫 付 し て 下 附 す る という。

( 点京都北区制lii- 2  / 22 /  ＱＳｾ 頁 議欣 二 Ｉ

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111111111111111111111 

口読者へのアンケート

本誌 8 月号添付アン ケー トハガキの結果

• b っとr . s rI; ｾｉ ・画とニれからの 打 ｉｬ ｲｉ［ についての記Ｇ ド

が ib' eみたい。

・ 技術的支などにわ畦泣 Ｈｴｉｙｬ Ｎ￬Ｑｌ ｾＱ 画ＩをのせてはしいＮ

・質疑等のコーナーをもっと恥Ht < 設けてほしい.

法令のみならず、材料 榊 i立 工 法 等 会 只 が 知IJ 班

としたいところカ叫Z かにもやE々あると忠、う.

・「泊1築と社会 J 頁数をもう少し刷瓦して、記 '1' をJ

やしてほし1 ，. ¥ 0 r主主築雑段、」と比べてことなったカ

ラ一、とくに |則丙 ・円の脳卒4は多くあると且" うの

で 、 計 開 設 計 地」この新しいニュースを取り入

札てほしい。そして、会民 Iず1のために魅 )J あるよ

う，' f1p/t! が見られるように JUI 1与する.

・ 挫ｾｴｏＧｉ鰍ならびに ＱＱＱＱ 幽 ｊ＼ｾ［ を ｬＮ� JI Ｍｦｬｉ ｬ 分に ［ｴ｣ ｾ ＼ｩＨ で

きなし、ものか.

近 trl ディテールのベージがないようだが、 fJ43綻は

あるか.

• ､Ｎ 街地訓幣区域と Ｑ 持 ｊｾｲｪＧ［ ＡＧｩ， Ｇｦ ＺＡｊＨに必袋ｾＧ ，) ，則を記

似してほしい

13 
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帆純白奇 代 をU ら〈 富士通

システムの経済性を大川lこ尚め、従米のレン

だせます。3在日な

企業の成長 に比例して、J f t J 1J 日の一途をたどる

コンビュータの仕事量。各音11謀からの要求で

導入当初、余裕をみこんだ中 ・大形機も手い

タル料で与ワイドな性能がひ

F A C O M 
周辺装置と完備したソフトウェア体系一ゆとりを

も っ て仕 Ｇ ｊ ｾ をこなすＢ係 ＱＱａ､ ｩ ｴ 社Ｎ の 大形機てホ ムっぱい 同じレンタル料で、より多くの仕事

をこなすコンビュータはないかと、お考えに

2 3 0・4 5 S

“ 使いやすさ" も中形並み

ソフトウェアのモ ジュール化、ページ ア ドレス

t.. ったことはありませんか?

万式の保則で、メモリーの .f IJ Jlj/.交は飛躍的に
大形の性能を中形の価格て'

業

↑

営
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U
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削
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向上。 抜併の操作性て'フルに i止いこなせますユ

富士通が、純怪 ｉｭ ｾ コ ンピ ュ ー タ の ｘＱｊ を 、 ま の

がm処尽の高速化、記憶装J l は lti 内512kBまて'

きめ細かなJ副長性をもっ FACOM230- 45S。

当りに実証した大形機てt
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データ通信と建築

ｓｴｒｾｴｓＺ＠ 1  

@  

建築 とコ ンビュータ

桑 形 松 夫

h・

はじめに

，j，;年 5 月公衆電気通信法が改正され、' i " 1 ! : 話回線がデ

ータ通信に I制政されることにな った。大形コンビュ

ー タとi J : u1呂田線 の結令によ って 情報処理l能率は飛践

的に l向上することとなろう 。

これまでも、医li J . : の紙 の窓口をはじめとして各純の

データ通信が尖施されており、' ; l L 々公ヰ I:ll 地銀協の

符為交換システム、万博J l l i 営ンステムなどのデータ

i創 立を行な って きたが、本年 3 月には東京、 6 月に

は大阪で ｄｅｍｏ ｓ と呼ばれる 科 学校術 ｾｈ ，ＩＺￒＯステム

のサーピ λ を始めた。

DE MOS はコンビ ュー タを含むあ らゆ る設備とソフ

トウェアを公社が用意して不特定の利用者の加入を

待 って サービスする y ステムで、デー タ通信の大衆

化の附矢といえよう 。 この純のデー タ通信サービス

は民 IIIJ 企業でも計画されておリ、ここ数年のうちに

データ iJ:U伝 は全国O':J に普及し、情報化社会への第一

歩を踏み tl J すこ ととなろう。

点京 と大阪で始められた DE MOS の利用状況をみる

と、建築関係の 利 用者が過半を ｾ ｩ め、建築 ｴ ， ｙｩ 進計算

用のプログラムの手11用頻度も緩めて高い。 DE MOS

が，悠築界の発岐に少しでし寄与できるとすれば幸い

である。 本 誌の l'i: 1I ! な誌、加をl I i IG< 機会を符たので、

主I!;築 ・土木におけるデータ通1，: の利用の諸外固め例

を総介し、あわせて公社のサ ービ スする DE MOS と

その建築プログラムの内容、今後 の ｦＣｩｾ 在、を以下 Ｖ 号

に分;Imして説明梢>1証することとしたい。

. 建築 ・土木におけるデータ通信の利用

一 一外国の例

回米国

米闘におけるデータ通信の歴史は 1960年代の初頭か

ら始まる。土木 ・建築の分野での利用は、 1963年に

行なわれた米関土木学会主rmのコノビュータ会議に

おける MI Tのミラー教授の税械に現状と未来が述べ

られている。この論文によると、データ 通信 は、設

計校術者が 1( 1 : 按、大形コンビ ュー タと会前をしな が

ら設計をi . f f i める )J 法を可能にすること、‘ したがって

人 1111 と機械 ( コンピ ュー タ) とのH:] の情報伝迷 がm弘L

になることが指摘されている。

データ ｩ 凶いの千 Ｈ｛Ｎ ｾえ ｬ 文はコンビュータのオンライン化

率によっても表わされる。 1966年の訓伐によると、

オンラインシステムは 2330、比率は 7 % 、端末機数

は Ｗ｝Ｉ 台、 Ｑ ＹＵＵ 年からの成 ｌｾ 率は Ｑ ＰＵＥ となってい

ラー教授は、この思恕にもとづいて、測量 ill. t) の |  る。また 1973年までには米 lfil のコンビュータの 6 ;守1I

ために便利な 言 語をI l 日発した。 日本で L よく利用さ |  はi凶信網と結びっくであろうというこFiilll i ，行主われ

れている COGO(C O-ordi nate  GeOmetry ) がそ れで、 |  ている。

このような言語によって技術者は日常 のr H; (ニ使っ |  以七のように 、米ntl の コン ビュータはデー タ通信化

ていることばでコンビュータに指示を守え 、 その紡 |  とし寸方 1101 で発反しており、土木 ー控 築 の分野でむ

来を見てさらに検討を進め設討を行なうことができ |  入 .'1:¥力機総の多織化に刈応して図形表示、図形処) ' l ll

る 。 コンビュータが単なる日述 ｩ￭ｩｭｾ 主ｩｉｬから人 ＱＺ ｜Ｑ の |  を指向しつつ' W:I Ee. .  J l"i jlij の分野にもi . f f i : J ¥しよ うとし

頭脳i と有機的に総合されて適切な判断のため の有力 |  ている。

な道貝にまでおめられる 。
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利用 (T S S ) とCOGOのような問題向き言語の尖用化

をff なっていた。

、の問題向き言語は、 1961年に COGO 、 1962年には

ST RE S S がイ乍られ、その後これらは ICE S (Integrated  

Ci  vi  1  E ngineering  System) にと 発展しむ現在ICE S

ま世界的に利用されておりデータ illi1，3 ，用のアプリケ

ション ( 応用プログラム ) として 重姿むシステムと

な っている 。

(2)  

968年における制公によればデータ il 宣伝のサービス

会社は 200Hを越え、そのンエアは GE (45%) 、I BM

( 19%) 、Com- Shar e( 8%) 、Call- A -Comput er (7%) 、

Tymshar e(7%) 、All en- Babcock，Appl i ed  Logic  

Corp. のJllii といわれる。

1970年代に入って産業界の全般的不況と情報産業界

での激烈な競争から 、現在T S S によるサービス会社は

100 社を超えるお: 皮に淘汰され、金問的なヰ y トワー

クを持つ会主1: はGE，UCC(Uni versit y  Comput i ng  Co-

m pany )， Tymshare の 3 社経l主である。

これらの会社およびメーカの提供する土木 ・建築の

椛造計算用プログラムを 表 に示す。

表 ( a ) メー カーの プ ログラム

I B M F RAN， COGO  

ST RE S S ， ICE S  

UNIV AC  ICE S  

C D C  SAMI S ， E AS E  

ST ARDYNE  

G E  MA R K  1 ， II 

(  b ) サービス 会社のプ ログラム

I B M  

計算センター

F RA N， S TRE S S ， 

COGO， ICE S  

CDC  

S YBE RNET  

SAMIS ， E AC/EA S E ， 

S T AR DY NE  

UCC  E L E CT RONIC ， 

CAL CULUS  

C S C  

INFONET  

GASP ， NAS A T RA N 

ている 。

教授の報管によると、データ ii 自信 の普及によって利

用技術 のすばらい、進歩があ ったが、( 士 '1与の専 門 化

制l分化の進展と対応、して和1m方法が無政府状態にな

っており、的報過多の現象と合わせて、現状のまま

では健全む技術の発展は望み符ないと論じている。

解 決の方法として、教授は、プログラムとデータの

燃準化と 7 ァイ J レ化、およびこれを集rr 管珂! を行な

うセンター の設也を従IIf '，しており、実例として英国

のGENE S Y S (GENeral Engineeri ng S YS tem) をあ

(1ている 。

ｇｅｎ ｅ ｓ ｙ ｓ は ＱＹＶＷ 年に公共建物ー ｉｾｾ 省 Ｈ ｍ in  istry 01  

Publ ic  Bui Id  ing  and  Worl 叩) によ って設立 された科

学技術 al.t ) : システムであり政府の指導 のもとでillf 営

されている 。GE NE S Y S センターは自らパ ッチまた

はオンラインでサービスを{ i - なうと! 日111寺に、プログ

ラミング言: p' f( GE NT RAN) を含め て土 木 建 築 汀j の

ソフトウェアを mmし、普及に努めている。GE NE S Y S

は単発のアプリケ- ' " ヨン ・プログラムの集合体で

はなく、名プログラムはサブ システムとしてむデ

ユーノレfじされて釘リ、. f ' IIJTI fi ーがこれをコマン ドと H乎

ぷ命令濡を使 ってfJ lみ介せ、ひと つの大き主システ

ムを作リ処. E ' gを行なう仕組にな っている。

JJLサブシステムとして) ; i : ， j J j 枠制? プログラムのみであ

る刊 ｾｩ 次、 ｩ 且 ｅ 持続の設計、道路配置設計、土主 ｗ ｴＩＺ 、

R C ' S ili ビノレの村lilt 設計プログラムなど拡充され

( 3 )  

る訂 F町であると輔i骨されている 。

( くわがた まっお

日本ｾｉｬ ｻ［ｴ 屯訴公判挫築局 lJJ. IJI)J凋脊役 )

参考文献

( 1) :  ｾ ｍ｡ ｮＭ ｍ｡･ｨｩｮ ･＠ Communic副 同ns in Civ il  Engineering 

C. L .  M; lI er  

Proceed;ngs  or  ASCE.  Vol .89， No. ST 4  .  A U G/ 1963 

(2) :  r デ ー タ i岨(，}と l.ll築」滝野文雄. 品膨松夫

m々主s ! l ! i資料 Vol. 7.  No .40， 1969/ 12  

(3):  "GENESTS-an  att empt to rat Ionalise the  use of com 

puters' in stn1ctur8  I  cngineer ing 

The structural  Engineer .  Vol .48. No. 4.  1970/ 4  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-園田・

園田・

軽 量

比w.: O. 5

断 熱

而七た

法 定 l師、l 火 材 料

。

当

cii・P O R Eぎ〉

日 本 パ イ リ ー ン 滋 賀 工 場 製品 倉 庫

設 計 大 福 機工側

旋 エ 光洋建設世帯

使 用 個 所 外 壁 、 床 、 間 切 り

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま て あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ ＧＺＧｊ 切知 ｩＮ ｍｉ を豆 ｚ するす べての 姐ｽ［ｾ吻

2  主宅; 託竺叩司制司を要する工1場必 . 1'介合守i)ι 4和|

3  鉄骨大リ漏長 |打川i川り の 工場 . 似体iγ行r童釘館r行，等

4  '11壬 琵 化 を 要 す る 日 用 組 築 物 ・軟 制 j 也 惜 の 他 物

5  鉄宇 ｨ 師、 ｦ 火 ， ｕｉｾ［ 立 の 位牧 ｬ

号ポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社
本ヰ土 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 立 発 掘 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ノ レ )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 - 2  ( 大 商 ピ J レ)

電量舌 名 古 屋 ( 5 8 1  ) 代 表 7 4  2  1  



.  

ロヲ'J:.'[ と慨裂をどしどしお i昌リくたさ L、

J{.f前IJ :  a. 所 M 也 b. ill 築 1(lift 'i c  抵 I Mh'( d. 附i Z胤快 e .  1:  WJ  

703.  大 和 証 券 京 都 支 庖 I 704.  秀

段，， 1' : K K 日 建 設 計

地r . 鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 底

a  京師 ､ 仔羽司町晶油 魁 匝町内入ル必， ＧｾＪＮｲＲＸＮＲ

b .  51<1 .81  m'  

c.  2，233 .29 m'  

d .  R  C i立、 6 F 、P H I

e  .  1I1H1I<l 5
i
l'  8  H  - 昭和< 16年 7)-]

706 .  明 舞 第 2 セ ン タ ー ビ ル I 707 .  苅

ＱＱ 主 ｾｉＧ :  K K 枠連築事務所大阪事務所

施工 清 水 建 設 K K

a  明 布 市 絵 ガ I壬2 了日 I l t住地

b .  2，750.763 m'  

c  .  10，519. 52 m'  

d.  S  R  C 造、 IOF

e.  1昭和45年 6 川 - 1昭和46年 8 月

[ …ブマ|

..... 
言受 苑 ビ ル I 705.  能 登 川 町 役 場 斤 舎

説，， 1' : K K 吉 村 建 築 事 務 所

施工 K K 藤 木 工 務 庖

a  点t:II，li f ，) ; r ; <. 開条通民刃鉾町271番地

b .  408 .90 m'  

C .  4，340 .I O m'  

d.  S  R  C i在、 9 F 、B 1  . P  H  2  

e  .  1昭和45年 6F1- 昭 和46
1
1' 6  ｊ ｾ＠

設計 田 中 小 西 建 築 事 務 所

施 工 住 友 建 設 K K

a  滋 賀 県 神 的 ml 能 澄 川 町

b.  1，54 1. 5  m'  

c.  2，933 . 0 m'  

d.  R  C j立 、 部 S iii 、 3 F  

e  目白初45年 7 J I - I自拘46年 7 月

回 町 役 場 I 708 . 宮 崎 銀 行 本 底

.:1，;1' :  K K 草 野 建 築 事 務 所

地て K K 鴻 地 組 福 岡 支 底

a.  ｬ￭Ｎ｜ 品 ｴｾｉｾｊ 正 ｭ 間 ￭ｬｩｩｬｬｬ 町市久町 ｉ 町 ｴＱＱＹＭＱ

b.  3，450. 199 m'  

c  .  6，004 .266 m'  

d.  R  Cj 丘、 5 F  

e .  lI {j 祁45年 8 月-1111相46年 5 F1

設計 K K 骨， 建 設 計

地工 K K 鴻 池 組

a  宮 崎 市 街 ; W*4 丁目 3 帯 地

b.  2，189 m'  

c  .  10，481 m'  

d.  S  R  C j立、 8 F 、B I  

e  .  11召相44年 10月一昭相46年 6 月

709 .  栗 本 建 材 社 屋 I 710.  堺 市 立 大 浜 体 育 館 I 71 1. 六 甲 天 狗 岩 西 ヴ ィ ラ

設計 創 建 段 計 K K

施工 宇 野 工 務 庖

a 岐 阜 県 羽 M [.1 笠 松 町

b .  21 1. 5 m'  

c .  392.2  m'  

d.  R  C 造、 2 F 、 P HH

e.  11自制45年 10f j - 昭 和46年 3 月

J主計 市 来 崎 設 計 事 務 所

地工 ・ 問 組 大 阪 支 庖

a  . 堺 市 大 浜 北 町 57大浜公開内

b .  5，14 1  m'  

c  .  8 ，381 m'  

d.  S  R  C 造. 2  F 、B I

e  昭 和45年 6 月ーi昭和46年 7 月

設 計 ー大 阪 建 築 事 務 所

地エ : 阪 神 土 木 工 業 K K

a. 神戸市東根! 互住吉町丙谷山

b  .  452 m'  

c.  1，808 m'  

d .  ｒｃ ｾ 、 Ｔ F  

e .  日目相45年 I I 月ーl I ?l 相46年 7 月





クラスメート

78 ( 早稲田 大 学 昭 和 1年 9 月卒〕

文 乍 j泊 り の 戦 "1'派、 ( 昭 和 16年入学、 21年 9 )  J 2卒業 ) 、何事につけ先拙

からは戦時規格とたたかれ、; l c;: い 府 か ら は 物 わ か り が 良 い よ う で 頭

が 古 〈 救 い が た い と 非 難 さ れ な が ら 、 と に も か く に も 25年 の 歳 月 が

縫 っ た。「刻Ijfli) J会 』 中年 層 に は 、 悪 夢 の ような 、 し か し 華 や か な 名 前

の I古l 窓 会 を 、 京 の終 家 で お こ な っ た。

r  - ; ( : ' ; たちの学年は、最も勉強のできていない学年だった 。しかし、今、

Ｑ ］ Ｑ の ｬｩ ￭ｪ に先制訪比に ｴｴ けず第 Ｍ ｫ ，ｾ で前日記している諸君の姿を 見 ると

大 へ ん 拙 し い。」 と 今 手[1次 郎 先生、 II Ij l l 必 先 生 、 声 を 品Ilij えてのお

す楽に、 J) Lこそばいうれしさに、 25年 の年輸を振返って感$ . I . F . ilt にな

る。 た だ 、 脳 性 と フ ァ イトて¥オリ ン ピ ック を 築 き 、 万 国1噂を成功

さ せ た ん だ と 、 ち ょ っ とJJ旬を似 っておこう 。 乏いて益々お元気な、

前 記 お 2 人 の 他 、 鶴 田 町l 先 生 、 竹 内 峰 雄 先 生 、 青 木 安 正 先 土

が おい でく ださ っ た。 5 年 li 旬、新いお庄ii .i' l け の ! 尽力でコ ー スを姐・

れ た 木 村 幸一 郎 先 生 が 数 日 前 に お 亡 く な り に な っ た の は 、 大 へ ん

淋しいことである。ご都 合 がつ か ず ご 出 席願 え な か っ た今) Ｑ ニｾｉｴ次先

生、佐藤武夫先生、安東 ｪ 協 ｹｾ 先生の術 ｬ 健康を誌上を ｭ り て 祝制

したい。

こ こ に 顔 を 揃 え た ク ラ ス メ ー ト 諸 君 を 紹 介 す る と 、 秋 山 越 ( 日本ホ

ー ム ズ ) 、 赤 堀 一 男 ( 亦 槻 建 設) 、 石 井 nー ( 日 本 住 宅 公 団 本 所) 、

今 井 浩 一 郎 ( 竹 中工 務問 ) 、. f ll( l ! r i ' 寿雄 ( 寿建築; f j 'ltl: ・)'; . 務所 ) 、 大 谷

健 吉 ( 清 水 建 設 ビ l レコンサルタント音11) 、 同 路ー ( 阿 処築 設 計 ιJ '，.務

所) 、 川 辺 健次 ( 大 成 処 設 名 古 屋 支 [，5) 、 iii[ 北 新一 自11 ( 西松主主設) 、

喜 多 宗 達 ( 奥 村 組|見Jil!i3Z. Tr'i ) 、 汲 国 康一 ( 安藤建設f l ' ln: 苦11) 、小 西

初 一 郎 Ｈ 鴻 池大阪ＮＮＮｪ ，｛， ｉ ｾ 設計官 Ｑ Ｑ Ｉ 、酒井周 Ｈ 泉建設 Ｉ 、篠ｊ｝｝ 良 平 ( 住

友機械工業浦賀造船所 Ｉ 、新谷重太郎 Ｈ 新谷建築設号 ｉ Ｍ Ｇ ｊ ｾ 務所 Ｉ 、谷 川

多 歌 ifi ( "lj 組東京3 Z . 1苫) 、 寺 井 健 次 郎 ( 大成プレフ ァブ 企 阿 部) 、 内

藤 務 男 ( 内 藤 建 築，h'[算 研 究 所) 、 奈 良 信 ( 奈 良 信ill 築 設 計 ・J'; 務 所) 、

西 村 恒一 ( 東 映 株 式 会 社 技 術ノド苦11) 、法月 fii'J 夫 ( 住 友 雄 設 第二 営 業

者11) 、 百 束 恭一 ( 必日1工 業 来 京 建 築 支 庖 ) 、 平 石 誠 自11 ( 江 ) 1ニケ J川 西

.i1t ) 、宮 沢 申 子 雄 ( i l ! i松主II 設処築設計音11) 、呉 i述d必i 附臨iL (二斗米4伏と!い同1五 同忌4村lげヅ大ζf使止応:II館官ω)上、

十柑糊柳』訓卯1I チ升井|ド二至 ( 戸 回主挫i住Ut訟j止t )λ 、 山F阿t:j i浩伶 三 (i-，'

之 ( 竹中工務が府干リ)、 jj ，長沢正二 ( 松 村 組 東 京支 代 )。

鶴 田 先 生 は 、 御所 用 の た め 、 早朝待11上 京になり、 il' i 型f 去 ( J1rU:b挫 設

仙 台 支 庖 ) も 、 仕 'Fの占11令 で一 足 前 に 帰 京 の た め 写μ に 加 っ て 頂 け

なカ‘ った 。

そ の 他 、 外 遊 中 の 諸 兄 や 、 ど う し て も 手 が 離 せ ず 、 出 席 で きな か っ

た諸兄も多数いられたこ と を報管するとともに、次 の 機会には Ｉｴｾ｜

で参加l し て 頂 け る こ と を 決 し み に し て い る。 ( ｲＧ 、 Ｇｊｍ ・ ｾｩ￬ じ Ｉ



. 仕様書

打 撃 数 250回/ 1  ， 700r .  p. m 

370回/ 2，200r .p.m 

破 壊 力 150 "" / m 

ホ ー ン 10m 81ホーン

20m 73ホーン

30m 65ホーン

総 重 量 5，140 "" 

馬 カ 62 .3 馬力

/ 2，200r  .p.m 
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フォードコプリンリース

解 体 業 界 待 望 の 新 機 種 誕 生

iやかな打数音と抜群の破壊力を持 つ フ方ード ゴプリンは従来

の解 体 工 法 を一変させた油圧プレ ー カーです。

騒 音 公害 対策 ・振 動 公 害 対 策 にも 万 全の 考 慮 が 施 さ れ て い ま す。

. フォードゴプリンリース価格表

( オベレーターを含む )

1日8時間 ( 昼) 45 ，000円

1時間 ( 昼) 6，000円

1時間 ( 夜)

10，000円

(  8時以後)

月極・ 1 ヶ月間 1， 000， 000円

( 残業別)

( 一流町オペ レ- ? ー による作業ーで 1時lal で

も2時IHl でむご使用下 さい. )

建築物解体工事

宅地造成岩盤解体工事

解体機械リース

。 小 原 商 庖

大阪市東淀川区上新庄町 2丁目 68

T  E  L  06 ( 3 2  9)  4  6  8  7  

.. 



令「相手」

先王手の夏 、 日 本 海 へ 親 戚 の 子 供 共 有 海 水 浴 へ い っ た 。

宿 が 漁 師 の 綱 元 を し て い て モ リ や 釣 道 具 を 貸 し て く れ た 。 日 本 海 の 海 は ま だ き れ い で 、 子 供 述 が

ポ ー ト に 来 っ て 釣 る の を 水 中 メ ガ ネ で の ぞ い て い る と 誠 に お も し ろ い 。 魚 、 は 、斜 を 小 当 り に つ つ

いて ｴ 様子をみている。釣人のタイミングは誠に悪〈、 ｦＮｾｾ が針ーからはなれた時にあわてて、釣竿を

あ げ る 。 見 て い て は が ゆ い よ う な 光 設 で 、 魚 か ら 兄 た 人 11 ¥1 はこんなものかと思った。

や は り 、 釣りは魚、の気持を何l ら な き ゃ あ だ め だ 。

「 円 切 り 上 げ も し か り 。 外 交 に し ろ 、 貿 易 に し ろ 何 で も 利 i予 が あ る の だ 。 J f 建築もしかり。使う人、

働 〈 人 の 気 持 を 知 ら な く て は 、形 骸 に 過 ぎない。」と自分にいって 聞 か せ る 今 日 こ の 頃 で あ る 。

( W)  

。 テ ン 卜 と シ ュ ラ ー フ

子 供 が 夏 山 に キ ャ ン プ を す る と い う の で 、 つ い て い っ た 。 あ い に く の 天 候 で 雨 が 降 っ た り や ん だ

り、 Ｍ ｉ ｦ 与は夕立がひどく、ｾ水しないように 排 水淋作りのため、パンツまでずぶぬれになった 。

そ れ を 乾 か そ う と 石 油 バ ー ナ ー を つ け た が 、 テ ン ト の 中 では窓会i 汚 染 で 危 険 だ し 、 外 で は か な り

大 き い ひ さ し が 必 袈 で あ っ た 。 む と よ り テ ン ト は シ ェ ノ レ タ ー で あ る が 、 天 候 の お か げ で シ ェ ル タ

ー の な 味 が 今 さ ら の よ う に 、 よ く よ 〈 身 に し み た 。 シ ー ト 1 枚 の テ ン ト で は 少 し 強 〈 降 り 続 く と

しみて漏り出す 。 フライシートで Ｒ Ｎｩｬｬに張ると雨に対して非ｾＺ ［ｾＮ に布効であると同時に、日射し の

強し、場合の日よけに非常に有効になる 。 これはまさに昼線、天井 、 換気孔の機能である 。夜のｾ

さ を シ ュ ラ ー フ の 中 で し の ぎ な が ら 、 室 内 環 境 と は 何 な の か 、 担E築 が 持 た な け れ ば な ら な い 機 能

と は 、 あ る い は 性 能 と は 何 か の 問 題 の 原 点 に 立 ち い る こ と が で き た 。 今 後 は 建 築 の 学 生 に テ ン ト

を か つ い で キ ャ ン プ に 出 か け る こ と を お お い に 奨 め た し 、 。 場 合 に よ っ て は 、 積 極 的 に 教 材 に 利 用

す る こ と も よ か ろ う 。 そ う す れ ば 、 居 住 性 を 無 視 し た 視 党 的 デ ザ イ ン に 走 っ て 、 建 築 家 の 信 用 を

孫 と す こ と も な く な る だ ろ う 、 と い う の は 甘 い 期 待 だ ろ う か。 "，;. { 主性はシュラーフで結情、どん

な デ ザ イ ン を し た っ て 平 気 、 と い う 結 論 を 出 す 者 が い る か も 知 れ な い 。 ( M )  

。 新 し い 住 宅 計 画

Ij成後、 lin も な い こ ろ の 住 宅 誌 を み る と 、 新 し い 団 地 生 活 と 、 焼 跡 の I議 合 生 活 の日月時写 A が の っ て

い る 。 そ の H音 を 明 に す る こ と 、 い わ ゆ る シ ェ ル タ ー と し て の 住 宅 供 給 が 、 住 宅 対 策 の ス タ ー ト で

あ っ た 。 そ の 後 26年 を 経 過 し た 今 日 、 所fl j 水 準 の !r'J 上 に よ っ て 、住 宅 と い う む の は 、 住 宅 そ の む

の だ け で は な く 、 周 辺 を 含 め た tzi 境と一緒にして. i ; !'iI固 さ れ る よ う に な っ た 。

そ し て 、建 築 展 だ け で と ら え ら れ て い た 住 宅 問 題 が 、 続 済 界 、 結: ! ( : ; 界の 1= 1 玉商品とな っ て 、 経 済

成 長 を 支 え る 花 形 態 業 だ と も い わ れ て い る 。 住 宅 産 業 J命 や 民 n¥1 デ ィ ベ ロ γ パ ー 泌 が 述 べ ら れ 、 ド

ノレショ y ク以米、 7正公車i J 戦1 j : . ' としての大胆な住宅投資が行なわれようとしている 。

このときに当' ) ... 、 J，企 近 発 表 に な っ た 第 2 WI住 宅 建 設 5 ヵ 年 計 阿 の 内 容 を み る と 、 住 宅 維 を む

と に し た 従 米 の 戸 数 主 義 の 計 画 と 変 ら ぬ 住 宅 そ の も の の 辿 設 計 画 で あ り 、 過 去 を 将 米 に 直 線 的 に

引 き 延 ば す 予 iJIII の 域 を で て い な い よ う に 推 察 で き る 。 も っ と 幅 広 い 環 境 を 含 め た 経 済 、 社 会 的 計

画 と し て の 住 宅 計 画 を 樹 立 し 、 民l民 経 済 や 国 民 生 活 と の | 比li ! l i を明らかにしなくてはならないので

は な い だ ろ う か 。 ( I  )  

。瓦

T 氏の古11昼 か ら 眺 め る 京 の 街 の 景 観 は 、 幾 つ か あ る 好 き な 点 張 色 の う ち の ひ と つ で あ る 。

51滑 に あ る 1止 の 部 上 廷 の 窓 の 下 は 屋 似 ま た 雇 般 で い つ 見 て も 人 計 三 は な く ; や か な た た ず ま い が 街 全 体

にうかがわれる。六角形の屋般、ｾｾｾっぽい瓦、まことに悲しい眺めである。黒っぽい色をした瓦

を い た だ い た 昼 恨 の 美 し さ に い ま さ ら な が ら ひ か れ る 。

.LCの色も赤、 TT 、総とやE 々 あ る が こ ニ で は や は り D:¥っ ぽ い の が よ L 、。住まう方の好みて' 亦とか、

lT と か 何 々 の 色 瓦 がf変 わ れ て い る が 、 そ れ は そ れ な り で 紡 桃。 し か し 紋 の 山 、 緑 の 自 の '1' で 色 と

りどりの瓦をいただいた新興住屯地を述望しているとケノぐケパしすぎて{ i o f となく 「シ γ クリ」しなし、。

色 必 の 依 し 、 方 の む ず か し い と こ ろ は な ん だ ろ う 。 渥 似 は 下 か ら 眺 め る だ け で は な い 、 i卓 く か ら む

ｉｾｾ められ、」二からも ｬ 挑められる 。ど ニから ｬ 挑めても災しいものであってほしし、 。それには瓦の 色

が ら の を い う だ ろ う 。 mi M l り に だ け 心 う ば わ れ て い た の で は ま ζ とに困る。 ( K )
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瀧 定 株 式 会 社 大 阪 支 庖

設 計 絡 エ K K竹 中 工 務 庖





満 定 大 阪 支I吉 設 計 概 要

建 築 地 大 阪 市 東 区 備 後 町 2 丁目 35番 地

敷 地 面 積 1，258. 95 m
2  

建 築 面 積 871. 95 m
2  

延 床 面 積 7，214. 98 m
2  

基 準 階 面 積 744 .88 m
2  

建 ぺ い 率 71 %  

容 積 率 583 % ( 許容容積 600%)

精 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

階 数 地 下 1 階 地 上 8 階 塔 屋 3 階

商 さ 軒 高

標 準 G L より 28. 850 m 

最 高 軒 高

標 準 G L より 36. 550 m 

深 さ 基 礎 底 面

標 準 G L より 6. 060 m 

工 期 昭 和45年 8 月~昭和46年 8 月

設 計 施 工 K K 竹 中 工務 庖

仕 上 概 要

外 壁 北 、 西 面 耐 候 性 高 張 力 鋼 カ ー

テンウォ- ) レウェザーコート処理

束 、 南 面 コ ン ク リ ー ト 打 放 し

目 地 切 の 上 タ イ ル コ ー ト 吹 付

玄 関 前 舗 装 ア ス フ ア ル ト プ ロ ック 舗 装

荷 捌 場 庇 耐 候 性 高 張 力 鋼 カ ー テ ン ウ ォ

- ) レウェザーコート処理

内 部 仕 上

1 階 玄 関 ・ ロ ビ ー

床 カナダ産黒大理石ジェット仕上

中国木 カナダ産黒大理石ジェ ット仕上

鐙 モルタ J レコテ押え目地切の上

オ ー ル ク リ ー ト 仕 上

天 井 岩綿吸音板ベンキ吹イ寸

基 準 階 事 務 室

床 ビニー J レアスベストタイル貼

幅 木 モルタ ｊ レコテ押え ｖ ｐ ｾ 畳分け

壁 モ ル タ ル コ テ 押 え L E P

天 井 岩 綿 吸 音 板 貼

設 備 概 要

気 設 備

受 電 方 式 6，600 V  高 圧 地 中 引 込

変 圧 器 動 力 3 o  3  W 6，600/ 220V 

500K V AX 1碁 200K V AX 1基

l 世 3 W 6 ，600/ 210/ 105V 

150KVA X  1基

非 常 電 源 ( 蓄 電 池 ) 100V ・40AH

照 明 主 と し て 蛍 光 灯 使 用 事 務

室 埋 込 下 面 開 放 型 ・

放 送 ア ン プ 出 力 100W

自 動 火 災 報 知 受 信 機 P 型 1 級 30窓

給 排 水 術 生 ガ ス 消 火 設 備

給 水 引 込 径 50mm 受 水 槽 40m'

高 架 水 槽 10m'

下 水 1  F に て 下 水 本 管 に 放 流

ガ ス 引 込 径 80mm

消 火 屋 内 消 火 栓

空 気 綱 和 鮫 倒

冷 熱 源 熱 回 収 式 空 気 熱 源 ヒ ー ト ポ

ンプ( 再熱用温水加熱器付)

120RT x  2  

空間':1方 式 ベ リメ ー夕、フアンコイルユ

非 降 機 設 備

ニ ・γ 卜方式 ( 自 動 制i車線イ寸)

インテリヤ、各階笠宮島d75式

( 再熱器付)

乗 用 谷 量11人 乗 速 度 105 m/ mi nl 台

入 荷 用 容 量23人 乗 速 度45m/ mi n 2台
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瀧 定 大 阪 支l吉

元 治 元 年 ( 1864年 ) 創 業 の 古 い 歴 史 と 伝 統 を

もっ繊維専問卸 問 屋 と し て の 乏 鋭i と、今日か

ら 明 日 へ と 飛 躍 す る 企 業 イ メ ー ジ を 、 よ り 強

〈 建 築 的 に 表 現 し て み た い と 思 っ た 。 紫 材 の

選 択 に 当 っ て 、 こ の ポ リ シ ー を 十 分 表 現 し う

る 確 か な も の と し て 、 質 感 、 情 感 の そ な わ っ

た コ ー ル テ ン 鋼 を 選 ん だ 。 透 明 な 大 板 硝 子 の

クー J レ な 表 情 と コ ー ル テ ン 鋼 と の 対比 、そし

て 直 毅 簡 明 な 形 態 の 中 に 絡 捌 の 高 い 表 現 を 求

めた。 御 堂 筋 と 本 町 通 に 近 い 、 こ こ 備 後 町 周

辺は、交通渋滞と騒音、 排 気 ガ ス 等 の 公 害 に

見 舞 わ れ 、 都 市 環 境 の あ り 方 に 反 省 を う な が

される 。 このピノレでは、これらの公害に対し

少しでも良い環境を生み出したいと思った。

百十函の当初より建築主の理解のもとに、敷地

周 辺 部 に か な り の 空 地 を 得 る こ と が で き 、 建

て 込 ん だ 息 苦 し い ビ ジ ネ ス 街 に 、少 し で は あ

るが明かるさと緑をとりもどすことができた0

2 翻 設 備 と し て 、 従 来 の シ ス テ ム と は 異 な る

「空気熱源、回収式ヒートポン 7 J を採用し、

オ ー ル 電 化 の 冷 暖 房 設 備 と し た 。 設 備 ス ペ ー

スおよひ. ランニングコストは、このシステム

により経済的となり、重油による大気汚染、

冷 房 用 地 下 水 の く み 上 げ に よ る 地 盤 沈 下 な ど

に対し、まったく公害のないビルとなった。

出i工寛

空 気 関 和設 備

総 定 大 阪 支 l古 に お い て 、 特 に わ れ わ れ が 経 験

したヒ ー トポンプ技術の集大成として、また

今後の中形ピノレの定着した冷熱源システムと

し て 熱 回 収 式 空 気 熱 源 ヒ ー ト ポ ン プ を 開 発 し

た。 空欄型在備の特長は次の通りである。

(1)熱 回収 式 空 気 熱源 ヒートポンプであるので

冷 水 と 出 水 が 同 時 に え ら れ 、 経 済的 なグレー

ドの商いさE制 が可 能 である。

(2)金 也 力 で シ ス テ ム を 構 成 し て い る の で 局地

的には完全無公害である。

(3)タイムスケジューノレ運転と、ヒー トポンプの

採 用 に よ り 、 完 全 な / ー マ ン コ ン ト ロールに

成功した。

(4)ヒ ー ト ポ ン プ は ボ イ ラ 一 等 を 必 要 と せ ず 冷

凍 機 だ け で 冷 暖 房 を 行 な う の で 設 備 ス ペ ー ス

が 大 巾 に 縮 少 さ れ る 。 又 設備 費 も従来の方式

よりも 10 %安 く な り 、 運 転車置 はもちろんガス

より安い。

(5) ヒ ー ト ポ ン プ の デ ィ フ ロ ス ト 選 転 に は ホ ッ

トガスサイクルを使用し、 他 の ヒ ー ト ポ ン プ

に よ っ て 熱 の補 償 を 行 な う 水回路を考案した。

(6)西函のベリメータにはファンコイノレユニ y

トを用い、インテリヤ及北面はステップシス

テムＨ各階ｾ劉器方式 Ｉに よる再熱 制 御方式

を採用した。

(7)フ ァ ン コ イ ル 系 統 の 制 御 性 を よ く す る た め

外 気 温 度 に よ っ て 送 水 温 度 を自動的に変える

こ と が で き る 外 気補 償制御を行なった。

(8)水 回 路 に は密 閉型 膨 脹 タ ン ク を 採 用 し 、特

殊 な 気 水 分離 タ ンク を 使 用 し て 、 配 管中の空

気を完全に除去した。 井上良目11
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集 合 住 宅 と は 、今 や 人 と 人 と の 対 話 の み な ら ず 、 自 然 と い う 財 産 と の か

か わ り 合 い の 中 に あ る 。 人 IU l + 自然+ 思想+ 装置、つまり文明がなし得

るあらゆる事物の結集にほかならなも、。

30度 近 い 角 度 を 持 つ 西 斜 面 で か つ 南 北 に 長 い こ の 敷 地 は 広 々 と し た 枚 方

の回翻に面している 。 まずこの急勾酉己の敷地をいかに住宅に結びつける

か 、 そ し て 前 面 の 回 国 を こ の 建 物 の 外 部 環 境 と し て い か に 取 り 入 れ る か

から宮古ま った。

建 物 の 角 を 常 に 解 放 状 態 に 保 ち 、 外 部へ の拡 が り、光の導 入 を 容 易 に す

る こ と に よ り 、 住 居 部 分 に オ ー プ ン ス ペ ー ス の 体 験 を 扱 供 し た 。 従 っ て

構 造 体 は 必 然 的 に 十 字 型 架 綿 、 平 面 的 に は 四 γ 目型をとり 、ニ辺閤定のは

ね出しスラプ上に 3 D K の室内構成を 試 み 、 そ の一部にコア ー を内蔵す

る。 そ し て 住 人 の 連 帯 感 、 居 住 上 の プ ラ イ パ シ ー を 確 保 す る た め 、 ス キ

ヴプ フ ロ ア ー と し 平 雨 的 に は 階 段 を は さ ん で 半 ス パ ン前後させた.

なお子供達が走り廻り、若い主婦逮カ吋日寄り書告らうこ との できるプレ ー

ロ・ソトを提案できたことは我々に取って最大の喜びであ った。 ( U. I 本良介記)
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計 画 部 門

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評 選 衡 委 員 長 鳥 国 家 弘

選 衡 委 員 会 を 設 け て 、 設 計 、 構 造 、 設 備 、施 工 、 計 固 な ど の 分 野 の 青 年 技 術 者 に 登 場

ねがい 、選 衡 の 上、 掲 載 す る 形 式 を と っ て か ら 、 第 4 回目である。

今 回 は 、 こ れ ま で 少 な か っ た 施工 ・設 備 両 部 門 と も に 応 募 が 増 し 、選 衡 の 主 旨 か ら 見

て よ ろ こ ば し い こ と で あ っ た 。 そ の う ち 現 場 監 理 が一 件 あ っ た が 、 そ の 内 容 が 直 接 施

工 担 当 者 と 比 較し難〈 、残 念 な が ら 見 送 り と な っ た 。 総 数27件 の 部 門 別 応 募 者 数 と 入

選 者 数 は 下 表 の 通 り と な っ た 。 選 衡 委 員 の 短 評 に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 優 れ た 発 想、と可

能 性 を 示 さ れ ている。

ム
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一ヮ，

q
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1

4

計 画

2  

施 工

5  

2  

設 備

5  

3  

構 造

5  

3  

設 計
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4  

音E 門 別

応 募 者 数

人 選 者 数

以下 に 各 部 門 ごとの選衡委員の感想、を主主理して掲げる 。

1.  設 計 部 門 : 昨年に 比 し、応 募 数 が 減 っ た せ い か 、 全 体 の レ ベ ル も や や 低 い 。 しか

し 、 そ の う ち で も 、 入 選 の 4 点は、建築の思想、をもち、作品にその主張を具現しよう

と す る 努 力 の 跡 が 見 ら れ る 。 その点て¥ 他 の 6 点との差が認められたものである。

2. 構 造 部 門 : 今 回 は 、 全 体 と し て 構 造 技 術 者 の 広 い 視 野 に た っ た 建 築 へ の 洞 察 力 が

感 ぜ ら れ 、 選 衡 委 員 と し て 心 強 い も の が 感 ぜ ら れ た 。 小 菅 、 田 口 両 氏 は 構 造 設 計 者 の

創 造 力 開 発 の た め 計 算 の 省 力 化 と い う こ と に 重 点 を お か れ 、 そ の 努 力 に 対 し て は 敬 意

を表したい。 真塚 氏 は 、 耐 震 設 計 を 広 い 領 域 に わ た っ て 解 析 さ れ 、 高 層 建 築 の 構 造 設

計 法 の 正 し い 方 向 を示している。

3.  設 備 部 門 : 昨年に 比 べ て 広 募 者 が 多 か っ た の は 喜 ば し い。 けれど 、 は っ き り し た

テ ー ? の あ る 特 色 の あ る 個 性 的 な も の が 少 な い の は 遺 憾 で あ る 。 電 気 設 備 で 2 点 の 応

募 が あ っ た が 、 と り あ げ た も の は 、 コ ス ト ダ ウ ン と か 工 法 の 改 善 、 新 し い 材 料 に つ い

て の 創 意 が み ら れ た 。 空 調 関 係 で は 3 名 の 応 募 が あ っ た が、 2 点 入 選 と し た 。 建 築 の

規 模 が 大 型化 し て い る 現 在 、設 備 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 大 き な 問 題 で あ り 、 ま た 、 公

害 も 社 会 的 な問 題 と し て 取 り あ げ ら れ て い る 。 入 選 し た も の は 、 設 備 し た 諸 機 器 に 使

用 し た エ ネ ル ギ を 再 使 用 し 、 ラ ン ニ ン グ コ ス トが 少 し で も 少 な く す む よ う に し た 設 計

の 努 力 を 買 っ た 。 も う ひ と つ は 、 特 殊 の 設 備 と と り く ん だ 例 で あ る が 、 公 害 に 対 処 し

た 設 備 の 研 究 を な さ れ た と い う こ と で 、 設 備 技 術 者 と し て の 価 値 を 示 し た も の と 思 う 。

4 .  施 工 部 門 : 岩 田 君 の は 、 大 阪 で 初 め て の 地 下 28 . 20 m (最 深 部29 . OOm ) の掘 削 を

す る た め の 地 下 工 法 の 施 工 計 画 が 重 点 で あ る が 、 大 量 の 地 下 湧 水 、 そ の 他 の 悪 条 件 に

対 し 、 綿 密 な 検 討 に よ っ て 、 安 全 に し か も 短 工 期 に 成 功 し た 笑 績 は 十 分 に 評 価 さ れ て

よい。 高 島 君 の は 、 P C く い 柱 列 工 法 て ¥ そ れ 自 体 は 特 に 目 新 し い も の で は な い が 、

在 来 の 工 法 の 不 十 分 な 点 を よ く 研 究 さ れ て 、新 し い 試 み が 取 り 入 れ ら れ て い る 。 施 工

上 の問 題点はなお残っているとしても、将来への発展を期待したし、。

5. 計 画 部 門 : 計 画 は 、 構 想 、 計 画 、 設 計 と い う 3 つ の 段 階 に 分 け る こ と が で き る 。

ア イ デ ア が よ く て 構 想 の 段 階 で と ど ま る も の よ り も 実 施 に 結 び っ く 計 画 の 方 が 勝 れ て

い る 。 と く に 、 街 づ く り の一 環 と し て の 計 画 に は 、 社 会 的 、 経 済 的 な 複 雑 な ニ ー ド を

う ま く 消化 し 、 そ れ を 具 体化 す る 計 画 で な く て は な ら ぬ と 思 う 。その点から、 山 本 君

の ー 速 の 流 通 業 務 団 地 は 、 わ が 国 で の 新 し い 都 市 施 設 と し て 注 目 さ ・れるだろう。

今 回見 送 っ た 他 の 一 点 は 、 優 秀 だ が 、 年 も 若 く 、 来 年 の 再 応 募 を 望 み た い 。

33 



心 斉 橋 プ ラ ザ ビ ル

貸 事 務 室

• 
24 

所 在 地 大 阪 市 南 区 末 吉 備 通 1)

4 丁目 9 番

敷 地 面 積 1，099 掲 げ

建 築 面 積 924 . 01 m'  

延 床 面 積 11 ，613. 79 m'  

崎造規模 S R C造、地上12階、

地 下 3 階

工 期 昭 和46年 6 月

一昭和47年 12月

基準階平面図
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小 角 亨

生年月日 昭和 12年 7 月16日

最 終 学 歴 昭 和36年 3 月 京都工芸繊維

大学建築学科卒業

業 歴 昭 和36年 4 月

株式会社回避段計に入社

現 在 大 阪 事 務 所 計 図 主 任

作 品 略 歴 卒 業 設 計 コ ン ク ー ル 入 選

J止北ニュータウン E . FJ 也区

基本計画

日本万国博会場造成基本計画

商紀白浜空港ターミナルピル

広砧医術会館

有芳閣西館

新東京国際空港旅客ターミナ

J レピ J レ

心斉僑プラザピル( 現在建設中)

すいせんのことば 長谷部朔郎

柔軟な創造力をもってテー? と取

組み、細部までゆるがせにせず、

最後まで努力を重ねる人である.

今後いっそう溶かれ、意欲的な作

品を造り出していくことを期待し

ています.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 般 計 と は 、 谷 間 に わ た さ れ た 1 本 の ロ ー

プ を 渡 る こ と で す . そ こ に あ る の は 成 功 か 失 敗 だ け で あ り 、 そ の 中 聞 は あ り

ま せ ん 。 ふ つ う 私 た ち が 基 本 設 計 と 呼 よ 段 階 で、 い か に 立 地 条 件 を 銃 み 、 建

物 の 機 能 を ifl ね 合 わ せ な が ら 明 快 な 骨 組 み を 設 定 す る か 、 こ の 時 点 で の 判 断

こ そ 建 築 の 生 命 を 決 定 し ま す .

と こ ろ で 、 あ の N A S A計 図 で 示 さ れ た 伝 説 的 施 率69 (シ y ク ス ナ イ ン ) を

私 た ち の も の に す る た め に は 、 余 り に も 谷 間1は深〈、けわしく 、 そ ζ を吹き

ぬ け る 風 は 厳 し 〈 て 、 も は や ひ と り の 名 人 芸 で は い か ん と も な し が た い 状態

です。つまり、政骨|ーの常勝将111と な る た め に は 、 精 選 さ れ た 情 報 と 笠 宮 な 技

術資料をI -'f 殺 に し た 卓 抜 し た 思 想 と 強 い 判 断 力 を 持 つ 設 計 者 集 団 を 組 織 だ て

ることであり、このような集団のみ見事ロープを渡り切るニとができるのて円れ



日 本 生 命 広 島 第 2 ビル

所 在 地 広 品 市 八 丁 姻16- 11

敷地面積 1，647 .5m'  

建築面積 1，359. 3m'  

延床而械 14，089.29m'  

t膏進親娘 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進 地 l 階 地 上 9 階

E苔昆 3 階

工 期 昭 和43年11 月- 45年 7 月

竜 野 市 庁 舎 本 館 ( 増 築 )

F止を I也 兵 庫 県 竜 野 市 竜 野 町 富 永 字 回 井 屋 畑1005- 1  

敷地面積 28，611. 250m'  

市庁舎廷床而椴 5，797.812m'  

情巡規鍛 鉄筋コンクリート造 3 階建

工 期 昭 和46年 9 月- 47年 2 月

兵 庫 相 互 銀 行 姫 路 支 庖

rlT : ( f 地姫路市南町 9 番地

延床面積 813.  38m'  

精 進 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 3 階 建

工 期 昭 和43年 5 月ー 43年11 月

兵庫相互銀行姫路支庖

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

岸 政 司

4生 '1三 月 臼 " 目手口 13勾'!. 6 月 4 8

枇 栴企Y 腿 昭 和 37年 京 間 コ二世幽 柿 大 学

瞳 揖 ヨ二五築 学 科 卒 躍

・ｾ H!  

1昭 和37 年 株 式 合 社 菅 井 櫨 揖 世 肝4

現修戸斤I I l I : ft 十音民民力務移

日目手口 4 3-'1" ｬｉｬｉＺ賞十膏 ｾｉ 警民会毛 ｩＢ｜Ｚ Ｎｉｬ盤に成記官 ｅ

IJI. 者εに亙三る

櫨 輔 桂 盤

昭 和40年 間 内 封 軒 勘 骨 者 組 問 寧

昭 和41 年 大 阪 瓦 斯 側 北 小 松 湖 町 軍

時 雄相 互 劇行 革 主 唱 支F苫

昭 和叫 年 兵 雌 相 互 劇 行 岡 山 支 柑

昭 和4 2早 大 阪 瓦 斯 柑 枚 方 官 暗 所

" 自私J 4 3.q三 日 本 ベ イ ン ト 側 中 央 研 究 所

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 広 品

開 ニ ピ ル

昭 相判 年 日 本 ベ イ 〆 ト 糊 愛 知 工 場

兵 庫 相 互 雌 行 樽 川 支 庖

昭 和45年 兵 雌 相 互 拙 行 本 間

日目栴J 4 6 .iJ 三 笥ｾｴＧｴ ｩｬ 日苧管＿

すいせんのことば 佐野正ー

デリケートな造形セノスを持味と

している. われわれのぜ拝務所に多

い金融関係円建物 ｉｾ . とか〈生硬

な設計に主りがちだが、これに対

してつぎつぎに新生簡を開発した

能力を買いたい.

青 年 技 術 者の ニ と ぱ

辺、者が早朝から経理券を求めて

待 合 室 で 診 察 を 待 ち ま す

町医者は ｬｾＧＮ 者を待ちながら 診るのがこわい

私 も 建 築 を 造 る の が こ わ い

そ の 恐 怖 に 心 身 を 切 り き ざ ん で い ま す

しかし 建 築 の仕 事 は 私 の 必 様 で す

君主ーにで主い我

無の我て' 造れる自分がほしい
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この建物 は大田ふ証券業協会が研修を主日 (1'-) と しながら、ルJ . _敷地内にある . クラブハ ウス的な性絡を

イ?せ持 ワ絡J 1 として建てられたむ の で、 1!il附 同紙、池等が般地円高低を利用して、そ の まま艇の ーfflI

となる よ う内心配 し、めく・まれた環境に綱初させて 、内 外 受1111 ともやすらいだ雰閉会i を持たせることを

デザ インの I，t "" とし た。

Ｒｰ持 ｬ 叫 Ｑ 山 ｬ に 研修宅をまとめてとり、ロビ ー および食 Ｚ ｾｴｬｩ 1  ｾ皆、 Ｒ 階吹抜け ｆ 普段をとって ｩ 車紋し た ｾＱ Ｑｉ Ｑ

として 研 修てすr の干IIJfl 人M町大小 に対応できるようにした . H 皆はすべて宿泊設とし 、械 仁に は ー筋 梗

ｃＨ ｾ＠ ti を必けた。

大 阪 証 券 研 修 セ ン タ ー

建築場所吹田市千里山月ケ丘1075

設 計 施 工 保 式 会 社 大 林 組

t  .. 造規筏 RC造 3階建、t菩屋 1階

遮築前械 1  ，398m'  

延床而械 3，124m'  

ェ JtI 1  昭 和45年 3 月一 45年 9 月

大 阪 証 券 会 館 別 館

建築J晶所大阪市東区北浜 2 丁目 87番地

訟 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

tJj 立鋭悦 S R C造、地下 1階、地上 8階、

浴 ｾ Ｒ 階建

挫築而械 248. 08m'  

延床而fl'l 2，250. 55m'  

工 期 昭 和45年 5 月- 46年 5 月
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田中弘成

生年月日 昭 和12年 3 H 7 日

昭 和35年 3 月 以百1I エ 公 総 統 大 学 工 芸 学

部建築工 Ｓ主 ｾＢ￯Ｚ 科半業

昭和35年 4 月 株式会社大キM岨入社

置生計部勤務

作 品 大 阪 I { 斯 六 ql 山荘

吉 原 邸

大阪証券研修セ〆タ一

大阪証券会館別館

日1m火 災 海 1: 保 険 側 京 都 支 庖

すいせんのこ とは' 田中幸太郎

常に地味な努力を ili ねて立派主成

果をあげている . と〈にすばやい

判断と ｮ かな発 ｾｴ で下がたい作品

を創リ上げてゆくカは段況なも町

である. 将来の楽しみな青年伎術

者ーとして推せんする .

こ と( ; C 社 会 の 変 化 lこ11' なって要求される建築む多隊化、俊雄化

するとともに、そのスケールも大きくなるにつれて 、私遥組織の中

で仕事をする場合、各部門協力 して作業を進 めることが多くなる。

その中で、積極的に提案を行い、全体をリードし、総合して只ー体的

主形にまとめていくのが私達デザイ ナーの仕事であり、そのために

常に、すぐれた造形力、広い知識と視野をもった 判 断力等、総合的

な能力の向上につとめ、其に人n刊のための建築を作るよう努力して

いきたい。



ス タ ン レ ー 電 気 大 阪 支 庖

設 計 施 工 側 竹 中 工 務 庖

所 在 地 大 阪 市 東 淀 川 区 木 川 東 之 町 5 - 71  

精進規模 R C 造 、 地 上 6 階、塔屋 2 階

敷地而桜 931. 40m'  

建 築 面 械 386.90m'

延 面 積 2047. 60m'

建 蔽 率 41. 6%

用 途 地 域 単 工 業

軒 高 20m t苔屋高 25 m

工 期 昭 和45年 5 月- 45年12月

新 大 阪 駅 の 南 西 に 計 画 さ れ た こ の 建 物 は 、 山 陽 新 幹

線 が 開 通 す る と 、 南 側 300Mの位置主に真正面からな

がめられる。束怖I j は大阪と千里ニュータウンを結ぶ

地 下 鉄 1 号 線 と 新 御 堂 筋 が 延 び て い る 。 敷 地 周 辺 は

低 層 的 住 宅 、 工 場 が 密 集 し 、 ス カ イ ラ イ ンは平剖1に

近 い 状 態 で あ る .

近 く か ら の 視 角 よ り も 、 速 く か ら の 方 が 意 織 さ れ る

t ころである。

こ の 敷 地 は 道 路 と 雨 、 北 に お い て 接 し て い て 、 建 物

が 持 っ て い る 複 雑 な 機 能 上 町 動 線 を 処 理 す る 上 で の

良 い 条 件 と な っ て い る 。 事 務 所 、 配 送 セ ン タ 一 、 務

室 、 を 一 つ の 建 築 と し て 包 含 さ せ る こ と は 、 複 雑 な

動 線 を ど の よ う に 処 理 す る か が一 つ の ポ イ ン ト で あ

り 、 形 と し て 、 い か に 鼻 撃 さ せ る か が も う 一 つ の ポ

イ ン ト で あ る 。 縦 の動 線 を 一 方 に ま と め て 、 横 の 広

が り と バ ラ ン ス す る よ う に 股 定 し 、 最 終 の 形 に た ど

り つ く ま で そ の 条 件 に 影 響 さ れ る 。 集 中 的 に 利 用 す

る 配 送 セ ン タ ー と 平 均 的 利 用 の 事 務 室 動 総 を そ れ ぞ

れ 南 か ら と 北 か ら 取 り 、 1 階 平 面 て 吻J 総 を 明 確 に 分

離 さ せ た 。

望号室は日開条件の良い最上階とし、寮室階と ｬ ｬ ｾ 務所

階 的 問 に 3 層 的 倉 庫 を 挑 み 、 時 間 外 的 個 人 生 活 意 識

を 高 め る よ う 計 画 し た 。 建 築 ス ペ ー ス に 関 し て は イ

ン サ イ ド で 満 た さ れ た 形 が そ の ま ま y ェ J レターとな

る よ う に し 、 ま た 、 将 来 周 辺 に 計 画 さ れ る も の に 移

行 す る 要 素 と な る よ う に 、 y ン ポ ラ イ ズ さ れ た 形 と

な る 必 要 が あ る 。 と く に こ の 建 築 は 枇 初 か ら 第 屋 広

告 浴 を 持 つ 建 築 と し て 希 望 さ れ 、 広 告 と 建 物 が 互 い

に 途 和 感 を 生 じ な い よ う に 計 閲 さ れ た 。 機 能 を 満 た

す だ け が す べ て で な く 、 そ れ か ら 進 ん だ も の 、 芳 、 織

的 な も の を 必 要 と し 、 さ ら に 、 社 会 的 条 件 を 満 た す

も の で な け れ ば な ら な い 。 建 築 前 面 的 庭 園 は 働 〈 人

の 新 し い 事 務 所 ス ペ ー ス に 含 ま れ た も の と し て 空 間

設 定 に 欠 か せ な い 姿 紫 と な っ て い る 。

マ事務所入口

φ  

企配 送センタ ー入口

1階
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狩 里 子 忠 正

生 年 月 日 昭 和 13年 3 月 2 日

最終学腹 神戸大学工学部

建築学科卒業

仲，H，略眠

昭何"' " 仲 間 " " ) 1 ;'- タ ル ホ テ ル

・0均三 嶋 問 セ J トラ ル ピル

独身ヨ健 司氏 同 住 宅 同 町 肘

“ 年 沼 野 現 副 議三 島 工 崎 町 別 に あ た

勺 て 板 倉 檎三 岨 筏 研 究 所 と 焔 醐

42年 呉 服 拘 問 ピ ル . . ，十にあ 1.:. .， て 三

使地所と ｉｾ 圃

" 勾 ) 夜 惇 柿 紋 貿 ナ イ ロ ν ヱ 崎 市 務所

情 大 匝 ヨ ク ザ イ ホ テ ル

・ Ｔ Ｎｱｾ ] j" r・" . ， タリ> 1 " - ' ピリ 現t ， ポ

ル ト す ル パ ピ " す ，' - " ヵ. . ，十

m.. 榊 暗 ビ ュ ー ，. 嚇エ' 1 > 本社'1'

傍ド斤

Ｂ勾Ｂーもす ｾ Ｎγ パ ズ プ ラ ザ

ス タ ン ν ー電 気 大 臣 支 問

〆 タ ポ 匝 急 《工 市 中 》

京世ｾＮ ツ パズプラザｻ工事中 ｽ

刊 早 伏見土地柏原肘圃 〈 ヨ ニ ｾ ｉＨＮＧｉＧ )  

日 曜 劇 前 付 圃 〈曲 川 中 )

住 ノ il! ' 十圃 { 世 肘 中 }

・5勾三 シ " ，..， ピ J グ セ r ター"，1十円た

向 ア " II ｾ Ｎ 吻ナダ ｭ シｉＡｉｉＧＢ，ピ

ン グ セ ' 7 弘 明

品 均三 也 績 予 金 崎 文

「臼 本 '¥'l ｾ ， ッピ ｹ グモー ルの

陪 盟 に 叫 す る 研 究」

ι It ' " 鰍 書 拠 金 Y !I .'/ ピ 〆 グ セ ン タ - Iff

究会リ ー ダー

岨 寝 泊 倉 小 倉 士 会 全 日

すいせんのニとは' 徳間昌克

彼は有能なPLANNER であり、か

っCOORDI NAT ORである。建築

が完成するまで多〈何人々と 的協力、

折衝は不可巡のものであるが、彼

のオ能と情熱に加え、その信頼さ

れる人と音 。) は、建築創造にたず

さわるむのとして充分な資絡を有

している 。

青 年 技 術 者のこと ば 建 築 に 対 し て 要 求 さ れ る も の が 複 雑 に な

り 、 ま す ま す 不 確 定 要 素 を 多 〈 含 ん で き た 。 建 築 に 対 す る 考 え 方 が

変 り つ つ あ る よ う に 恩 わ れ る 。 今 ま で の 方 法 論 で は う ま く い か な い。

建 築 か ら 他 的 事 象 を 設 定 し て い た の が 、 反 対 に ト ー タ ル な も の か ら

建築を思考ーするように視点が変わ っ て き た。 建 築 以 外 的 ジャ ン ル か

ら の 参 函 、 他 的 分 野 か ら の ア プ ロ ー チ が と く に 111要 で あ る 。 さらに、

音 楽 と 建 築 、 言宮苦 と 建 築 、 自 然 と 建 築 、 社 会 と 建 築 、 建 築 を 社 会 意

撒 的 に 捉 え る こ と も 大 切 で あ る 。 将 来 の 予 測 し 難 い 情 況 に 対 応 す る

ス ペ ー ス の 追 求 を し 、 多 目 的 で 流 動 的 な ス ペ ー ス を 組 み 入 れ る 必 要

がある 。 建 築 が 固 定 的 な も の か ら 生 態 的 な も の へ と 変 化 し て い き つ

つ あ る 。 生態学的思考をもとにして、建築を時間の函数| 品l係の中で、

ど の よ う に 鼻 撃 さ せ る か が今 後 的 課 題 で あ る 。

3 7  



新 R C . S R C設 計 プ ロ グ ラ ム の 一 例

-・・・ '，.. . .Ul ・0"' ' ' ' ・・・・ P. ，・f.. 1  . ' U6 0 P l  

・・・・・ ＮＮＮＮ Ｐ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＰＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｐ ＮＮＮＮ ・ ｈ ・ ＫＰＧ｟｟ ・・ ＮＮＮＮｶＮＮＮ ・・ＮＱｉｉ ＮＮ Ｐ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＰＮ ｟ ｾ ｟ ・哩

一 回

ＢＧＰＱＰ ・ ｃｈＱｾ ｍｴ ｏｒｉ BYOIN ZO( 附 I KU " 0  • .11 ，.‘"・v ε H I

・・・・・ ・・・・0・・・・. . . " 0 ' . '  ....・・ 0 ・・・・・・・・・0・・・・・・・・・0・・" . . . . . .  0. . . . .  . . . . 0・・・・・・・ ・・0

. . .010・ I 1 1 1 ζ .  . . ・・ 50 100 1. 1 0，1  _ 0 ' " 1 

AOl l O P  1  " 60 c1・o 24  SA24 16 Ａｏ ｏＩｾ＠ 1・1・ " 日 .. ・o 2'  6 0 日目。，. 岨 山!

叫は‘ P  I  ) 40 ( 180 2.. S A H  ＱＶ 印 Ｓｾ l o 16 6 0  6 0  10 ・5 U  250 J Ol 川崎 ｾＡ＠
同12' .， ) ) 0  c l ・. 2' 掛H 刊 日 封 印 同 凶 回 目寸d - - - - 15 6S  J 山h < 白l

" ' 01) 2 ・) ) 0 Cl ・o l 4 SAZ4 19 : ; 0) 5 19 19 10 刊 刊 刊 日 帥 J UUTAl C叫

d同U O S ) U  c l ・. ，‘ S回‘ a・SOl S 11 22 1!1 15 ‘。 1S U  ) ! n . 川崎U齢4 ε HI  

. . ，‘ 。‘ l U Cl ・. ，‘ S. ' ‘ I I  $ 0) 5 2l 2 l  1105 ・o 15 ＲＱＰ ＮＱ Ｑ 拘 ωｳ ・ Ｔζｾｉ
同H ・ 1 115 C U O  24 甜 2" Zl 却) ! T 2: 2  22  日 刊 日. ， .11刷 酬 刷 !

. 01' " 2: )1。 日10 H 詞 2* 2l 同35 zs 25 叫 刊 日 120 " " " ，' u. 刷g

M 凶 2 I  U 。 臼同 H 抽 Z . 2 S 由l 5 H 2 5 ｉ 帥 ｕ ｾ Ｎ - 一一ー U - u o J山TAX CHl  

A OU6  e  I  . 00 Cl l O 2・..，‘ zs 50) 5 2 s  25 5・ a・o ｊｉＢωＢ ・ ιｾｉ
. 0160 f  日目 H 回 3S 29 29 51 ｬｾ＠ J I 刷 割 削 1

・・・・ ・・・・0・・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・0・・・・ 111 ••• . 0_  •• • •• 111 ・・0 ・・・・ 111 . . .  " 0  ••••• . . . . 0・・・・・・・ ・・0

・・・・・ ・・・・0・ ・・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・0・・・・・ ・・・・o. •••• •••• 0. . .  ....・・ 0・・・・・・・ ・・0

制。。同制目。，. 。 一 一一 一 一 一 ー ー 一 一 一一 - a←-
110205 ) 0 ) ) 0 210" LSO - -

1l 0 Zl 0  15 ・o 210 ・s ε H I

80215 I・・o ，z I O 2) 5 ' " 1 

. 0220 ｚｏ ・ ｩｾｩｬｩ ｾ＠
80Zl S  220 U。 制 』

同日。 目。" 。 一一一ーーー 一一一 一 一 一ー一一一一一一 ー一一一一一一一一一一一一一一一認由一一一一
官旧日 ー ＱＱｾ Ｍ 凶 ｧ 一 一 一

・. ，・. 1・o )10 ζ . ， 

・024' 1"' 0 . 刊 曲F

・ol!l O ，. 0  ， .... 。 制1

&o2 n  250 ‘。i W 

・02! L ｟ ＮＱＮＡｾ＠ Ｉｾｾ制』
. . . . . . . ・・0・ ・晶画.- .. .. -守 凶 h ・. - . . . ・伯・・・6函 ..O. 可・1. -. . . . 司f... ・. - ..・ .- fj . i . ・s両面。" ・・・“ 一 -"Icf一一ーー

。. . . . . . .  . . 0.  •••• •••• 0. . .  •••• . . 0・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・0・・・・・・・・・ 0・・・・. . . ..。

- 凡!.H I剛制担ι L同町」眠時岨 1 ， YUK' " :  ＰＢ 酬 ε 恥帽Ｎ・個以ｾｾ弘 ＮＮ｢ＭＭＭ
U 体ii.: -=." ＮＮＺＭｾＮ ｾ ＭＮＺＮＮＮ｟Ｚ ｟ＮＮＮｾ Ｍ ｨￄｍ ｦＮＢ ＢＺＺＮＮ ｾ Ｍ -'- 'ST州 剛山ε ー-..i.. -. 軒高ケーー- g AH ー予ぼ凶E

( 0) 05 "- . OO.U P  Z  ζ 0・・，.

印 "0 凡' " 械.

C O) U f 肉A拠ε1 <  

ε。32. ・・ .  
ζ 0・h SPA剣3 ・0 0 HAlt l .  1  

ζ 0) ) 0 ・.
ζ。U ，FAA附εI • 

SP' 拠 F AAME 1.0 - -， 

'"' 
ζ 凶B

ζ HI  

<HI  

<"， 
C例2

ζ 例』

..。
・・・・ HARI  •••• 

a  

a  

S  

1  

2  

•••• HAAI  •••• ....附. . MI •••• ....例ARI •••• 

- 札州酬A釦 I AA . 刷町・民団，. ，・" ぷ. . . ;  0' "剛E. N- HO. ，印刷 ｐ Ｍｈ ｕｾ i  

もl NE. - F RAME SPAN FRAME SPAH ，RA拘E

( 0" 0'  FUI OA I  P  1  C。側T.

‘ :。‘ ，. Fι 。0'"

0

1

a

 

e

M
円

肘

』

C

ε

E

 

"

 

信

関

"

 

“

同

B

R

 

州

-・0

....・1AAI •••• -・・・ HARI  •••• •••• HAAI  •••• . . . .  Jot AAl  •••• 

ー. . . . . -ーーーーーτ 百正三百官白0・6・・・・・. . 0_. ・...・.......τ 百. i i .. 万百「百苔百官官lf. -.... 、. . . 布石すす百' - - - -i，・6 一一一

ζ. - . ζ時五:Tr 1 -C1 10  ， In. k  r  S縛2‘

. : ! ! . L_一一一二E主主
ー側 I I -，唱"

一 一 一 一 一 一

一 一
“ ‘  ‘  ，. ・・ ，. ・・ 1。

. ‘  
o  ••••• ・・ 10 ‘  ，. 

ｾ＠ ｾ＠ N  M T。

'一ー一一一- ，...mo-一一一可町田 明 S 四 ー可i l Ol r - - - UJ田

-健"
- R22 - 1 ( 201 

‘  ‘  
-ーι . . . . .  •• 

'. 
a. ，. 

‘・
，. 

，. ，. ，. 

9. ) 0ω 9・ ， . . 唖. J OO

-視" .“" 
曲 Kl l

“  
‘  

.  
ーー- 11. . . ・・ ‘  

，。

‘  

，。

‘  

，.  

，. ，. ，.  

9. ) 0。 甲" 0 0
唖. J OO

-鴨"
- 1同" .“ 12 

.  

.. ••••• .:-“- 70 ｾ 一一一 向 一一一 τ ー ‘- ，.  

- M22 

a. ‘  

a・ ， . ・ 刊

，. 1。
ゼ..。ω 9 . 10。

. H0I 2  - . 22 

“  ‘ 70 4  1。

10 10 

w・' 00 ・・' D。

-，唱" ・・' "

‘ .  ‘ -") 。 ‘ ， 。

10 10 

・Y O.-- 守石百. - ー一一 - ー τ ーーーーー

H' ‘肉 1 ， ... ‘" 混・"'"氏。 H' ‘ '‘，.・ι 1ST

一一一一一一一一一ーーー 「印抗出. rrrarすT 町m 回す一一一一一ー一一一

1  ••••••••• ' 10. . . . . . . . . . .  l  ......... . . 0. . . . . . . . . . .  ) . ・・・・・・. . ・。0.......... ・ ‘  ・・・.. . . . . ｾＱＰＮ＠ ......・・・・ '  

…一…………一一…
‘，.，。 ‘ s・.。 ‘，..。 ‘ｾＮＮＮ。 ‘'・・0 ‘ 2・.。 ‘，.，。 ‘ 6・・0 ・診・・0 ‘ 2・・1.1 . ' . ' 0 ‘，.，。

・-025' 2-0日 炉。ｾ Ｍ ｾ珪 ｌ ー とＡ＾ ＮＡ Ｇ Ｍ Ｍ ｾ ＭＰ ＱＵ 5_ 025 2・回， ，_叫5 ・吋 Ｒｾ 2_ 0l 5  ・...."

ｾ ｾ Ｎ ［τ Ｍ［Ｍ ＢＢｔｲ Ｂ＠ . .  両五百百百百. . . . . . . . -.菅ー........・s ・......・a ・.. .. ..・s ・.. . . . . . . . “i ' i i "i ' i ' i . . . . 古. . . . . . . . . . ・M ・S ・.. 

5・U2S l ・. ，. ‘ - 02!1 )，・U2) l ・Ul S ;)・D25 1・D2!I ｬ ・ ＰＲｾ ) ・. " ‘ ・ω2) 2- I) H  ) ・. "

9・'l OO 9' ;・. . .・! l OO ・・200 9. . ) 00 9. 200 ・・' 00 ・・1・.. ・・，. . ・・，ou ・・s ω0 ・・，.。

R

 

u

w

H

一
H

H

曲

刊

噌

一

H

4

抑

制

山

一

一
一

山

一

m

H

ト

h

b

帽

川

一

向

山

山

一

町

叫

J
E

H

4

創

刊

4

一
H

4

削

川

一
円

高

同

州

両
。

.

川

M

↑…

M

山

叫

4

H

4

叫

す・

。

目

一
回

目

帥

H

L
F

-
H

↑

悼

問

一
円

品

目

岡

山

叩

品

叩

m

.

h

 

-

一‘

一 連 の 構 造 設 計 プ ロ グ ラ

ム 開 発

11 I 子計鋭機を ljl に 下 計 算 の 代 用 と し か 考 え な い プ ロ

グ ラ ム で は 、 多 〈 同構 造 設 計 者 を 満 足 さ せ ら れ な L 、。

Dat a を 正 磁 に 多 設 に N くことの矧しさ 、プ ロ グ ラ ム

の 税 総 と 内 容 の 貧 し さ か ら 〈 る 諸 々 の 制 約 、 多 量 に

印刷される ｄ ｡ ｴ ｡ 町制ｾと追加修正計算等々、こうい

っ た こ と か ら 設 計 者 を 解 放し、 fiYI i丘計画に専念して

もらおうとの芯: 図は、手L の{ 乍ったプログラムすべて

に 流 れ て い る 思 想 で あ る . そ れ で 、 私 的 考 え る Input

ｄ ｡ ｴ ｡ は［ｗ Ｇｩ ｾ 考えられているレベルとは異なり、プロ

グラムはすべて Data Gener ater ともいうべき R out i ne

を持っておリ、少な L 、I nput よ り 大 量 のData が 内 部 で

発 生 す る。 そ し て 印刷 さ れ る 結来 は 設 計 図 に 代 り仰

る ニ と さ え あ る 。

鉄 骨 山 形 ト ラ ス 設 計 積 算 プ ロ グ ラ ム

数 m か ら 枇 大 ス パ ン 4 0 m位 ま で の 建 物 を 対 象 に 、 保

準 型 的 山 形 ト ラ ス 8 樋宵i を用意し、勾自己. スパン、

桁 ス パ ン 等 を 任 意 に 指 示 さ せ . 設 計 積 算 ま でー J' fし

て 行 な う プ ロ グ ラ ム で あ る 。主材だけでな〈、リベ・γ

ト ま で 設 計 す る の で 、 山 形 鋼 の ゲ ー ジ 寸 法 よ り 、 線

材は、J- 法切リのできる精度で材長が計幻ーされ、手; N -

$ ) : のおよばない精度で概算が行なわれる 。

鉄 骨 連 棟 ラ ー メ ン 段 針 プ ロ グ ラ ム

主 と し て H I仰向による工場を対象にして、 山 盟、 門

型、片流れさ干の例々のラーメンの形状を与えると、

プ ロ グ ラ ム 内 部 で 一 個 の 迎 棟 併 造 物 と し て 捉 え 、 応

力3十$) : はDi rec t S t i Hnes s  Matri x 法を用い、断而仮

定から修正まですべて処理主する。クレーン時的応力

組 合 せ ら 行 な い 、 断 而 計 算 ま で す る 。

新 R C . 5 R Ct量計プログラム

' l s 築物J は 人I i JI に は 主 と し て 「 平 面 形J として捉

えられて J; 1)  ， 計 画 → 設 計 → 施 工 という流れでは、

例 i主計$ ) : でのみ「立問化 」 と し て 処 四 さ れ る 。 こ の

プ ロ グ ラ ム は 単 な る 例i立J十幻ーだけに終らせないため

に 、 ニ の li i H 去を含めた、平田→立面、立而→ 平 而 の

変 換 作 業 を も 引 受 け て い る 。 す な わ ち 、 計 阿 段 階 で

発生する平ｩｔｲｩ ｬｦｾ の ｄ ｡ ｴ ｡ を ｉｮｰｵｴ し、準備計約＼Ｗ＾ Ｑ 岳す

而Ｉｦｾに組立てラーメン計算を行ない、各階ごとに断面

計$ ) の後、図前I化 さ れ た Data を平首i J f 3て' Out put する .

鉄 筋 強 度 コ ン ク リ ー ト の 比 重 、 強 度 は 任 意 向 組 合 せ

で 、 各 階 ご と に 自 由 に 指 示 で き る .

高 層 ビ ル 耐 震 股 計 プ ロ グ ラ ム

と く に 両 府 池 物 を 対 敏 と し た 由w主設計プログラムで

建 物 全 体 的 応 力 解 析 、 固 有 値 解 析 、 I也渓応答解析を

- 1t し て 処 理 し 、 必 裂 に 応 じ て 任 意 向 例 所 で 計n を

始 動 、 停 止 で き る よ う に 配tM. してある 。 ま た 基 地 法

( 改 訂 裟 ) に J左 づ い た 設 計 せ ん 断 力 の 内 部 発 生 に よ

リ、応力解 析 を 行 な う こ と が で き る な ど 、 現 在可 能

な範閣で設計す? に多くの判断資料 を 提供し得る。
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小 菅 与 三 -

t主-' l' -月 8 1111手口 8 .i f三8 JJ 13  B  

Ｂ ｈ 軒学 ｈｾ 大阪. k?- 柵線工学科〈強鑓

コース ) 卒業

業 務 麗 昭 和31年

附 石 本 総 銀 郁 務 所 入 社

岡国税)34 -'1三

株 式 会 祉 大 林 組 入 社

本 1苫雄事高卒郁股百十冊目勤務

日 本 生 命 保 険 制 五 会 社 取 fi li

fjlj' j立量生円十m白 山 形 繍 楢 ト

ラス股，11 楠算プログラム 1制

発 速 機 ラ ー メ ン 股ft l プロ

グラム II;' J発 RC . S RC IIlt 

mプ ロ グ ラ ム 開 発 同 期 ピ

ル劇冨重量生iHプログラム側発

すいせんのニ とぱ 樋口 元一

今や建築情造的進腿にコンビュー

ターは不可欠の子段である. そ町

ソフトウェアの開発はきわめて J也

味でしか { ，V' ら的きを袈求される

仕4>であり、これがそのまま殴貯

の成果につながる. この分野にお

いて小菅者は件徹也、人材であり、

その窓欲的な努力には感III! させら

れる.
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青 年 技 術 者 の こ と ば : 1tt 子 計 算 機 的 機 械 語 の 講 習 を 受 け た の が

約 10年 前 で 、 や っ と 5 01id  - 5 tatei ヒ さ れ た ば か り で 、 現 在 的 カ ラ ー

テ レ ビ と 向 憾 な 状 態 で あ っ た . そ の 頃 珍 し く 、 非 能 率 的 で あ っ たF O

R T R AN  {， [] 、W となり、 C ompi ler  b進 砂 し 、 非 常 に 容 易 に プ ロ グ ラ

ム が 作 れ る 時 代 と な り . 主 J 己憶装置も 1 桁 L 大 き い ら め が 佐 用 で き

る環境となった。

し か し 、 こ の 10年を似返ってみても、 T立 子 計 算 機 に 対 す る 恐 れ も 、

自在きもなく、反而i illt .l lーの懐 紙 さ、 l狙 雌 さ が わ か る と 同 時 に 、 ニ れ を

簡 単 に や っ て い く 人 III J肉体大さがJ ' ll解 で き た . プ ロ グ ラ ム f じするむ

づ か L き が 、 ち ょ う ど 鋭 の ご と く 、 設 計 の 姿 を 反 映 し て い る の 宕 あ

る。 応 力 3十針ーなどは以前は設計の主作業ーであったのが、 J) l . 殺では 1十

n 機 が 府 代 り を し 、 そ の 余 った 時 1111 を 他 的 作 業 に 当 て 、 よ り 充 実 し

た 設 計 に す る 努 力 を し て い る o ｾｬｌ子計算機と、その利用技術的進歩

が、設計を単なる設 ＮＱｾ にとどめず、それに何かを加味する健会を与

えてく れ て い る。 草L は f正目、その伊I か を き が し て い る .



三菱重工喋神戸造船所

船工部組主工場
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i U>!. ;血烈カラー鉄板26 事長I さ

波町 ｪ カラー欽 ｉ ｴｾＲｾ 会貼Ｇ ｽ
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外 A現

ディテールシート方式によ

る構造図の作成とその試み

われわれ締造技術者は、現在では単なる計算屋ではな 〈、

各秘的要求に段通で健全な綿iii 体を、より経済的に創るべ

きであるが、そのためには、コンビューターの利点を十分

生かして、 情i主計画 に卜分の時 1111 をかけ、僅々の構造計画

的比較検討を行ない、そ町ヲえ設計期 UIJ の短縮を計ろうと

すると、どうしてむ作図上で規絡化、省力化的問題と取組

まねばならない.

その υ とつの方法として考えられるのがディテールンート

方式による構造図お よび簡単 な工場町各部詳細図である。

ア

ーム

斗ーヲ
6. 00 芸海

一一

一

手計算による概算と構造計画

，- - 1't プログラムによる機械計算

|  ウトプ ット i  

L → l 伏図兼用断面表的作成 卜→各部配筋 ディテールシート使用

インプ y ト

|鉄 骨 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー 凶 ト 「

l  目手計算による概算 と構造計画

，- - 1't プログラムによる機械計算

| ア ウ トプット

」→ |伏図兼用断面衰の作成 }下各部配筋 ディテールシート使用

L 鉄骨機準詳細ディテールンート使用

インプァト

インプ y ト

|伏図軸組断面表的作成 l

鉄骨際準デhテー J レy ート使用

配置 図お よび平面 図
一ー一ーー一- ，

当社で1; 1 . 、工場内設計は 精進技術者向分野であるので、 簡

単な工場内意匠図は意匠一般図をディテール y ートの符号

図として、外装ディテールシートおよび部品ディテールシ

ー ト ( 図 ー 1はその一例を示す ) を1VHL 、規格化、省力

化に努力 L ている が、対現場と何|問題占 が峨 々残されてい

て、その使用法とともに今後の謀組である .

屋 根 平 面 図

マ 般 の 大 相 化 に と も な い 訓 自 技 術 の 進 歩 も さ る こ と な カ 叫 、

g  ..cWIの刺繍と L ・う要求からできる I反 り の 大 恒 船 絞 を 工 場 生 産

j  し 、 大 別 ジ グ ク レ ー ン で 修 動 さ せ る た め に 移 動 屋恨 が聖書ポき

守70m れ た 。 胤1. J : による自走 pJj J l : ; 技術および1対仕降に苦心した a

13，00 脱線内定行および制御はポル定ｾＢｪクレーンに特殊な細ユこをし

てす子った。移動ffi 宇'NはI也 l二単且立し 、( 1. 1: . 村 も取付 けた 後、 45

t ジプクレーンで釣上 げた。

1. 80] _ 

3.90 i  

Ir  

断面図

4 図 ー l
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感 想 と 抱 負 : コ ン ビ ュ ー タ 一 利 用 に よ る 、 短 期 間 で の 榊i主主体的

経 済 位 、 地 工 性 を J 号I直した最適な栂泣日十岡町徹底的追求と、機造設

計 業 務 に お け る 技 術 的 均 質 化 と 則 IHJの 短 縮化を考慮したディテーノレ

シ ー ト 方 式 に よ る 榊i E図的作成のJ : 日発に努力し、また、 機 i立主体的

プ レ ハ プ化 等、施工に自給した設計部門的特長を生かしていきたい。
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すいせんのことは' 窪 国 訪

回口君は情iE グループのリーダー

として常に新鮮な発想のむとに22

討 を行なっている. 業績の示すよ

うに工場建築的経験も深いが、現

在栴泣設計的規格化 と省力化 的問

題に取組み、その経験を生かして、

部g日: ディテール y ートの組合わせ

方式による設計図的表現法の完成

に努力し実効を上げている。将米

ともその活縦が期待される.
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ｾＮ，＠ jJ162 ， 751 1m 

兵 庫 駅 前 市 街 地 住 宅

構 造 設 計

生II 築士晶所

建 築 主

総 工 者

m 進

兵1，1(県神 戸市兵@ 区羽坂通 3 丁 目 4

日本住宅公団

1llU: .¥illa主体式会社

地 階 Ｍ Ｓ 附駐車場、 Ｂ ｉ ｩｾｾｩ . その他

4 陥 - 20附{ f . ' ; S

柵造的別 I也 l務 鉄筋コンクりー卜榊治

1 階以上 鉄什鉄筋コンクリート 榊 ia

4央」、 H 本 州 J::，にJ也以イ!i に の っ て い る よ う な も の で 、

l則 点 関 西 町 地 域 に か か わ ら ず 、 い つ 大地 44に 後 わ れ

る か わ か 句 な い 。 防 災 と い う 観 点 か ら み る と 、面f記4

ｩｬｬ 築物はそのほんの ＭｾＧ￬ ｬｾ で 、 ｉｉｽｪ 火、ｩｬｬｩＡ飾、放 ￐Ｉｊ 、 村 ｦ

輔i 活 i[ r ) j 寺町総合 (I'J な| 防災を与える必裂があ り 、 被・5

を ｊ｢ｈ 、ｼ民にくい止める副 ｦＧ 先は、面 Ｎｉ ｪ，Ａ占 村 ｾＮｩＱ￭物内 研究 よ

リ L ft: I，を裂するむのであろう.

LIO家 的宿u ! する兵J O I ¥駅前に防災拠点となりうるよう、

広 場 と 椛 造 物 を 設 計 ー す る の が 狙 い の 一 つ で あ っ た .

， ｨｙ ｪＮｊＱｩＺ ［ ｾ Ｑ ・ ｪｬｬｬｪ の特色 ｬ 立、 ｩ 凶 ｴ［ｴ 共同ｻ上ＧＧￋとして々える ｆＧ 境

u，t を面.1μ 慢とする手法と、桁行) J i "1の W. 1J Gi rder  

形式を取止めたことである. 前者向J ] l l幻は 1 - 31格

的泊 ｩ 刷物の，［骨 ｉ 叫が ｚ 百〈、また機能上、上 Ｑ ｍ 町耐， ｴｾｾ ｬｬ ｬＡ

に 礼 子トう "，! j - f > : がそれらの|滑 に と れ ず 、 そ の た め 附11性

が 不i盛和t と な り 、 重 裂 な 下 附 町村 に 大 き な 力 を -与 え

雄 物 の 倒 壊 を 招 〈 恐 れ が あ る た め で あ る 。 後者 の 理

山 は 十 勝 i'I'J 也 以 以 米 問 題 に さ れ て い る 位 向 y ェ ア ー

スパン比と性的梁の接合在日の (M心 に よ る 振 れ を A 号! 直

し た た め で あ る .

応答解析には、主ｊｬ設地盤的 Ｇｩ［ｾＧ u寺 微 動 お よ び S 波 の 測

定 よ り I也l併の手'R々 の 特 性 が 俄 認 さ れ た が 、 ど の 特 性

が 大 地 以 時 に 卓 越 す る か わ か ら な い の で 、 こ の 雄 物

に ｾ ，，Ｚ ｉｬＮ｜ の ｊ 也￲Ｎ Ａｩ披を求めて ｃ ｨ ･｣ｫ する ＩＧｪ 針とした。

他 物 と I也量産との J 生成|見l係は不明( / i 企であるが、地中 j畠

ii 文j成年以11* を 期 待 し て 、 低IO処 物 とJ也下 宅 を 一 体 に

して大きくした。 S R C他 物的比: 答解析に品LJ じ力特

伎の。; ドfllli が 大 き な 嬰l刈 を 与 え る 。 コ ン ク リ ー ト の初

期w ぴ'，1同れを巧! & . した Tri Li near 型 を !ilU目 し た が 、

J'.ll，イ1: 、: 長大災験を行なってこの似定を俄辺、している。

Jι 艇 は ベ ノ ト 杭<t 1500に て 支 持 し て い て 、 さ さ ほ ど

1800 t の 杭 峨 荷 試 験 を 行 な い 、由.11J を雌. L g した.

竣 工f量的 ill 物 に は 強i」4J 十をぷtliムして、 地 中 深 〈 坦!a止

された ｊ 也 記 Ｔｊ 十 との 関係か ら他物の ｾｊｉｩＩ Ｉ を 研究する べ

く日 Ii 'hj じて い る。

ち な み に 本ill 物 の 躯 体 数 訟 は 下 記 の よ う で あ る .

コ ン ク リ ー ト 0. 65 m
3  

/ m 2  

鉄 筋 79. 2kg / m

2  

鉄 骨 76 .7kg /  m 2  

型 枠 3. 24 m 2/  m 2  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

40 

真 塚 達 夫

生 年n 日 1111初 13年 7 月 7 日

政 科 学 雌 昭 和36年 3 月 大阪大学工

学部情築工学科卒業

業服 昭和36年 4 月株式会社東畑挫築

'1>: 1' ) 5所入社 昭初判年 4 月設計部綿造

課 長 昭和46年 2 月ロス池袋、北米超

高層建築現場および鉄工所，制査

現在に至る

作品略雌 日土製鉄11: 畑製鉄所大形工

場 i7 i 士製鉄名占bl 製鉄所第 3 冷維工

場 大 阪 市 東 住 吉 消 備 工 場 東 京 都 石

神 J Ho' I! ' 叶工場 存 fiRサ イ ロ 万 博 国 際

Ｉｾ市場Ｑｩｬ ｉａ プレース 万博 ｌｾ 芥焼却

場 l/H.¥農 協 会 館 . r車川正l . l l . 中央病院

徳品新町地下駐車場 日本住宅公団千

里 竹 見 台 間M住宅、兵} J li駅前市街地住

宅等の構造設計

すいせんのニと( ; 1 : 東 姻 棟 三

点坂i主」とれのよいとニろは、フレ

キシブルな ｾｦ￭ 円働きであるＮ主ｉＡ築

カeこう多- t i 買f主をむつようになって

きては締造的役術を受: 持つ人々に

も、' 立入れ ) i に余裕と弾 ) J 性が主

いとこまる. それには、やはりた

えざる浬論的勉強と明純な以のは

た均きが必裂である. 通l 塚君もそ

町人である.

青 年 技 術者 の ニとぱ 主ｊｬ築を ＧｩｩｾＧ に ＢＱＧ￩ 紫砂を旨として ＩｪＧ ・えてい
ま 1-0 f，YH立ぷ ;11・1止、、ピカリ砂と光る tilJ 造 的 な ア イ デ ア よ りも前 に、

、、安全性 ｈ が第ーです。人 Ｑ ＱＱＱ 尊震 の第一歩は災Ｇ， ｉｾ から人命を守るこ

と で す . 社 会 か ら 処 築 物 の 安 全 性 を 委 ， 托 さ れ て い る 榊 造 技 術 者 向 使

命 を 充 分 自 党 し て 1i1J i 1 t 性を発律するのが望ましいと思っています。

他物的自 ｴ ｬＱＭｾ 性は、 ＩｊｉｉＧＮＡ［Ｇ 宇＿の ｊ 也ぷエネルギーが、どのように他物を破

峻 し て い 〈 か と い う 過 料 て ' 与 え ら れ る も の と 巧 ー え て い ま す . 決 し て

I也 以 力 を ど う 負 担 さ せ る か の 似 定 で 耐 己 主 性 は 与 え ら れ な い と 忠 い ま

す。. f 1. は II}j 災 と い う こ と を juj して 、 社会 に 対 し 少 し で も 氏 献 で き る

よ う 日 夜 努 力 す る つ も り で す 。



'.  

ホ テ ル ナ ゴ ヤ キ ャ ッ ス ル 新 築 工 事 に お け る 埋 込

白 熱 ダ ウ ン ラ イ ト 取 付 の 先 行 化

主 旨 超 高 層 建 築 時 代 を 迎 え 、 建 築 工 法 の プ レ ハ プ

化 が 盛 ん に 研 究 さ れ 、 工 奴 お よ び 工 事 賛 同 低 減化 が 追

究 さ れ て い る . そ こ で 建 築 工 程 に 合 理 性 を 求 め る 時 、

電 気 を 含 め て 設 備 工 事 の 先 行 が 問 題 と さ れ て い る 。

例 え ば 天 井 町 軽 量 下 地 に 先 行 し て 天 井 内 向 設 備 工 事

が 完 了 し 、 天 井 が 貼 ら れ る 以 前 に 照 明 器 具 取 付 が 完

了 す る こ と が 可 能 に な る と ホ 手 待 ち " がな〈 な り 、 比

較 的 コ ン ス タ ン ト な 作 業 員 が 維 持 で き る .

こ れ は 単 に 作 業 貝 の 人 貝 効 率 が 改 善 さ れ る の み で は

な く 、 作 業 員 の モ ラ ル の 維 持 に 役 立 ち 、 作 業 肉 質 を

高 度 に 保 つ こ と が で き る 。

実 施 計 画

近 年 、 東 京 霞 ヶ 関 ピ J レ、 世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル 等 で

照 明 器 具 の 取 イ 寸 先 行 が 採 用 さ れ て い る が、 当 現 場 の

よ う な ホ テ ル で は 主 体 照 明 と し て 白 熱 ダ ウ ン ラ イ ト

で あ る た め 、 先 付 け が 非 常 に 困 難 で あ る .

当 現 場 に お い て メ ー カ ー と 共 同 で 種 々 試 作 検 討 を 進

め た 結 果 、 プ レ ハ プ 工 法 に よ る ホ テ ル 客 室 、 廊 下 に

お い て 白 熱 埋 込 ダ ウ ン ラ イ ト の 先 付 け を 計 画 し た。

綾 当 数 量

4  - 10階 210灯

取 付 方 法 ( 図 面参 照 )

1  ) 床 面 に 器 具 の 盤 出 し を す る

2  ) 宏 弁 面 の レ ベ ル を 決 定 し 、 ア ウ ト レ y トボック

ス φ の 取 付 位 置 を 決 定 し 、 吊 ポ J レト φ に て 固

定する。

3  ) あ ら か じ め 加 工 さ れ た パ イ プ に て 配 管 φ およ

ぴ 入 線 を 行 な う

4  ) ポ ソ ク ス カ バ ー ⑤ を 取 付 け 結 線 を す る

5  ) 天 井 化 粧 貼 完 了 後 天 井 切 欠 を し 、 器 具 の 反 射 板

φ を 取 付 け る

利 点

1  ) 器 具口出 線 と 屋 内 配 線 の 処 理 が 完 全 で あ り 、 器

具 の 放 熱 に よ る 断 線 お よ び ネ ズ ミ 等 に よ る 煩 { 拐 を

防 ぐ

2  ) 切 欠 寸 法 お よ び 深 さ を 単 一 化 す れ ば 、 詳 細 意 匠

未 決 定 的 段 階 で も 先 行 工 事 可 能 で あ る

3  ) 作 業 員 の 人 民 効 率 が 改 善 さ れ る

4  ) 工 期 的 合 理 性

5  ) 経 済 的

6  ) 仮 送 電 に よ り 骨 : 士下可能 で あ り 、 仮 設 配 線 が 不 要

で あ る

問 題 点

1  ) 盤 出 し お よ び 取 付 精 度 を 高 度 に 要 求 さ れ る

2  ) 天 井 伏 図 お よ び 器 具 の 形 状 の 早 期 決 定

3  ) 天 井 下 地 工 事 に よ る 器 具 の 損 傷

4  ) 器 具 の コ ス ト 高

次 的 経 済 比 較 表 ( 慨 算 ) は 従 来 の 方 法 に 比 較 し て

0 配 管 配 線 材 料 … ーー …一 … ー 13 .8 %  

。 照明器具・ ・・ー 一一 ・… … … … ・ + 0. 67 %  

0 取付金物・ ーー …・ ・ ・ … ー・・… … - 33. 3 %  

。 工 費 . . . ・・. . ... ...・ M ・-・・ … … … ー 26 %  

。 仮 設 費 ....・ H ・- ーー ・・ 一. . . . .. . . .... - 35 %  

。 全体で・・・ ー … … … …  … ・ー 10 .7 %  

な お 、 比 較 表 で 4 - 6 階、 7 - 10 階 と 地 工E圧が 2 ffE

に 分 れ た た め 、 若 干 の 相 違 点 が あ る 。 同 ー の 施 工 班

で 施 工 す れ ば さ ら に 良 い 結 果 が 得 ら れ た と 思 う 。

比 較 表

2  先付け工事方法 ( 実施例 ) (10.7%安価である)

ド1
配線管材配料 照器 明具 取金 付物 工 費 仮 段 貸 合 計

4  25，000 96，000 4，000 54，000 12，000 191，ωo 

5  27，000 96，000 4，000 45，000 12，000 184，∞o  

6  25，000 96，000 4，000 40，000 10，000 175，ω。

7  26，000 96，000 4，000 47，000 10，000 183，∞o  

B  26，000 96，000 4，000 44，000 7，000 177，∞。

9  26，000 96，000 4，000 42，000  7，000 175，∞o  

10 26，000 96，000 4，000 39，0∞ 7，000 172，∞o  

計 181 ，000 672，000 28，000 311;  0∞ 65，000 1，257，∞o  

1二 φ  中型四角( 浅型)

日 レットポ y ク ス ③

日止L t

130世

12- 13世穴

放 熱 用

i - ーーーー一一ーー一一一ーーーー- - - -

J 寸

11091 .， 

や
土里込穴寸法
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松 岡 憲 生

生年月日 昭和13年 4 月18日

昭和36年 3 月 大阪工業大学電気工学

科卒業

昭和36年 4 月 近畿電気工司噌式会社

入社

主要工事経歴

昭和38年 4 月 三重県庁舎

昭和39年 6 月 伊勢市庁舎

昭和40年10月 中部日本ビルデイング様

昭和41年 5 月 名古屋商工会議所々屋※

昭和43年10月 ホテルナゴヤキヤ ' J A. ' レ滋

昭和45年 8 月 名古屋商業ピル

昭和46年 7 月 エンゼルビルディング

調民社内内棉工。l' 世修現場

すいせんのことば 今元康彦

名古屋における代表的なビル、ホ

テル、スーパ一等的建設に従事し

てきた. その細心さと果断さに加

えて、常に技術的向上、創意工夫

を心がけ、いずれの建築該備にお

いても立派な成果を収めている.

社内にあ っては優秀 工 '1' の表彰を

受けること 4 回。よって若手町中

における指抑的な位置を占めるに

:J; II っている。

私 の 抱 負 : 現 代 日 本 の め ざ ま し い 発 展 は 、 社 会 資 本 町 拡 充 や 産 業 施 訟

の 進 歩 、 近 代 化 を も た ら し 、 そ れ に 伴 な い わ れ わ れ 電 気 工 事 業 界 で も 新

し い 技 術 が 要 求 さ れ て き て い る . われわれは豊かな労働力、安ル、賃金的

l日 惣 か ら 脱 し て 、 き び し い 環 境 内 中 で 近 代 化 を は か る た め に 従 来的 技 術

を さ ら に 向 上 開 発 す る こ と に つ と め ね ば な ら な い。 一 方 労 働 力 的 不 足 に

対 処 し つ つ 、 工 期 短 縮 、 コ ス ト ダ ウ ン を 計 る た め 、 施 工 の 合 現 的 簡 紫 化 、

標 措 化 を 促 進 せ ね ば な 句 な い。 作 業 形 態 も 気 候 そ の 他の 影響 を う け や す

し 、 現 場 作 業 中 心 を 、 工 場 加 工 を 主 と す る プ レ ハ ブ 方 式 に 移 行 さ せ て い く

ことが. Q: . 要であろう . す で に 超 高 層 ビ ル 、 大 規 模 プ レ ハ ブ 住 宅 、 工 場 プ

ラ ン ト 等 に お い て は こ の 方 式 で 大 い に 成 果 を あ げ て き て い る が 、 そ のf也

的 あ ら ゆ る 施 工 分 野 に お い て も さ ら に こ れ を 開 発 し 拡 大 し て い 〈 必 要 が

ある.

簡 紫 化 、 標 増 化 、 機 械 化 を は か る こ と に よ り 、 作 業 貝 内 初 級 者 向 能 率 向

上 が 可 能 と な る .

そ し て 上 級 熟 練 者 は 、 さ ら に 高 度 な 作 業 に 技 術 を 練 磨 し て 時 代的 袈 求 に

こ た え て い 〈 こ と が で き る . ( ，憂秀な労働力と機械力、それに加えて新時

代 的 要 求 に 応 じ 得 る 技 術 者 、 そ の三 者 を 擁 す る 組 織 こ そ 強 力 な 工 事 業 者

で あ る 。 こ う し た 強 力 な 安 を 築 〈 一 民 に 私 は な り た し 」 そ し て そ の 中 で

は か り 知 れ な い 創 造 と 前 進 を 続 け る こ と が 私 に 探 せ ら れ た 賀 務 で あ る と

硲倍している。
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伊 藤 忠 ビ ル に お け る ポ ン プ

水 車 利 用 の 動 力 回 収 装 置

の 実 施

1 . 概 要

Ａ羽政管路町静水 ｾｊｴ エネルギＭｉＡＡ｝ ｩｪＩＨ を目的 として、

ピ ル に は じ め て 、 逆 転 ポ ン プ 水 量 与 を 用 い た 動 力 伊 藤

忠 回 収 袋 訟 を 実 施 、 地 工 し た .

伊藤忠ピルの: 1 ! i湖設備の慨略内容は、

ill 築 延 融ifl' 約 27 ，000坪

階 数 J也下 4 階 、 地 上13ド昔、 nfhl 411骨

冷熱源装首i 8  T O N! Hの 水 管 ポ イ ラ 2 必

1，100US RFの 様 気 タ ー ビ ン l駆動

タ ー ポ 冷 凍 機

800US RF の 吸 収 式 冷 凍 機 2 必

によるシリース・巡転方式

ｾ由 ＺＱ 方式 ベ リ メ ー タ ー フ ア ン コ イ ル ユ ニ

ッ ト 万 式

イ ンテ リア ス テ ッ プ 万 式

水 配 管 方 式 冷 水 帯 熱 補 ( 3，800ri l ) 利 用 の 二管 式

冷 TJ} i i I ! 転時は l泊 放 管 路 式

11珪1 ) } 巡転時は' I t . ' 閉管路式

である.

2 . 配 管 方 式

冷 水 蓄 熱 槽 を 用 い た l泊 波 管 路 万 式 的 必 本 的 な 凶E詩的

考え方は、 第 1 図 のようになる。

この図の水也l路 では、循環ポンプのヘッドは、! ' l 荷

位置まて' の怖水聞と管路町 殿 様打l 火 抵 抗 の相 となる。

したがって 、 術成ｾ ンプで 負荷ｻ 立訟まて・ ｴｬｬ ｬ し上げ ら

れた水{ 立、返り管中を自然落下して水槽に 1J >l る草 で

に静水野I分 を 消 費 す る .

こ の た め の 抵 抗 は 、 返 り 管 路 と 、 絞 り 弁 等 に よ っ て 、

持 た さ れ る . IlA! b} 巡 転 時 に は 、 は ぽ 静 水uf ( 分が不必

となり 、1Ii 1 ) 御弁に多大な iE圧 を も た せ る こ と と な 1

冷 Mi l I f 転時と拠った制御モードを弁にもたせるので、

弁 本 体 の 精 進 上 の 問 題 、 制 御 性 的 問 魁 を発生する.

日量1) } 時的水lff( 余 剰j に よ る 純 身 的E与の取りのぞきには

第 1 医lの 配 管 方 式 を 第 2 図 の よ う な 凶 絡 に す る .

第 1 図 的 循 環 ポ ン プ を 2 分 し 、 ラ イ ン ポ ン プ と 圧 入

ポ ン プ に す る 。 ラ イ ン ポ ン プ は 暖 房H寺町普i l 1H1協 の

循 環 抵 抗 の み を 負 担 す る . ま た、 l王 入 ポ ン プ は 崎 水

町l分を 負 担す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 BA! IJJ I略 的 過 大

な 水 政 に よ る 雌 々 の せFが 緩 和 さ れ る 。

第 2 図 で は 吸MI l 寺の附姐は解決されたが、冷u.i ll 寺町

給水l i J t分 の エ ネ ル ギ ー 損 失 、 返 り 管 内 的 水i卓lIi ll 御 は

1皮 置 さ れ て い る . こ れら の 問 題 を 解 決 し た の が 本 装

置で、 第 3 図 に示している. 冷水返り' l J が苦i 熱 情 に

至 る 直 前 に ポ ン プ 水 準 を 設 訟 し 、 こ れ に よ っ て 得 た

エ ネ ル ギ ー を 圧 入 ポ ン プ に 加 え る よ う に す れ ば 、 圧

入 ポ ン プ の 駆 動 用 電 動 機 の 出 力 は そ の 分 だ け 少 な く

て す み 、 し か も 返 り 管 内 は 満 水 で 、 緩i崖て' 沈下す る

ため 、管 内 振 動 や 気 泡 の 悦 人 的 心 配 も な い .

3  実 施 内 容

伊 藤 忠 ピ ル に お け る 第 3 図 に 示 す 、 圧 入 ポ ン プ と ポ

ンプ水 車 お よ び 電 動 機 的 仕 様 は 、

4  .OOOL! M X  6 0 MH X  3 0 K W X  1. ＷＵＰｒｐｾ Ｑ＠ X  3  to 

4.  OOOLl M X  60M H  X  5 5 K W X  1.  750 R P M X  1  to 

で あ る 。 本 袋 訟 を mいないときの圧入動力は、 55 X

4  = 220kw であるから、 ( 220 - 30 X 3  + 55)  = 75kw 

の 設liil 'ilI力 的 軽 減 で あ る 。

ポンプ水単の同Gf l ) は . 第 4 図 にt J ' す.

こめ円以1) でNa 1 の水J j i に の み 、 水l王 制 御 弁 を ilit け、

冷 水 Ret ヘッダーの水圧を制御する. また、 Na l -

Na 4 の水 車 内 山 11 に は 、 停 止 11島町 水 抜 け を Il)j < ・自動

1Ii11水 弁 が 設 け ら れ て い る . ポ ン プ水 'Ii は、 r凡用ポン

プ を 逆 転 ポ ン プ 水 卓 と し て 使 用 で き る よ う に 、 情i21

1(li e ともに、効ヰt の 改 ，Y{- をもあわせて、 ..0;'1. 抵設，f I さ

れ て い る 。

￭ ｌＺ動機は、汎用の 三 Ｎｦｉｉ ｊ 舟ｾｦ，Ａ Ｑ ＱｬＡｦ ｴ ｬｊ機を ｉｾ ， ￭ 軸 生日に変ｬｬＡし

たも町である，

l玉入ポンプと従軍1) 機 お よ び ポ ン プ 水111は共j J f l ベ y ド

向上に同一軸上に配列されている. ポンプ水J j i に去

るまでの各系統的巡り配管は、 11r11 に・笠公溜りや、

空気の出入を ｾＩｪ ぐように同 ｇｬ ＮＡｩ し、地工している。

これは、ポンプ水 Ｑ ＩＱにｾｻ泡の ｈｾ 入した水が流入した

と き の キ ャ ピ テ ー シ ョ ン や 、 効 ヰ互の111: 下を Il J i ぐこと

で 、 援 要 で あ る . 逆 転 は Na 1  - Na 4 の M I l ' で行 b t L

fl 荷 に 応 じ て Na 4 よ り 順 に 停 止 す る 。

制御は、 Na 1 ポンプ水J j i 入 U の 制 御 弁 に よ り 圧 力 制

御を行う 。 な お 、 ポ ン プ 水 準tお11 的自動制水弁は、

ポンプ停止時と、へ ｹ ダ ＭｉＧｅ ￎｊ が ＩＧｾＧｩ［Ｇ［ に低下したと

冷 温 水 コ イ ル

第 1図

1K 3 図

き に 、 白 動 的 に l羽止する . へ y ダ ー の 制御 設 定 圧 力

は 6 kg / cm

2

である .

4  結 果

施工後の篠即 ｾｩｬＡ転状態におけるポンプ水車町効率は

段 高 約80% であった.

ポン・プ11111内初J 準と合せて、総合的な動力回収' 事は、

約 60% で あ る . す な わ ち 静 水 政 分 に 要 す る エ ネ ル ギ

ー は 、 約40% で す む こ と に な る .

なお、本袋世主の 2 年 IUJ にわたる運転経過は良好である.

必熱材J を 利 用 し た と き の 開 放 管 路 に 、 ポ ン プ 水 棋 を

J T j いて動力凶収を行う場合には、経済性的Tfnから、

水 11i にはポンプ( 汎用) を用いな け れ ば 、 成立 た な い

の で 、 ポ ン プ の 逆 転利 用 時的 特 性 、 組 合 せ 使 用 時 同

総 合 特 性 を 十 分 に i認 知 し た 上 で 尖 行 す る 必 要 が あ る .

その他、本装置はピル全体の水循環系に省・按な関係

をイ了しているので、制御の方法およびその内谷等に

は 繊 細 な 考 慮 が 要 求 さ れ る . と く に 逆 転 開 始 、 停 止

時 的 現 像 、 部 分 負 荷 時 的 対 策 は 重 要 で あ る . こ れ ら

の 問 題 点 は 当 所 に 災 施 す る に 当 っ て 極 々 の 実 験 、 検

討の幸吉見E解 決 さ れ 、 順 調 な 篠 宮1) を 絞 け て い る .

腕 4 図
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山 本 康

生年月日 昭和 15年 2 月25日

設 終 学 歴 神同大学 工学宵 ｾＱｴｴ ｾｩＨ 工学科

.?f.・( S37)  

業 医 昭 和39年 4 月( 株) 組付社入

社、 ｊ ＩｉＮ設にｾる

作品略膝 イトウピル 、伊藤忠ピル、

大阪センターピル向笠i湖段

倒 的地工

すいせんのニとぱ 馬 場 芳 明

向者は入社以米、常にｻ上 Ｇｬｾ に対す

る熱意と漸新なアイデアによ 0 、

一歩進んだ空調 E設備を作 1) 上げる

努力を1 R ねている. 本 J理組もJ ol l 1t

的研究と努力によ q 純々な技術的

検討を加え. 災際に使用し仰る向

性能で. ，己E主主装置を完成した. 将

米有望的技術者として推胸したい

と且い、ます.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 往 築 設 備 に お け る 空 測 は 、 保 健 用

空調として、組物内の ｉＦＧｻ 主 ｾｴ ｕｬの居住性を向上することに、努力が

払 わ れ て い る . 16'住 J守的 保 健 衛 生 を 々 え る と 、 感 覚 的 な 快 適 性 を 求

める空調が、ｽＺｻＮ的意味的 ｾｦｬ 別であるかは疑問である 。

一 般 に 行 な わ れ る 恒 出 恒 経 的 制 御 の な か で 、 長 期 に わ た り 繰 り 返 し

附l欠 居 住 が 、 人 1111の 位 脱 上 良 い か も 疑 問 で あ る .

また都心的外気が、 J央 公 上 有 効 な 外 % と し て 取 扱 え る 時 代 は 過 ぎ て

い る よ う に も 思 え 、 し た が っ て 居 住 空間 的 空 気 成 分 を 人 1111の 健 康 上

最適に保持する装置を具備した空ｾ装置を目僚にしたい。

事務所ピル内向 Ｑ［ｾＮｴｅ 宇 ｦ は、ほぽ家縫での生活時Ａ日 Ｑ に匹敵する時 ｉｈｊ を

作 ら れ た 環 境 の な か で 生 活 す る .

し た が っ て 、 こ の 環 鳴 を 作 り 出 す も の と し て は 、 知 期 に お い て は 径

の な い も の で も 、 長 期 に わ た っ て は ち の 出 る も の が あ る 危 険 を 認 減

して、 f真mに 当 ら ね ば な ら な い と ) j - えて いる .



日 本 原 子 力 敦 賀 発 電 所 原 子

炉 格 納 容 器 冷 却 と 空 調 設 備

の 施 工

る且ｾ J也 ti . lnv.¥敦賀 rli 明 神 町 1 1昏I也

ｩｬｬｾｩ 二 日本 ｉｾＨ ＨＭＩ ｊｾ Ｇｉ正株式 会社

.世 111- ｾ ｬｬ ｩ ｬ＠ エパスコ社

発刈: 1¥) ) 322，OOOkw 

色!; 1M fit 21，992 m '  

建 物 配置

党' . l t所 倣J也 は 、 欽 賀 市 内 よ り 16kmはなれた放策‘ 1'1: ，¥

先端 的訪 Ｑｩ ｬｩｾ ｲＮｾ に 的 ｬ し、 三 Ｉｪ を 山に凶まれた線高 Ｓｭ

に位置している。 Jlsl 子 炉 雄 物 は 敷 地 の 西1111J 山 地 に 按

し、 ｊｬ ｬｬ ｬＱＱ ｊ にタービン 他物、 主変圧 日品、民外 ｊｊｾｊ 羽所 が

あ り 、 南 flilJ に サ ー ビ ス 組 物 、 北 flllJ に I j n睦 物 処 理 処 物

カ ･ 岡山 ＧＨｉｾ さ ｴｬ ているＮ

設 備 慨 婆

1);( r炉物納芥社i ) : 冷却l設 備 は 、 冷 却 能 力 125 US トンの

チ ー リ ン グ ユ ニ ソ ト 3 台によって( うち 1 台 は F 制iJ)

冷水をつくり、 D;( r炉 絡 納 谷 総 内 に 5 台 の エ ヤ ー ハ

ンド リ ン グ ユ ニ ッ ト を 設 ;丘 L ，絡 納 谷 践 を 冷 却 す る

と と も に 原 子 炉 制 御 lfJ lJIt J ' 罰ポンプ冷却 、 サ ンプピ・γ

トの ｊ 令 Ｑ ，Ｑｬｾーを ｦ すなっている。

ー Ｉｩ 、 もｾ， ｜ｉＮｬｬｴｬｩｩｬ は放 射性濃度 的ＨＮｾ，、 排公 系統に ｊ ｩｊｬ大

の注芯: が払われており、 外 部へ 排 気 す る 場 合 は 7;t に

l皮 射 性 濃 度 を チ ェ ッ ク し な が ら 、 100m 1 : . 空の山上排

公 t長から排公されている。 )Ul 'li:; の' Gi l開設liil は i，'f l'!' 区

域 が 汚 染 笠 公 的 流 入 に よ り 、 汚 染 さ れ る こ と を | 坊 ぐ

た め 、 消Iff' 区 域 を 汚 染 区 域 よ り i EL正に 保 ち 、 汚 染 の

可 能 性の あ る 区 域 か ら フ ィ ル タ ー を iill して排 気 され

る よ う に な っ て い る .

原 子 炉 格 納 容 器 冷 却 の 施 工

1);( ｲ 炉怖納Ｇ￰ ｾｦｩ 冷却 ｬ 江主 ｬｩｬｬ は、絡納在日圧が特燥なフラ

スコ ｉ ｦ Ｓ をした銅版製容 ＺｾｩＩＺ であり、 ｼ以 られたスペース

町 中 で1瓜 f 炉 1五)J 谷持、 主 J高気配管、 1);¥{- 炉 制 御 の

各 州 パ ル プ 等 と の .[-下制納りおよび相互| 則 i主がJ ド'i i:; な

維工 Ｇｊｾ であリ、一度地工した配管やダクトが工 Ｇｉｾ の

途 中 で何 度 か 解 体 し 併純i工 す る 等 、 完 全 な 品 質 管 理

と 厳 絡 な ぷ 験 を 繰 り i与 し な が ら の 必 耐 の い る 苦 し い

'J与て・あった。

とくに物納谷総は叫( r 炉 迷 転 が 開 始 さ れ る と 点 般 に

す ら は い れ な い 区I或であるため、 配 管 材 料の 倹1i: 、

格 按 lョ 法 、 溶 接 技 術 者 向 熟 練 度 、 溶 接 後 の X 線 検 査

匂 あ り とあ句ゆる 1(li に 検 伐 と災! 験を繰り返しながら

の作業で、 過 去 の い か な る プ ラ ン ト 工'1' よ り も 厳 衝

に地工された。

，令Ｎｴ ｊｊｲ ｊ｝の ｊ 骨オく円己ｾ［・Ｈ［Ｑ S  T  P  G  - 38， Schedul e 40 が

大部分であるが、絡納谷総を ｊｾ Ｇ ｩｩｬｬ し ｬ 凪 ｆ 炉他家内チ

ラ ー へ の 連 絡 部 分 は S T  P  T  - 42 Schedul e 40 を

似 HI し、 配 管村 氏の衝 撃 検 作 に合絡した後、日目先検

f 正、被般若担検作、 圧 力 検 伐 の す べ て を 通 産 行 立 合 い

の も と に 地 工 し た .

4官納:t.f日器 l勾5 台 的 エ ヤ ー ハ ン ド リ ン グ ユ ニ ッ ト は す

べ て の ユ ニ ッ ト を 工場 で組立て、 卜分な ill 転 試 験 を

j j な っ た 後 織 人 し た。 こ の エ ヤ ー ハ ン ド リ ン グ ユ ニ

y ト 内 各 フ ァ ン は 12 ，750 m 3/  H  rの 送 風 量 と 2 %・の

品 川 を も っ て お り 、 ア ル ミ 製 の ダ ク ト に 接 続 さ れ て

物納科目住内向上古JI と下古11のさ弘、を循. f J ; 1 させて冷却し

て い る . ア ル ミ ダ ク ト は 完 全 溶 接 に よ る リ ー ク 格 的

.  ダ ク ト で あ り 、 治 按 は タ ン グ ス テ ン ア - 7 万 式 で 行

' " ' い、{ 誕必ガスとしてアルゴンを 使 用 し た .

) j 、冷却装置まは物納谷 J慌の外宮JI の 1);( {- 炉 .ill 家 3J 滑

J公;吋

て:!な停豆亙品下三

定以‘ 口口口

「

J

d

f

にあり、 12島町サージタン夕、 2 台 の 冷 水 制 局 ポ ン

プ、 3 台 の チ ー リ ン グ ユ ニ y ト に よ っ て 榊 成 し 、 す

べ て の 逆 転 は 制 御 宅 か ら プ ラ ン ト 町他 的 袋 ほ と |則 i血

して ill 転 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 冷水 装 置 で

と く に % を つ け た の は 、 冷 水 管 系 に パ イ パ ス ラ イ ン

を，泣け Bal anci ng Val ve をJ[R{.J け た こ と で あ る 。

これは 柿納谷保 ＱＩ［Ｑ の温度が ｩｮｪｩｾｴ である ため、物納干千

日誌 l人l エ ヤ ー ハ ン ド リ ン グ ユ ニ y ト 冷 水 コ イ ル の /1111

木 品 止 が 向 〈 な り 過 ぎ 、 そ の ま ま 全 水 訟 を チ ー リ ン グ

ユ ニ y トに流 して は チ ー リ ン グ ユ ニ y トか らの 出 11

水 位 と 的 地j支 廷 が 大 き 〈 な り 過 ぎ る た め 、 パ イ パ ス

ラ イ ン を 設 け る こ と に よ り 水 訟 を ふ や し て 以!止 i去を

少な〈した。

し た が っ て 巡 転 中 的 冷 水 管 系 的 各 部 の 出l克 は 次 の iill

り と な り 、 好 成 績 を お さ め た 。

水 沿

16 .7' C 

10. 0' C 

10.0' C 

23. 6' C 

10 . 0' C 

統 に 地 工 の 維 か し さ も 集 約 さ れ て い る . と く に l点チ

炉 内 J i" ii¥' ｌ ｊｾ 故ｦｉ 与の排気系は ｩｩｬｬＧｩ 訟の空気設備では考え

ら れ な い 向l交な地工を喜要求される 。この系統( ; 1St and

by G. s  T r eat ment Syst em とl呼び、 l瓜 千 炉 処 家

全 体 を とl手放f I寺25mmAq の 負 圧 に 保 つ 必 裂 が あ り 、 i玲

圧 7 %' ，風泣 525C F Mの 排 気 7 アン 2 台 と チ ャ コ

ールフィ ル タ 一 、 ア ブ ソ リ ュ ー ト 7 イJ レタ一等の納

め た ア ル ミ ケ ー シ ン グ か ら 織 成 さ れ て お り 、 こ の ケ

ー シ ン グ に 7 イノレターをセッ ト し た 状 態 的 イ ン プ レ

ス テ ス ト が 大 変 な も の で あ っ た 。 ま ず ケ ー シ ン グ の

リー ク テ ス トを 100mmAq エ ヤ -J J II 圧 で ケ ー シ ン

グ の 各 チ ャ ン パ ー ご と に 行 な い 、 圧 力 ゲ ー ジ と 石 け

ん 水 に よ る j寄 按 簡 の リ ー ク を 検 査 し 、 さ ら に ア プ ソ

リュ ー ト フ ィ ル タ ー を セ y トした f産、 D O P Smoke 

に よ る フ ィ ル タ ー 効 率 テ ス ト を 行 な っ た 。 次 に チ ャ

コールフィ J レ タ ー に つ い て は 、 ケ ー シ ン グ と フ ィ ル

ター チ ャ ン ネ ル の 取 付 部 分 に 少 し で も リ ー ク が あ っ

て は な ら な い た め 、 チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ ー を セ ッ ト

し た 状 態 で 盲 プ レ ー ト で フ ィ J レ タ ー 全 面 を ふ さ ぎ 、

4放少なすき tllj で も 過 す R - 112 ガ ス を フ ィ ル タ ー

上 流 か ら 2 0 P P M流 し 、 フ ァ ン を 回 転 さ せ な が ら 下

流 で R - 112 の ガ ス 量 を 測 定 し 、 フ ィ ル タ ー セ ッ ト

の 精 度 を 測 定 し た 。 そ し て 通 産 省 内 再 有 に わ た る 検

丘 町 い ず れ に も 合 格 し た 。

水 量

1，976 t / mi n 

1，976 t / mi n 

965 t  /mi n 

965 t / mi n 

1，011 t / mi n  

チ ー リ ン グ ユ ニ y ト入 11

"  " 出 u

絡 納 谷 総Fホl へ の 冷 水 往

"  よ り の 冷 水 還

ノぐイパスライン

空 関 倣 備 の 施 工

ｪ 瓜 ｆ ブ ｊ 発 ｲ ｊ￮所の岱」日 Ｑ 設イ Ｇｾｩ￬ は放射性 ｩ 塵皮肉向い排気系
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伴 城 喜 恵

生年月日 昭和 13年 1 月 3 日

最軒学歴 武蔵工業大学工学部電気工

学 科 卒 昭和38年卒

業 経 昭 和38年 4 月~昭和 41年 9 月

株式会社竹中工務J古入社、股f胸部勤務

東芝大阪ピル サ ンケイビル榊築等町

股備施工担当

昭和41年 9 月~昭和45年 3 月 日本原

-f 力敦賀発電所空調股例施工担当

現住 大阪ロイヤルホテル新館設備施

工 担当

すいせんのことば 玉 図 健

日本版 ( - j ) 敦賀発電所工事は、原

F 力発電所としては消工から集運

転までの施工期IIIJ 最短の世界記録

を作った工ｾｉｬＧであったが、その殴

備工事を担当した伴城君は彼の守

備範凶であった主l ! 築設備 It' 、うに

およぱず、 G. E のf且当者ーからも

r パンジョ - J 町愛称のもと、俊

雄多岐な原子炉本体的諸装置 1111の

各按点; をまとめあげるうえ にな 〈

てはならぬ盤裂な人物であった.

この現場で体得した合理的施工管

理的手法、統合的手法を今後彼が

任者として施工管理してい〈大

阪ロイヤルホテル増築の大工事に

ホテルの持つ多機性や既設ホテル

と町 lf j ( 合に発生する難問解決に見

Ｇ ｊ ｾ に開花することを Ｑ ， Ｑ じて疑わないＮ

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : わ れ わ れ 建 築 設 備 の 技 術 者 は 、 と

も す れ ば 建 築 す る 建 物 内 の 環 境 盤 備 に の み 目 を む け が ち で あ る .

し か し わ れ わ れ は 建 設 を 通 じ て 公 共 福祉 に 貢 献 す べ き で あ っ て 、 協

に 社 会 環 境 を 改 普 し て い 〈 強 い 熱 意 と 勇 気 を 持 ち 続 け な け れ ば な ら

な い 。 す な わ ち 、 建 設 に よ っ て 生 じ 、 か つ 建 設 し た こ と に よ っ て 生

ま れ る 空 気 ・ 水 等 の 汚 染 、 騒 音 、 日 照 、 電 波 降 客 等 、 あ り と あ ら ゆ

る 公 害 を い か に 解 決 す る か に 最 普 の 努 力 を 払 い 、 絶 え ざ る 研 究 と 研

きんをヰ貰まね lまならない。

幸 い 敦 賀 原 子 力 発 電 所 で は 、 放射 能 汚 染 空 気 の 浄 化 と と り 組 み 、 今

までのピノレ主主築宣封筒では経験することのできない賞盤な体験を得た.

と く に 原 子 炉 建 家 の 建 設 に 当 っ て は 、 限 ら れ た ス ペ ー ス 町 中 に 各 種

的 111要 な 設 備 を い か に し て 施 工 的 順 位 と 方 法 を 鯛 軍 基 し て い く か と い

う こ と が 工 程 上 の み な ら ず 、 品 質 管 理 の 上 に お い て も 重 要 な こ と で

あ っ た 。 そ の た め に は 自 分 の 範 囲 内 仕 事 の み な ら ず 、 プ ラ ン ト 全 体

を よ く 理 解 し 、 プ ラ ン ト 建 設 と い う 一 つ の 目 標 に 向 か つ て 全 力 を 傾

け て い く 心 の つ な が り が 必 要 で あ っ た 。 こ の1貴 重 な 体 験 を も と に し

て 、 今 後 ま す ま す 緩 雑 化 す る 環 境 変 化 に 、 正 前 か ら取 り 組 み 、 そ の

一 つ ひとつに妓普を尽していきたい。 43



説 先 新聞 大 阪 本 社 新 館 新 築 工 事I立地 下 6 階 、 地 上 6

階 的 近 代 的 新聞 社 民 で あ り 、 と く に 地 下 構 造 が 掘 削

深 度 G L  - 28 . 2mと 深 〈 、 大 規 棋 な た め 、 こ の 地 下

工 棋 を い か に 安 全 に 、 か つ 迅 速 に 遂 行 す る か が 最 大

町 ポ イ ン トであ った.

当 地 下 工 事 的 計 画 段 階 的 問 題 点 を 要 約 す る と 、

①立地条例ニの克服 : 道 路 お よ び 公 共 捜 段 物 ( 送 電 線

包 括 ガス ・水道) の 袋 生 、 と く に 送 電 線 に は 大

阪市内ｾｬｊ裂の ＵＰ Ｅ を満たす、特高ケープルが含ま

れ て い る .

@ 礎按姐E物 に J也 下 工 事 の 影 響 を 一 切 与 え な い 工 法 で

あ る こ と .

③ G  L  - 3 4 m以 深 内 向 被 圧 水 の 制 御 。

④ 山 f首位は剛性が向〈、' かつ外部i か ら の 遮 水 が 完 全

なものとする。

⑤ 無 振 動 、 無 騒 行 工 法 的 採 用 。

⑤| 映られた工Jtl JI 勾 で 、 大 型 印 刷 機 器 類 、 ま た は 各 純

;1釧i I 機株! Ui を 据 付 け る た め の 総 合 的 工 純 計 画 が 必

裂 で あ る .

以上の＼ｬｾｊｬＧｩを満足せしめるために、以下のごとき地

工 計 画 な ら び に 管 理 を し た 。

① 山 fli
1
往lニは i車 紋 コ ン ク リ ー ト 墜 を 線 用 し 、 プ レ ポ

ー リ ン グ 併 用 イ コ ス 工 法 と し た 。

② 全 館i単 打 工 法 で 、 地 下 と 池 上 部 分 を 同 時 に 施 工 し

て 工 期 の 短 縮 を は か っ た 。

③ 地 下 水 の 処 理 に つ い て は 高 性 能 デ ィ ー プ ウ エ ル を

設 置 し 、 停1tl ll 寺に備えて 2 系 統 的 変 電 所 よ り 受Ul

し 、 自 動 継m持 装 置 を 設 け る こ と に よ り 、 5 分 以

内に -t;J J換 可 能 と し た . ま た 、 台 風 時 に 備 え て デ イ

ーゼ ｊ レ発泡機を司自ｻｾｩｉした。地下水位は常時ｩｊｴＧＩＩＢｅし

て1111)御排水を行った。

③ 地 下 、 地 上 を 同 時 に 施 工 す る た め 、 垂 直1，1o. J . 水

手方 II IJ の 動 総 計 画 と 安 全 計 画 に と 〈 に ftl 意 し た。

⑤地下工， Ｉ ｾ中町 ｬ ｊ ｾ 放を絶無とするため、ラップ対策、

湖 水 、 ヒ ー ピ ン グ に 対 す る 備 え に 万 全 を 却l した.

⑥ 安 全 計 副 は チ ェ ッ タ リ ス ト を 作 成 し 、 ' $ 皮 肉 高 い

安 全 管 理 を し た .

⑦ ア ッ プ リ 7 ト に よ る 建 物 の 浮 き 上 り を 防 止 す る た

的、 J也 下 町 躯 体 完 了 時 ま で に 池 上 階 会 館 6 階まで、

コ ン ク リ ー ト 打 般 を 終 了 さ せ る 必 要 が あ っ た .

③各種的観測畿也、持十詰11)裳 世 を 躯 体 土 官I 段 、 支 保 工

におt也 し 、 数イ，[ による百十ill') 管 理 方 式 を 笑 施 し た .

③ 工 総flll 迎 は ネ y ト ワ ー ク 手 法 を 採 用した。

読 売 新 聞 大 阪 本 社 新 館 施 工

大阪市北区野崎町36番地

妹式会社 日;建訟計

2，967 . 30m 2  

2，569 .67 m 2  延 床 面 積 28，200.  27m 2  

ｓｒｃ 進 地下 Ｖ ｾ 昔、地上 Ｖ 階、第底 Ｓ 階

地上 24m、 熔 昼36 m

昭 和44年 6 月 - 46年 4 月

計 画

所 在 地

股骨十監理
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ニ と ば ど ん な 池 築 物 で も 、 全 体 計 画 か ら す み ず み の 詳 細 に 至 る

まで、設計者の思想がJ : r かれている.

一 方 、 わ れ わ れ 施 工 を 担 当 す る も の は 、組 織 的 中 町 一 只 と し て 専 門

化 さ れ て き て い る た め に 、 視 野 が 狭 く な り が ち で あ る . だ が 施 工 の

基本は、設官十円息泡1を 〈 み と り 型 解 し て 、 徐 々 に 具 体 化 さ れ て い く

建 築 物 に 、 生 き た 思 惣 と し て あ ら わ し て い 〈 と い う こ と を 、 ひ と え

に心 が け て 施 工 し て い か な 〈 て は な ら な い と 思 九

すいせんのことば 鈴木安太郎

狩 ＱＱＱＱｴ はＮ大成ｴｊｬ，昌生 ｬｬｾ 高部工 Ｇ ＱＧ 主

任として主製工 Ｇ Ｑ＾ を ｈ 訂正 Ｎ ｾ魁し

た施工 ｾｴ 凶 ｩ 管瑚技術を持つ新 ｩｦｦｩ 長 ｉｉ

築家であります. と〈に 46年 4 H

竣工した必ず己新! 刷新郎新郷工事で

地 下28mの深1M地下工法的災施に

当 ') 、近代的な感覚で施工例制管

理をなし、{ 証ヲEな成績をあげてお

り、他的管理E央制とあわせて' j 'e年

施工技術者としてここに推捗致し

ます.

憲 三

日目拘 13年 2 JJ 12 日

武蔵工大工学部総築工学手千

四日制 36年 年

業 盤 昭 和36年 4 rJ 大成長. l l .1占傑式会社

入社 大阪支 Ｑ ， Ｑ［ 剖 ｬｾ 曜日制作 Ｓ 住所勤務

エ.l J. ' i . 経歴大阪誌術大? 帝塚山学 l戦l

一栄ピル 東京t J l 物大阪本田T ピル ;h't 

先新IJH大阪本H ;術館

岩 田

l主< 1 " 月日

敢 終a芋毘

44 



P C く い 柱 列 土 止 壁 工 法 の

開 発

市 街 地 に お け る 地 下 工 併 の 土 止 工 法 は 、 無 ? 干 無j震動

工 法 が 袋 三 位 さ れ る ニ と が 多 〈 、 そ れ ら に 対 応 し た 工

法 も 多 〈 み ら れ る . し か し 地 工 性 、 地 工 制 度 、 止 水

位、{ 凶俗等の 1Mからみて、 一 長 一 知 が あ る の がIJL状

である .

今恒1 1  無 73-無 振 動 工 法 で あ る こ と .

2.  /j 血工位、施工恥・'11交 が よ い こ と .

3  土 止 照 的 プ レ ハ プ 化 .

4 .  1耐絡 が 安 い こ と .

の 4 点 を と り 上 げ 、 こ れ ら を 目 僚 に 日 J : M技 術 、 日 本

コンクリート( 株) の万々の協力を得て 1)11発 し た の が

P C く い を 利 用 し た P C < い位抑l土 止 噌 工 法 で あ る .

本工法は、 図 ー 1 に 吊 す よ う な 形 状 の P C くいを、

アースオーガーによって穿イしされたイLへ 抑 入 し 、 順

次 地 工 す る こ と に よ っ て 、 土 止 i迭を形成て' きるよう

に し た も の で あ る . 今 l凶 ま で の 数 多 〈 同 地 工 災 級 を

か え り み る と 、 制 度 は 11100- 1/ 200の 挫 込 制 度 を 有

し 、 施 工i虫l立は 1 日当り 70- 120m' で 、 在 米 工 法 lご

比 べ て は る か に よ い 数11( i を市している . くい民は1 j l .

く い と し て は 1 5 mで あ る が 、 特 殊 溶 接 継 手 を f止期す

る こ と に よ っ て 1 8 mま で 尖 紛 が あ る .

価 指 iよ、無ff 無 鍛 郵J 工 法 の う ち で も も っ と も 安 い も

の で 、 比 較 的 中 位 向 規 似 の 地 下 工 事 に も 充 分 利 用 で

きるものて' ある .

今 l凶尖周 f じ し た も の を 第 一 歩 に 、 さ ら に 大 口 径 の も

の も 検 討 中 で あ り 、 jli い 将 米 に は プ レ ハ プ 化 さ れ た

i坐絞り控へと発l民 さ せ て い 〈 所 有 で あ る 。

図 - 1

3/)  

協 和 銀 行 大 阪 支 庖 事 務 セ ン タ 一

新 築 工 事 に お け る 実 施 例
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高 島 三 郎

生年月日 昭和 12年 11月19日

最軒学歴大阪市立大学工学部主I l 築学

料 昭 和36年 3 月卒業

議 腿 昭和36年 4 月鹿山総般株式会社

に入社 し現在、大阪支応主I l 築部に勤務

し、主として工事計画に従事.

作品略鹿 阪神相瓦銀行本I占 1湖西

相互銀行本宿 住友銀行大阪事務セン

ター 京都信用 金1Mコンビュータセン

ター 神戸商工貿易センターピル 兵

ｉ ，ｾ 以郷 ニ 庁舎および検事立 三井 中 之

島二 号 館 協和銀行大阪支応 尼 崎

信用金l単 機 新 ピ ル 電 々 大 阪 デ ー タ 一

通信専用品合( 弁天町) 住宅公団兵j卓

駅J l or市街地住宅新司: 1M川 病 院 帝 人

ピJ レ

すいせんの二とぱ 大沢徳吾郎

地下工法におけるエンジニアリン

グ的問題は広範凶におよんでいる.

こうした 中にあ って、彼がやR 主々

主l!物的地下工法同地工目十凶Iを担当

し、 J)Lt，品への技術援助に活縦した

努力は大きも」と〈に P C くい位

少1J工法的開発は注目すべきことで

ある.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 入 社 10年 を 工 事3十u! ! i に携わり、土

止 計 画 に 主 力 を 投 じ て き た. 入 社 当 時 は 怨 設 ブ ー ム で 土 止 工 法 も 鏑

矢 似 工 法 か H 杭 縦 矢 板 工 法 が 多 く み ら れ た が 、 五t近 土 止 工 法 に お い

て も 当 然 の こ と な が ら 無 背 無 娠f1iJ 工 法 へ 町 道 を た ど り、純 々 の 工 法

が|揃発 さ れ て き た 。 こ の よ う な 時 期 に 地 工 問 、 { 画 俗 的 点 か ら も 満 足

できる P C くい主H ' IJ工 法 を 生 み 出 せ た の は 関 係 諸 賢 の 協 力 と 上 百 ! の

工 法 採 用 へ の 英 断 で あ り 、 今 後 と も 、 ! ム 〈 採 用 さ れ る の を 心 か ら 願

っている .

土 止 計 凶 は 、 設 計 、 施 工 円 分 野 と 主 主 な っ て 土 を 対 象 に す る の で 不 碓

定 要 紫 も 多 く 、 現 実 に 地 工 さ れ た 給 米 を み る と 数 値 計 算 に は の せ て

い る も の の 合 致 す る こ と が 少 な く 、 あ る と き は 似 定 が 甘 か っ た の か

な と 反 省 し た り 、 と き に は 設 計 数 他 に jli い 土 圧 が 出 る と i些 に 心 配 に

な' ) ， 1'11が 降 る と 討 を 仰 い 、 そ し て 竣 工 す る と な に も み え ず 、 凶 卦L

なヰ車業だなあと思うこともある .

しかし、自分なりには、 A 喪主仕併だと自J ' t し、何日を 一 歩 で も 前

進 す る よ う に 努 め て い る 今 日 こ の ご ろ で あ る .
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… 糊 団 地

大 阪 南 港 開 発 計 画

大 阪 市 住 吉 区J 也 先 の 大 阪 南 港 埋 立 地 、 約 900ha の

平IJ 汗]3'十刷. で あ る . 港 湾 を は じ め と す る 、 物 的 流泌 総

殺を中心に都市性工業、居住施設、大先I J . 悦緑地等を

含 む 複 合 機 能 体 〈 ポ ー ト コ ン ブ レ y ク ス 〉 と し て 31'

倒 し て い る .

大阪南港土地利用情想図

東 大 阪 流 通 業 務 団 地

基 本 計 画

「 流 通 業 務 市 街 地 盤 備 に | 刻 す る 法 律J に )1i; づ 〈 流 通

セ ン タ ー の 中 で 、 最 初 に 実 現 さ れ た も の で‘ 流 通 業

務 団 地48ha を 含 む 約 200haの 区 画 整 理 地 区 に つ い て

計 画 し た . 現 在 ま で に ト ラ ッ ク タ ー ミ ナ ル の ほ か に

流 通 合 成 、 機 械 卸 売 業 団 地 、 紙 文 具 卸 光 業 団 地 士 事 が

他 殺 さ れ て い る .

東 大 阪 トラ ックターミナル

|川l川l川|川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川!川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川川11川11川11川|川11川11川11川11川11川l川|川11川11川川l川11川l川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川111川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川11川11川l川11川11川11川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川1111川川11川|川川11川11川11川11川11川l川111川11川川11川11川|川|川11川|川11川111川11川|川11川11川11川11川11川1111川11川|川l川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川|川|川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川川|川11川11川|川|川11川11川|川11川11川11川|川|川11川11川11川|川|川11川11川川11川11川11川11川11川11川|川1111川11川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川l川11川l川川11川11川|川川l川11川|川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川|川11川11川l川11川11川|川1111川川11川11川|川11川川|川川11川|川11川11川|川川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 
|  
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山 本 清

生年月日 昭和 13年 9 月10 日

政 科 学 歴 大阪大学工学郡情築工学料

卒業{ 昭如37年 3 月)

業 医 昭 和37年 4 月株式会社自律ol 主計

に 入 社 現 在 ‘ 大 阪 事 務 所 開 発 計 l西部

に所以

作 品 略 歴 和閉山蜂形外糾病院( 北兵

1"( 盤 形外科センタ ー) 新興出版社啓林

館本社ピル 日本専売公社仏 ＺｾＮｉ ダイ

キン工業滋賀工場

東大阪流通業務団地裁本計画 北大阪

流通業務団地基本殺計 南大阪流通業

務 団 地 基 本 計 画 大 阪 南 港 開 発 計 画

すいせんの二とぱ 田 中 孝 男

傾雑化的保持j を坐してきた都市問

題を計画するプランナーは、ち官

官 ftt 脳、ねばり強い性格そして協

関性が必要とされよう. 山本. 7 . t は

建築家として出発したが、流通問

題を研究している ＱＱＱＱ に都市 ｾｨ 川町

分野に進出した一 人であり . 1則丙

においても貧血な存伐になり ＱＡｾ る

アピリティをイ柑えている 一 人であ

ろう .

青 年 技 術 者 の 二 と ぱ : 犯 は こ こ 数 年 、 い く つ か の 流 通 セ ン タ ー

の 計 画 を 通 し て 、 都 市 問 題 を 眺 め て き ま し た 。 そ こ で 学 び 知 っ た こ

とは 、都 市 の 過 秘 化 に よ る 環 境 破 坊 や 交 通 維 と い っ た 問 胞 は 、 ニ ュ

ー タ ウ ン 円 強 設 や 各 般 企 業 団 地 内 造 成 と い っ た 都 市 機 能 的 分 化 、 分

散 と い う か た ち で は 線 本 的 に は 解 決 さ れ ず 、 む し ろ 、 初 市 は そ こ に

様 々 の 機 能 が 線 維 に 集 積 し て い る こ と に よ っ て 利 益 を う み 出 し 、 経

済 を 繁 栄 さ せ 、 魅 力 あ る 都 市 生 活 の 舞 台 に な っ て い る の だ と い う 前

提に立って 、 新しいタテマエのもとに計画的に機能をｕＡ ｦｾｴ させるこ

と が必 袈 だ と い う こ と で し た . 都 市 の 再 開 発 や 、 周 辺 晋11の 刷 都 心 計

画、流通センタＭ ｾ ，Ｇｉｉ想、などは、単にフィ ジカ ｊ レな 面的盤制ｩｉに意義が

あ る の で は な く 、 計 画 的 に 地 殺 を 飯 合fじ す る こ と に よ っ て 都 市 機 能

的 質 的 効 率 化 を は か ろ う と す る も の だ と み る べ き で あ り ま し ょ う .

し か し そ こ に は 、 住 民 的 意 志 と か 、 企 業 の 利 益 と か が俊 雑 に か ら み

合 っ て 必 ず し も 前 向 き と は な q ま せ ん . け れ ど も そ の 中 か ら 新 し い

コンセンサスをつ〈ワ出していくのが; f 1 . たちのf上4>で あ ろ う と 巧 え

て い ま す .



CHESTER 町 家 を 貫 く 口 ウ ズ

共 同 研 究 都 市 の 開 発 的 保 存

丹 田 悦 雄

ロンドン

ふとみれたイキリスの雌史 Ｈｉｾｊｭ￭､￯ チェスターは 、 主 ＨＮ盾の ｦｊＡｾ 大していく ｊ ｊｴ代

J'f lldi の" ，で実体が定かにつかめないまま人司が| 拘る倦怠感というものをし

ばらく忘れさせてくれた。

シティー ・ウオールに閉まれた " ，心部の j インストリートは、例外主〈自

動 ＧＱＱ が ｡ｾ＿Ｑｾ ｩￎしてはいるものの、他のまちとどニか線子がちがう 。 それぞれ

の建物に抱きこまれた Ｒ 階建のアーケードは、ストリートとＮｦｉ ＱＱＺ 山 ｉｾｊ な関係

をもって前% に溢れ、人々を '; rri <  '11 きつける。 ブラブラ JJ ，"きの w物、手す

リにもたれての立 g訴し、 子供述は g.1< として走り遡る 。 それにあ1'(. < ンティ

ー ・ウォー l レの上は、およそ 200年い狩に遊歩道に改装されて内外を結び

つけ、 '11の危険から守られながらの歩行 fi の天 IJ; J であった 。 このアーケー

ドは くローズ >( R O WS > という愛林をもち、この IIJTの長 ，.( .i 、統の "， に生

きつづけてきた。 そして、主必現在も - 1( 1 . 古味あるむのとして未米を指向

し、無限に爪i Mするオ ー プンシステムとしての尚伎な行Ilrli のストラクチャ

ーとして注 U に1位するものがある 。 放初、ハーフティンパー の田T，ぷのギ y

シリ主主ちAL; ; 観光的なは鋭の魅力にとり慾かれ、よく凡ているうちに現代

的なぷI ! 主に氾! ，、をいたし、この俗密に触れてみることにな った。

2 階建てベデストリアン・アーケード ー まちの要

チェスターのまちには奇 1) ＱｾＱ かな ｊ 也 ｊｊｭｬ､￯ の魅力がぎっしりつまっている 。

その '1' でl b l : i ，強くわれわれを 引 きつける くロウズ 〉 は、世界のどこにも 見

あたらないこの くまちの宝物〉 である。 : 瓦物は、打11di 設計における人と車

の調和をめざして、ニュータウン巡りや新し ｌ 、 ｩｬｾｬｬ ｦｊ発のＢＮＱにＧＺＱＺけ継がれて

イギリス '1' にJムがっていった。 そしていまや伝統となった! ぷがある 。 たと

えば、テームズミードやロンドンのリリングトンI l U リなどのハウジングを

組織づけている品、行. r ，. I l U路や空 '1'歩廊などに見られるように 12化されて

いる

人々を引きつけるシティウオール ・ロウスヘ水辺や多くの肉、、主主築等は くま

ちの炎↑ lり に 変 化 を JJ- え、そこに残された歴史の厚みが くまち の 作り 〉 を

- チェスデーのベデストリアンアーケード ーロウズとシティゲー トプリ ッヂ

- 中世の地図 (5 )より

餓し出し、それらを ＱＱｾ 終的にま主めあげ判色づけているも の は、 く まち のこ ｩｩ

物〉ロウズであると考える 。

Ｑｊ ＧｾＧｮ＠

では〈まちの姿〉としてのロウズには、どんな収代 Ｈｉｾｊ 芯味がかくされてい

るか? 今日のデザイン状況から探リ出してみよう 。

現代の M市設計は、機能概念による 一応の目見栄をおさめたのち、ダイナミ

y クな現代 行日市 の変革の要因の発見にあたって環咲の組織化を諜巡i とした。

その装置としてなされた多くの jJ i : 突を 簡単に務理! し てみるとおよそ次のよ

うになる。

まず第一 に、人や物の流れといったア 7 ティビティパターンを構造化する

こと 。 もう 一 つは 、打Ilrli の状況は多干呈多係なものの集fl'l であるとし て、 ぷ

味を L ったシンボ J レの常に変化する分布状態の操作にその椛迭を比つけよ

うとした。 またそれらを空間iのオーダーを々I麗しながらい< ，f ( にもかさね

合せてゆこうとする動さむみられる。 その場イヂ、成長変化を允分に折リ込

んだはずの設; i ! ' された装置は 、人1111 と空 1111のフィードパ ックのけ: でflAl 々の

ま且介せを H手1I 1J( lry に高めることの l笠にぶつかり、またもや i見目しの素材となる

か、と Ａｾ ｉ 味を 失い固定化してしまって説得力を失った 。 改めてここに述べる

までもなく、設，1 I ' 慨念は、設計作業ーの忠与万法と 一 体となっていたわけで、

実際の 11年li ¥l 'Mi の' 1 . 1 での慨念は 、 それへの く参加の仕万〉つまり設，: 1 を行う

主体性の似本町J な再検zi すを迫まられていると }[ I _ われてならない。

カー右前

〈裂としてのロウズ 〉 は、荷車から馬車の ｉ ｉＮｾ代を総て、ここに曜 の ＱＱＮ｜ 代を

迎え、歴史的に向めることのできる常に説得力を持った くしくみ 〉 を L っ

ていたように忠九歴史的地思および社会的条件にめぐまれて、 i庖l支のス

ケー J レを保つことが可能であったことも大きな婆凶にはちがいなし、。 だが

それよリ L 多係性が' 常にむっところの泌丹しをほどよくコントロールしてい

るくまちの !!.t 点〉 があった。フレキシブルなアクティビテイノマターンとま

ちを情成する例々のエレメントは、機能をはなれて ｾｈｉｉ の ｌ つ潜イ王ｻド｝な芯Ｎ

味をわれわれに与えてくれる 。 人はそれぞれ呉った焦点を f!} てまちに引き

ょせられ離れてゆく 。 このフレキシブルな焦点はどのようにまち の '1' で焦

点たり得ているかをまちの僚子をながめながら述べてみたい。

シティウオール・ロウズ・水辺ーまちの表情

if ij: ｩ ｊｬ｛の ［ｪｾｊＧｾ を直接受けてアイ リ ッ ｹ ュ彬に而する比鮫 Ｈ ｉｾｊ ｩＺＢｬ Ｉｬ ｬｴｩ 主ランカシャ

チエッシヤーでは氷河のi 3 f t般による沃野が聞けている 。 ー百1，小炭川はある

が、おもに ｬ ｬ ｈＺＯｾ的 農業 が発達し、ｩＡ ￬￮ Ｚ［Ｚｴ Ｈ ｉｾｊ 、 宗教 Ｈｉｾ ｊ '1' 心部市 として、チェス

ターはディ一川の川 口に発迷した。産業革命以後この地域でのfm. . L業の '1'

心はリパプール lニ移り ( 北へわずか2 5 K M)、半径50- 60K M イ! ? のi主主古都

市に含まれて小規絞の機械工業が立地し、鉄道の ｕｾｲｬＧＮＧ 主 と して賑 っ ている 。

半 径 3 K Mのアーバンエリアの人口は約 6 力人( 1964年『制作 ) 、1981 i j三まで
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には周辺部分も含めて ＱＰ 万人が予定されている。その中央を ＱｾＱ 流するディ

- /11 がわん曲した少し 小高い岩盤の上に古くからまちがつくられた。歴史

的な建物が高官皮に建て込んだ旧市街は、東西600M、南北 1，000Mの城壁

(シ ティ ・ウオール) に固まれている 。外部からの道路は東西南北にある

y ティ・ゲートをくぐって中心部のショッピング・エリアでほぼ十字型に

交わっている。シティ ・ウォー J レ内の交通量は飽和点に達し、近々バイパ

ス道路の建設がおこなわれる予定である 。 そのメインストリートの両側に、

道路而の歩道とは別に 2 階建ての町家が軒をつらねている 。 中世から近代

までの隊式を持った町家は、何度もの建てかえをへながら周りの条件とよ

く､Ｑ， ｾｦ 日を保 ってい る 。 中でも下から上 ｰ 皆へ道路に向か つてオーバーハング

しながらせリ出したハーフティンパーの町家 が 目 に つ い 黒 ず ん だ 樫 の 木

の伎や梁と壁の部分の白とが織りなす綾は、日頃無表情でオーパースケー

J レな現代建築を見慣れたわれわれにとって実に楽しい 。商庖や倉庫に使わ

れている一階、半地階部分は石やレンガ、コンクリート造である。 2 階の

アーケード への階段の位置は、それぞれの商居間口や格式、経類のちがい

によリ 別 に税目IJ性がない。 このランダムな上下の連絡は人の移動に変化を

与える。ス トリートレベルからの高さは 2 - 2 目 5メートル前後と低いため、

急なステ y プであっても別に支障をきたしていな L 、。アーケードは 図のよ

うに町家にくい込んでいるので、歩行者は、風間から守られている。

さらに道路からのトラフイックの騒音はある程度カットされる。ンョ ーケ

ースのグレ アーは除かれ庖の奥まで見透しがよくて、特色ある高級庖が経

営している。

このようにまちのストラクチャーであるペデストリアン ・アーケードは 、

まちの共通スペースであると同時に、それぞれの町家の一部分でもある 。

これは大変重要な意味を持つ。 つまり、半クローズされたペデストリアン

ウェイは、 〈トンネル状〉が作る流れの空間と、ストリートをはさんで相

互に呼応するところのくベランダ状〉の 2 つの空間の型を所有する ことに

なる。 この 2 つの空間の型をもったチュープはおのおのの町家の古きゃ構

造、デザイン等、個々の条件によって変化しながらストリートのトラフイ

ックともう 一 つのベデストリアン上の人とがほどよく分離、融合して 、リ

ズムをつくり、まちのにぎやかさをもった焦点をかたちづくっている 。

歩道が 2 層であることは、城壁に固まれ制限されたエリアてe の商腐の収容

カを普通の倍以上にする 。 その高い密度がっくり出す特色ある景観は、シ

ョッピングエリアのイメージを高めている。町家をl ' t < チュープ状のアー

ケードにつながって、最近増設された裏通りのさｾＺｉ也に、新しいショ ッ ピン
(8)  

グアーケードと屋根イ寸き のプラザが生まれ、成功をおさめている。 このこ

とからわかるように、今後 このチュープは街中をl ' t いてレ ジデンシャルエ

リア への新しい何らかのシステムの延長を予想させる 。並列的に並ぶ町家

によって構成された流れの空間は、アイスト y プとしての教会の塔やシテ

ィゲートの時計台によって落ちつきを与えられる。 2 階にあるアーケード
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からは、街の景観をドラマティ y クに変えて街を一周する一段高いンティ

ウオールめ上の開放された歩廊につながり、あるいは、制11ぃ録地を通りカ

ンードラルやタウンホール前のよどみのある広場へと人を導〈。多燥な人

unのj ] j ' ) J きを獲得している 。 一歩 y ティウ庁ー/ レの外のポートやヨットを浮

かべたディ一川のほとりには、ゆったりとした水辺の公図やスポーツ施設等

の公共施設を持った市民の生活がある 。 この安定した市民の生活が高い文

化を持った香り 12かな地方都市を育てあげることになる 。 あえて省略した

がカシードラルは、 11世紀のノル 7 ン風から 16世紀のイギリスゴジックま

での建築隊式の移リ変りを見せてくれるし、タウンホールやマーケット等

個々の建築や橋などについては、各年代を通じてイギリスの伝統を受けつい

だすぐれたも のを 見ることができることをイ寸言己しておかなくてはならなし、

開発的保存の歴史 ー まちの香り

古い歴史をもったまち中には、視覚的に多様性のある偶性に富んだ環境が

あるものだ。 人間! の記憶が歴史的沈澱物として trrfi 'lされているからだろう 。

多くのイギリス の中世都市は過去と現代の断絶がなく、他の国でしばしば

見かけるただの観光都市とは違って く生活の場〉 として活気に満ちている 。

その中でもチェスターは過去2000年間もの歴史的遺産を今に伝えるだけに

とどまらず、まさに現代の都市と呼，; ; ( こふさわしい性格をそなえた密度と

魅力をもったものの一 つである 。

者 ｉ Ｑ 市の中に多値多様なもののｩＱｾ在する 一 例としてアーパ Ｍｊ ロンビーはチ

ェスターをあげている 。彼のいう複雑な構成要繁を参考までに紹介してみ

ょう 。

①リー ジョナ J レな市場かつ貨物のため の中心部市、②大聖堂所在都市、③

魅力 lこ富む古風な都市、④レクリェーション都市、⑤住居者日市、⑤製造都

市、⑦連事センター ( ローマン時代) ⑤ 県 庁 所 在 地 ⑨ 道 路 網 と 鉄 道 の 中

心都市、これ らの一つ一つはそのままチェスターを理解する上で忘れるこ

とのできない武重な記憶である。記憶は歴史の年輪として安定化され組織

づけられた空間のパターンに豊かな変化を与えることになる 。 今回のテー

マに即していえば、開発的保存の歴史そのままであったともいい得る 。

ロウズの秘密ー まちの宝物

宝物には秘密がつきものである。ダイナミックな 2 階建てのベデスト' / ア

ン形成のなぞは、宝物きがしのようにこれまで多くの人々を ナゾ解きに引

き込んだ。わたくしはその形成のナゾ解きの中にく建物の機能の変化が空

間に与える意味〉 をさぐる手だてとして関心をもっ。 いくつかの説の中か

(5)  

らとりあえず P HL A WS ONS 論をはじめに紹介する。

ローマ占領時代の道路と現代の 4 本のメインストリートの位置とのスケー

ルの一致すること。それに 2 階のベデストリアンの床のレベルが、 2 つの

古い教会の床レベル約 1. 5 M高と、その後発見されたサキソン人によるタ

イル床レベル約 1.0 M高に着目して、 「荒れ果てたローマン遺物の移動に

手をやいて、その上に町家が表われ、順次道路面の改修がすすむ。 その後

の多くの火災に対処して一階部分が、今一つの典型として残された石造り

- ロウ ズを抱き込んだまちなみ( 写真文献(9)より )
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- ロウズの辛抱 - シティウオ ール上の廻廊

- 新し いプラザヘ通じるべデストリアン

ポー J レトの半地| 渚が生まれた」。というふうに彼はナゾを解き明かす。これ

を土台にしながら他でみられるアーケードとの比較や中世のイギリス一般

の町家の{頃 IIl J 、それに当時の繁栄ぷリにう自白し近ね合せて、わたくしなり

に類推すると次のようになった。

チェスターのような 21滑レベ l レのものは例外として、ストリートレベル

のものは、 tTから世界各地に見ることができる。熱街地方に見られる太陽

をきえき' るためのアーケードや、日本でも豪雪ー地方にあるガンギもその一

つである。その rlJ で以前スイスの首都であったベルンのアーケードは、| 日

市街のほぼ全域にわたりはりめぐらされていて有名である 。冬の吹雪から

i遊f子〈人ノマは守られて、ショッピングエリアとして! 騒いをつくり出してい

て圧巻である。その機チは絵を参考にして」5・えてみると馬車時代に、人~

馬車の分離と個々の町家へのくサービスのしかけ〉がまちのシステムにま

で日められていったことがよくわかる。このような合時であった地階部分

とJ l l i ぴ出しの方法は、現在イギリスのインナーコートを持たない向密度な

203 
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ーコ<1: E  ｾＯ＠ -一一
ト ン ヰ ｊ レ泊 ｾＱ ｾＭ Ｍ ＭＭＭＭ ｟＠ - - :.iI-

- 強烈な太陽と トンネル型アーケード ー北アフリカ

- 豪雷とガン木一北陸地方

商 品 回 出 し 入 れ に3主趨

・ベJ レンのアーケー ド

- ロウズの階段 織影/ 丹田悦雄

市街地の中で、ときたま見かけることができる。つまり、きびしい気候の

克服と、ベノレンのアーケードのしくみをさらに発展させれば、チェスター

のロウズが生まれるわけだが、さらにもう一つ有力な材料がある。イギリ

スの中世の町家は、 H 皆に倉庫、商庖、2 I l 皆か ら上がプライベートな住ま

いであった。このような機能によるタテの使いわけは 、とくに格式が上が

るほど見られる一般傾向であった。 近世に つくられた一般住宅にもこれが

引きつがれて、いまでもロンドンで見ることができる。日本の一階部分は

グランドフロアーと呼ばれて 、車夫や召使いに与えられ、主人達の部屋は

2 階すなわち、ファーストフロアより上にあった。これは道路からのレベ

ル差て・プライパシーの彼得と居住性を高めるためのものと思われる。

つぎに当H寺の街の機子はどうだったか? 農奴市il の解体から豊富な羊毛利 用

によって毛織物工業は、都市から農村へ移行した。そのかわりに都市は、

必村の織元に対する問屋、商人、商業資本家遠のすみかとなり、これが、

中世の繁栄の基礎となって本当の意味で都市が市民を生み、町家の型を

決定したといわれる。こうした都市の人々の意識と実力は、前述の中世の

町家の伝統的な生活と、馬車H寺代にみられた活気のあるストリー卜のアク

ティピティのしくみ、 一方それほどの雨量はないけれども一年を通じてぐ

ずつく天候とかが、 2 階建屋恨っきといった便利なベデストリアン ・アー

ケード〈ロウズ〉を生むことになったのではと考える。ローマ人の残した

邪魔ものをなんとか処理し、長い間の何度もの衰退と繁栄をくり返しなが

ら、再開発と開発的保存をかきねて、結果的に高次のストラ 7 チャーを見つ

けたわけだ。強力な王だとか中央政府の行政機関によらず、そこの庶民が

独自に j杉造ったであろう彼ら自身のシステムの中に、冒頭で述べた現代の

プランナーの参加の 11: )i を J号える| てすE 円してよ L 、。

不思議なこと

わたくしはこれを古きながらイギリス人について、不思議な二つのことを

々えた。彼らのもっている伝統と多様性についてである。まず伝統につい

て一一 枇近ロ ンドンのあちこちで古いものをＮＮｾ［ち壊してはお層のオフィス
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や住宅をドライにっく りあげているのを 見 て驚 ろかさ れる 。 い ま 盛 ん に 再

開発が進められているロンドン市の 中心部にあるパービ ガ ン一 帯もその一

つである。そこは以前のロンドンつ子にとって、忘れる こ とのできない記憶

そのものだった。その反面、古いものに対する頑固な保守 性に、われわれ

はしばしば首をかしげる。歴史の 中めできごとは 、残された建物や橋それ

に道ばたの古い道標にまで、いささかのユーモアを含めて物語られ、大事

にメモライズされ強化 される。すべての古いものには彼らの記憶が付着し

ているのだから、保存について熱心である こ とがよくわかる。古い公共建

築やすばらしい公園はもちろんの こ と、 おじいさんの代 から愛されてきた

小 さなパプ( のみ屋) だ とか、 有名な 2 階建ての パス や腰高の 旧式タクシー

に い た る ま で わ れ わ れ の よ く 知 る と こ ろ で あ る 。 混雑する ス トリ ー トで

一 番先に自にとぴ込 んでくるあの赤い 2 階建てパスやクラシックタクシー

は、容易に見わける こ とのできる公共機関としてのすぐれたデザイ ンだと

あらためて感心させられる。わたく しが考えていたものは 、古 い も の と 新

しいものをずーと大昔から 矛盾することなく共存させてきた彼らの伝統の

不思議さについてであった。 これについて云えることがもう一つある。開

発的保存をおこなう場合の価 値基準について 、次 の よ う な 法則 が働いてい

るのではないか。

前に述べたように、 く空間を 構 成するイ闘の エ レメン トが 機能 をはなれて空

間のもつi管在的な意味をわれわれに与えてくれるもの〉は、積極的に保存

されている。すなわち保存に当つては、純粋に空間の論理を働かせて、価

値決定の可能な空間の意味とチャームポイントが必要なのである。

二つ 自の不思議、多様性について一一イギリスは交通手段が現代のよう

に発達をみる以前、世界にさきがけて都市化を終えた こ ともあって、国土

はわれわれから見て理想的にコントロールされているように思われる。ど

うしてそんなに都市計闘がうまくゆくのか。彼らのいう計画は、そのまま

規制l概念を含んでいるという 。 それを装つ' けている法体系は、誰もが知っ

ているように慣習法をもとに組立てられている。 日本 の よ う な 国 民 の 権利

義務を定めた憲法がない。もともと市民革命の 7 グナカノレタにより確立さ

れたものだから、国民の自由はすべて個人の自覚の上に成り立っていると

いう法意識のもとにおかれるのである。しかし、われわれにとって頭の中

で理解できても実際にはたやすく納得のできるものではない。これに関し

てすっきりした解答はみあたらないが、多分、徹底した利己主義と画一化

を嫌う国民性だからこそ 、お互いに集い生きるための目に見えない約束ご

とをつくり、伝統的に受け継いできたものと恩われる。多様性は伝統の中

から生まれ、伝統は多様性から富IJj きされてきた。このこともそこに生まれ

住んでみなければわからないことのようだ。

以上のことからわれわれは一体何 を学びとることができるだろうか? 日本

は保存すべきもののほとんどを失ってしまった。そういう中から世界のど

こにもないく不思議〉を創り出さねばならない。

最後に

今月号より始めることになったこの y リーズは、京大上回篤助教授を中心

とした研究会のメンバーが、ここ数年間に訪ねた世界各地 の歴史的都市の

チャームポ イントを紹介しながら、その現代的意義の再発見と再生の努力

一一単なる 凍結的保存ではない都市の新たな開発的保存の 問題を紹介する

のが目的である。ただし、必ずしもそのすべてにわたって詳細! な観察 ・記

録 ・分析等による系統立ったサーブウェイを行 ったわけでは ないので、と

きにはその問題のきっかけをつかむための序説に終るこ と もあろう 。 なお

今回は紙数の関係でイギ リスにおける歴史的都市の保 存に関する 一 般的状

況と、それに関連したチェスターの歴史について割 愛しなければならなかった。

以下参考文献名を上げておくので興味のある方は、それらに目を過してい

ただきたい。
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- シティウオール上の廻廊からの眺めに関するスタディ
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回 目 白 『 甲

- 町家の並び

- 参考文献 (5) ・(8) より

参考文献

1 .  E NGLI S H  A R C HI TE C T URE / [ .D.  AT K I NSON  

2  都市形成町歴史/ ア サーコーン 星野芳久訳

3  世界的新都市開発/ 日本高11市センター

4 . イギリえの都市計画/ 山口周三

都市計画的法制とその巡用に l制するすぐれた報告f，!1

5 .  C HE S T E R  .  A  S TUD Y  I N  C ONS E R V A T I ON/ HMS OI 962年成立の〈都市農村計画

法> (T O WN  A ND  C OUNTY  P L AN NIN G  ACT .  1962) によって点としての歴史的

建築的遺産の保簸級制から、耐としての地区地域指定への制度は、 1967年 〈百11市環境保存

法> (C IV IC  A M  E NIT I E S  A C T.  1967年) として確立する. この梯備段階に平行して、

住宅地方行政大臣は保存すべき環境に| 期する具体的な劉査研究材料として、代表的な 4 つ

( パース ・チチェスター ・ヨーク ・チェスター) の歴史的建築的に興味のある 都市を選ぴ

1969年、一般に公表された倒査結来的報告舎のチェスターに l刻するむのがこれである。内

容は現代から未来にわたる展望をもちつつ、既成価値の適応について開発的保存町もつ問

問点を明りかにしている. そ こに示された従案に至るテー? のえらぴ方から手法や型式は、

都市町多機性的犯催と笑統性に ill 鳥を l1i いた程度内高いものである.

6.  D EV E L OP ME NT  C ONT R OL  P OL I CY  NOT ES / MH LG  

7.  HIS T RIC A L  AT L A S / WI LL I A M R . SHE PHE R D  

8 .  OA P  1970 ・1 月号

9.  T PR  1966 ・10月号

• 

たんだえつを( 建築家生活空IlI I学研究会会貝)

CHESTER 
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建 築 基 礎 工 法 と 実 例

- 昭和4 6年 H 月下旬発行 ・予約特価 3，5 0 0円 ・B 5 版 550頁

発 刊 の こ と ば

建築基礎工法の近年における発遣は，実 IC目覚ましいばかりのものであり .

終戦直後の頃 IC較べるとまさに隔世の惑が深い。 E のような基礎工法の今日に

おける段計と範工の実態を理解する E とは，ひとり基礎関係技術者のみならず

より広い分野の建綾工事関係技術者が. ひとしくもっている希望であると思

う. ζ のような要望にこたえるため. 日本建築協会では. 建築基礎工法の解説

と実例を内容とした図書の出版が企画され，数年におよぶ執筆 ・原稿検討 ・編

集の苦しい作業を経て，いまようやく刊行できる運びとなった。

本書の主内容は，基礎篇と実例摘の 2部から成っている。まず基礎篇では，

現在における基礎工法のもつ意義と最新の基礎的知磁を盛込む ζ とを意図し.

わが国における建築基礎工法の発展過程の展望，基礎構造および工法の基本計

画の考え方や基礎的調査のあり方. 施工上考えねばならない諸制約などについ

て詳しく解説し. さらに主要な基礎工法のそれぞれに関する懇切な説明を収録

する E ととした. 一方実例篇 ICついては，代表的な路工法 IC関する実例を. 大

阪地銀を対象として遺ぴ. それぞれの工事担当者に基礎的調査の段階から基礎

工法の選択. 基礎の設計. 施工計画. 実施工のすべてを通じての工事記録を公

関して頂き. 苦心の程を語ってもらう ζ ととした.

編集にあたっては，資料の新しい乙と . 具体的である ζ と，内容に一貫性を

もたせる E と. そして解説はできるだけ観切である E とを心掛けた。続者庖と

して，実務にたずさわるJ . t 股工事の中堅技術者を念頭においたが，基礎4構造や

工法を乙れから学ぼうとする若い技術者や学生にとっても，好適な重量考寄とな

るように考えたからである。

帯い. 執筆陣 ICは基礎工法および工事K 鰹官な経験をもっ幹郎技術者の方々

をえる E とができ ，企画および編集のねらいもほとんど生かされたと思う。内

容の豊かなユニークな本になったと . われわれひそかに自負している次第であ

る. 本書が. 今自における基礎工法のもつ怠援とあり方を紹介し，現場担当者

の人自にふれにくい苦心の程を語りかけ. 践者 IC' "礎工法 IC関する関心と理解

を一層深める糧となる ζ とができれば，臓に幸いと思う次第である.

昭和46年10月 l 目

建築基礎工法と実例編集委員会

費 且 長 山 肩 邦 男

編 集 * 発 行

ｾ＠ 設 日 本 建 築 協 会

〒 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 37番 地

電 話 06 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640番

主辰瞥口座 大 阪 3 9 9 7 5 番



- すいせんのことば

京都大学教授・工博 横 尾 義 貫

このたび、日本建築協会から「建築基礎工法と実例」

が出版されることになりましたが、このような優れた有

益な図書が世に出ることとなったことを、建築工学の一

端につながるものとして、また同協会の役員の一 人とし

て喜びにたえません。さらに 編集委員長として数年にわ

たり苦心された山扇邦男博士に、かつて建築基礎工学の

研究をすすめたものとして喜ぴはーしおです。

大地はいわば生き物のように、その様相は複雑なも の

があります。したがって、基礎工法は鉄やコンクリート

を素材として、全〈人為的に構築される上部構造とちが

った難しさをもっています。しかし近年、これに対して

科学的に対処する生理学ともいうべき土質力学の進歩、

また診断法ともいうべき土質調査法の発達、さらに外科

療法にもなぞらえられる掘削工法や地下工法の工夫 ・発

展はめざましいものがあります。それだけに、建築設計

や建築施工にたずさわる技術者にとっては、基礎工学に

関して学ぶべきことがあまりに多〈、その進歩発展に追

随していくだけでも大変なことであります。この図宮ーは

基礎工学の進歩した断面を如実に示すもので、いわば斬

新な臨床医学のごときもので、基礎工法にとりくんでお

られる多くの技術者の要望に答えてくれるものであると

信じます。

内容を見ますと、まず冒頭に基礎工法の歴史が述べら

れておりますが、物事の進歩を識ることは、その歴史的

位置づけを知って、はじめてできることだと考えられま

す。また新な着想、のごとく思っていることが、すでに先

達によってこころみられていることもしばしばあります。

この ユニークな企画と、また著述の苦心に対して敬意を

表したいと思います。

ついで基礎の調査、計画について述べ、また多岐にわた

る各種基礎工法を箆理集約して読者の理解を助け、さら

に主工法の数多くの実例をかかげであります。おそらく

この部分が本警の中級をなすもので、執筆者はそれぞれ

斯界の第一線にある方々ばかりであり、きわめて有用な

ものであると思います。末尾は関連諸法令、工法 ・材料

などに関する資料を集成してあり、まことに親切な編集

ということができましょう。

いまここに「建築基礎工法と実例」の出版を喜び、同

時に多くの諸兄によって活用されることを期待いたしま

す。

日本建築学会構造標準委貝会

基 礎 構 造 分 科 会 主 査 ・工 博 大 崎 順 彦

近く日本建築協会から「建築基礎工法と実例」という

本が発行されることになった。原稿を拝見したところ、

きわめて内容の盟かな異色の本であるという印象をうけ

た。建築基礎工法の現状とあり方を紹介するに入念の神

経をつかった編集がなされており、良い意味での関西的

なネパリのある内容であると思う 。

ご存じのように、建築基礎工法は最近の 20年足らずの

聞に誠に長足の進歩をとげた。戦前の基礎工事では、地

盤調査が行なわれることもごく少〈、基礎工法といって

も木ぐい打ちか割栗地業などが主流をなすような状況で

あった。ところが、今日ではまず地盤調査の結果に基ず

いて掘削、土留め、クイ地業、地盤改良など各部門の詳

しい施工計画が樹てられ、各種の新鋭施工機械が大いに

活躍している現状である。このような近代における基礎

工法の発展過程を改めて辿ってみることは 、現在の基礎

工法のおかれた歴史的立場を認識し、将来への発展の見

通しをたてるという面で、非常に有意義である。本舎の

第一章にこのような発達史をおくことを企画された意義

を高〈評価したい。

基礎工法の発達は、当然土質基礎工学のめざましい発

達に裏づけられたものであった。 現在のわが国での建

築基礎構造の設計理念は、日本建築学会の建築基礎構造

設計規準( 1960年) におかれており、間続準は当時として

はわが国の基礎構造界に一大方針 を示したものであった。

しかしその後の土質基礎工学の発達、基礎工法の多角化

・大規模化は急ピ ッチであ り、今日では 10年前の同規準

のみではとてもカバーし切れないものとなってきた。

本舎では同規準発行後の発達 ・変遷を考慮し、しかも

実用面に重きをおいた基本計画のあり方が説かれている。

建築基礎構造設計規準の基本理念にのっとり、現時点で

の工法計画上のあり方を解いた解説は、大いに参考とな

るであろう。

基礎工事の実態というものは、現場担当者以外にはな

かなかわかりにくいものである。この本では 、 まず各種

工法についての詳しい解説が行なわれ 、多くの代表的な

ビルについての基礎工事全過程の詳細な施工記録が収録

されている。解説と実例との組合せによって読者の理解

を深めようとする企闘は、大変適切 であると思う 。

このようにみてくると、この本の編集のネライがよく

理解されよう 。 出版までかなりの年月を要したとのこと

であるが、この豊富な内容の盛込みに大変苦労されたこ

とと思う。特に過日建築基準法の大幅な改訂があったた

め、関係内容をすべて再検討されて、やっと今日の出版

にこぎつけられたという。まことに良心的な親切な本で

あると思う。広〈建築各界の人々に推薦してやまない。



第 3 章基礎構造の基本計画

荷重によって群ぐ い中 の各くいに作用する終局的な負の摩擦カの最大

値として次式を提案している。 図 3.24 を参照されたい。

Rn!  =  (ψL
1
S  +  A Wo) /n  (3.38) 

乙乙 K ，Rn!  : ' 負の摩擦カの最大値 (t/本〉

ψ  : くい群の外周をつないだ周長 (m)

L
1  

: くい長さの聞に存在する圧密居の下端までの深さ (m)

S  :  L
1

の部分における平均くい周面摩擦応力度 ( t/m2)

A  : くい群の外局をつないだ内部の面積 (m
2

)

叫 : 圧密沈下を誘起させる盛土荷重 ( t/m
2
)

n  : 翼手ぐい中のくいの本数( 本)

上式の第 1 : 項は， くい群の外局面に作用する 負の摩擦力を示すが，

図 2 ・23 おける中立軸以下の正の摩擦カの存在を無視 し，L 1
の全長さ

耐震塁間

出出自己

支持層

図 3.24

にわたって負の摩擦力が働 らくものとしているので， 多少過大の値を与 えるとみてよい。 S について

は，圧密完了時の値である から ，粘性土庖に関しては次の排水せん断強度をとる べ きである。

S  =  K t (z) t an ゆ， (3.39)  

ただし ，K : 土圧係数

ρ (z)  : 深さ Z における有効鉛直圧 ( t/m
2
)

グ : 排水状態で・の負の摩擦応力の抵抗角

しかし排水せん断強度は一般の土質試験では適確に求められる段階ではないので， 暫定時には次式を

用いる以外 iζ なかろう。

S  =  Qu/ 2  ( Qu: 一軸圧縮強度) (3. 40)  

また L
1

中の砂層については、有効圧による摩擦抵抗値

S = Kρ (z) t an ゆ (3.41)

を用いるものとする。 記号は (3.39) 式に関するもののほか，o  : 内部摩擦角である。したがって 吉 は，

L
1

中のとれら各層について S を求め，L 1
の全長さについて求めた平均値となる。

(3. お) 式の第 2 項は，群ぐい中の中心 IC近いくいに作用す

る負の摩擦カを表わすものと考えてよい。乙の値 lζ 関して

は，筆者らが行なった群ぐい ICついての理論的考察15) の結

果を， 重雲考 までに紹介してお く。同文献においては，群ぐ

いは平面的に無限数つづくものと仮定し，ま たくい周 K 作

用する負の摩擦カの大 きさは (3.39) 式で5食わせる ものとし

た。地下水位が地表面と 一致し， 地表面上 IC盛土荷重 叫

が作用すると仮定し た計算結果の一例を 図 3 ・25 IC示す。

ただ しaは， くい 1 ;本が占める地表面積であり ，klまくい先

15) 横尾・ 山肩 ・長岡: 群ぐいに作用する Negati ve  Ski n Fr iction 

の理論解( 日本建築学会論文報告集150号，昭43. 8  )  

L ，= 20m， K =且5

中。= 30・， γ = U7tl m'

"“ = 0. 667 X  10- ' m' ! t  

一-w. ( tl m' )  10 20  

図3 ・25 群ぐいに関する負の摩擦力理論



.  編集方針/ 基礎工法の基本的な概念や考え方に関する懇切な解説一歴史的な発展過程・基礎的

調査のあり方 ・基礎構造計画上の指針と設計法 ・実工事において考えねばならぬ諸制約

・各工法の具体的な紹介など ( 基礎篇 )0 / 大阪の軟弱地盤における最近の代表的建築

物 7 例に関する基礎工事の施工記録および工事担当者の詳細な解説( 実例篇 )0 / 具 体

性および実用性に解説の重点をおいた編集計画、実務にたずさわる中堅技術者向きとし

てのみでなく、若い技術者の入門書や学生層のための参考書としても好適で・ある。

圃 総 目 次 [ 第 1部・基礎篇] 第 1 章建築基礎工法の発展過程・明治維新より第 2 次大戦までの

建築基礎工法 ・戦後の建築基礎工法/ 第 2 寧基礎的調査 ・敷地およびその周辺の調査 ・

地盤調査/ 第 3 章基礎構造の基本計画 ・基礎構造選定の条件 ・支持力の検討 ・沈下の検

討/ 第 4 章掘削工法・掘削工事 ・掘削用機械 ・掘削工法の計画 ・排水工法 ・排水工法の

計画 ・施工管理/ 第 5 章〈い打ち工法・くいの種類とその特質 ・くい打ち計画 ・施工管

理/ 第 6 章ピヤ工法 ・ピヤの定義と特質 ・ピヤの施工計画 ・ピヤの施工管理/ 第 7 章泥

水工法 ・泥水工法の定義 ・泥水工法の種類と利点・計画および施工上の問題点 ・泥水の

機能管理 ・チェ ツクシート / 第 8 章ケーソンおよび井筒工法 ・概 要 . A巨体の設計 ・施 工

法 ・潜画病と酸素欠乏/ 第 9 章逆打ち工法 ・逆打ち工法の定義 ・逆打ち工法の細部施工

計画/ 第10章アンダーピニング工法・種類と目的 ・計画 ・工 法/ 第11章地盤改良工法 ・

建築基礎と地盤改良 ・各種の地盤改良工法・計画と適用・笑施に対する注意点 ・地盤改

良の実施例

[ 第 2 部 ・実例篇 ] 東洋不動産瓦町ビ/ レ( 掘削工法) / 東洋ベアリングビル( < い工法)

/ 大阪合同ビル( ピヤ工法) / 大和道修町ビル ・日生淀屋橋ビル( 泥水工法) / 富国生命ビ

j レ( ケーソン工法) / 朝日新聞ピル( 逆打ち工法)

[ 第 3 部 ・資料篇} 関係法令 ・建築基準法( 施行令 ・告示 ・通達) ・騒音規制法( 施工

令 ・規則l ・条令) ・労働基準法( 労働安全衛生規則) ・道路法 ・河川法 ・その他関係法規/

〈い載荷試験規準( 土質工学会) / 各種基礎工法( 既製ぐい ・場所打ちぐい ・柱列土留め

壁 ・柱列連続土留め壁 ・井筒ケーソン ・地盤改良 ・その他)

[ 体 裁] 半IJ型 : B 5 版 (l 82X 257mm) 9 ポイント活字一段横組. 頁数 : 550頁特別上質紙.

表紙 : 特クロース上製 ・特製函入

[ 価 絡] 予約特価: 3，500円 . 定価 : 4，000円 送 料 : 250円 {発 刊] 46年 11月末の予定

[ 予約申込] はがきに冊数 ・氏名 ・勤務先・ 送 附先( 郵便番号) を記入 して12月末までに願います。

- 執筆者 (執筆順 ・敬称略) 谷口尚武( 大林組) / 小川地喜 貞( 鴻池組) / 員戸俊一 ( 大阪市) / 前川陽

( 村野森建築事務所) / 山肩邦男( 関西大学) / 丹羽稔( 竹中工務庖) / 池 保( フジタ工

業) / 山口安男( 日建設計) / 中島志郎( 東京ソイルリサーチ) / 畝 照夫( 大林組) / 野平

忠 ・福田乙二 ( 鹿島建設) / 山本 滋( 大林組) / 新見芳男( 市水建設) / ノJ，j 11 充郎( 不動建

設) / 山田文三 ・林 英夫 ・山本一政( 鹿島建設) / 松岡照夫 ( 大成建設) / 井上司郎( 松村

組) / 越本昌弘・太田進一 ( 大林組) / 青木信介( 竹中工務庖)

【編集委員会】

委 只 長 工 学 博 士 山 府 邦 男 ( 関 西 大 学 )

幹 事 多々見市蔵Ｈ大阪市Ｉ Ｏ 宮川途郎Ｈ泉ｾ計事務所Ｉ

/ 山口安男( 日建段計)

委 只 池 保 ( 7 ジタ工業) / 稲村数夫( 建設省) / 貝戸

俊一 ( 大阪市) / 丹羽稔( 竹中工務庖) / 前川崎

一 { 村野森建築事務所) / 安盛寿一( 大林組)



集 成 材 に つ い て

1. は じ め に

わが国が現在あらゆる産業で ， 使用している木材は，とＧｾＱＮ位の数量な

のか，また ，今後の需給の見通しはどうなのか ? なと‘ について関心を持

ち，建材委員会では ，木材について検討することになった。検討 した結

果，木材需給の見通 し， 価格，流通の状況，木材加工工業の多様性なと，

多くの論ずべき問題点が浮かびあがり，かつ結論づ. けられたのである。

今 ζ 乙でその内容を詳述することは不可能に近いので，その中から比較

的新しい集成木材について詳述する乙とになった。 したがって，乙乙で

は集成材工業の概況，生産の動向，集成材の規格，種類，構造計算上の諸問

題，流通事情，その他という項目で概要について記述することにする。

2. 集 成 材工業の概 況

集成材工業は木材加工業の中で，合板工業，フローリング工業，木材

チップ工業などと並んでいる分野である 。集成材が新しい建築材料とし

て実用化されたのは ，日本では昭和26年森林記念館の構造アーチとして

利用されたのが最初といわれる。以来，集成材の生産は，合成樹脂接着

第 l 褒 集成 材の生産量推移

l  実 態 調 査 集 計 数 値

年 次 | 固 定 喜 | 生 産 量

| エ 樋 数 | 化 粧 用 構 造 用 計

( 単位 nf )  

推 定 姶

対前年比

生 産 量

昭和 37 1  23 1  3. 617 2. 191 5. 808 6. 400 

381 23 1  6.125 1. 828 8. 043 8 . 8 ω 1 3 7  

39 1  23 I  12. 376 1. 636 14. 372 15. 800 180 

40 I  23 I  16. 278 1. 880 18. 153 20. 000 127 

41 1  30 1  20. 471 3. 708 1  24. 179 26. 9∞ 134 

42 I  27 I  18.866 586 I  19. 542 32. 420 120 

43 I  57 I  43. 841  I  1. 604 I  45. 445 50. 0∞ 154 I  

44 I  38 I  38.183 I  3. ω3 I 叫 . 276 70. ∞o  140 

注 1. 40- 45年「近代化実態調査報告書」による。

2. 各年次回答数が遭うため，直接比紋できない。

3. 化絞用 ｉｃ は造作用Ｈコアー材Ｉを きみ Ｎｾ造用には化桂 ばり情造用を古む。

2車Z 衰 t単位: oo) 

I  .. ＮＮ｟ＮＮＮｾＮＮ＠ I  柱 | な げ し | し き か も い | て す り | そ の 他 計

化粧用集成材 ｉ ＭＭＭＭ ｾＭＭＭＭｾＭＭＭＭｾＭＭＭＭｾＭＭＭＭｾ
I  24.4  I  27. 1 I  9.8  5. 1  23. 6 I  100 

| 変幽アーチ 往 | は り そ の 他 | 針

構造用集成材 1- - - - - - - ; - - - - - - - '

I  32.6  I  13.4  36. 2 17. 8 I  1∞ 

注 : 45年「近代化実態関査報告書」に よる。

第 3 表
〈単位 Fの

樹 理

コ ア ー 材 化 粧 単 絞 然 成 材

ス ギ 12.8 27.0  5. 2 

針

ヒ /  キ 8. 9 30. 6 2. 6 

エゾマツ ・トドマツ 0. 4 0. 2 30. 5 

葉

へ4・
イ ス ギ 50.2  0. 1 

，、ミ
イ

γ  ガ 7.3 8. 0 

樹

へ- イ 7  ツ 26. 2 

モ

、、、
.ノ

ti 3. 9 15. 8 

a、.  
の {車 7.5  28. 8 0. 9 

広

!I を 4. 3 0. 2 

業

ナ プ 1. 7  4. 6 

樹

ラ ワ ン 1. 5  2. 6 

そ の 他 1. 5  5.1 3. 6 

n
u
 

∞

 

一

・9

一

よ

一

審

一

止
回

一

報

一

査

計

一

棚実代近年
F
h

d

 

注

1∞.0 

材 料 部 門

日本建築協会建材委員会 ( 担当 牧田顕治〉

弗j の開発，木材需給のひっ迫化などを背景に急速に増加してきた。

当初は ，木構造耐久部材としての優秀性，経済性，デザインの優殺さ

などから主に公会堂，体育館，教会などの特殊建築物などに利用されて

きた。万国博会場においてもカナダ館，ニュ ージランド館，カンボジア

館の構造材として利用され，集成材の良さを立証してきた。しかし最近

では，集成材による造作材の利用が急速に増加し ，集成材生産の主体

は，表面に化粧単板を貼った化粧用集成材に移行している。

林野庁の調査による集成材製造工場は，全国で 104工場あり ，工場分

布としては化粧単板としての秋田スギ，木曽ヒノキ ，吉野スギの生産地

ないしその近郊に比較的集中しており ，地場産業的色彩が強い。企業規

模としては ，従業員数20- 50人，資本金 l∞~ぬ0万円程度のものが設も

多く ，零細企業がその主流をなしている。乙れは，いまだ集成材製造過

程において入手による部分が多く ，スケ ーl レ・メリットによる生産性の

向上を求め難いためである 。

3. 生 産の動 向

集成材生産の年次別推移は， 第 1表のとおり ，飛躍的に増大してきで

おり . 44年の生産実績は生産量約 7 万rrL 出荷額約70億円程度と推定さ

れる。種類別には，化粧用集成材が金生産量の9396を占めており ，今後高

層建築における冷暖房装置の完備，住宅のプレハブ化が進むにつれ，狂い

が少なく規格化された造作材としてその需要はさらに拡大するものとみ

られる。また構造用集成材については ，いままでその需要が限られた乙

とや価格上の問題から生産は停滞していたが，建築基準法に基づく材料

認定を受け ，強度的メリ γ 卜も明らかにされたのでその増加が期待され

る。品目別の生産状況については， 第 2表に示すとおり ，化粧用では ，柱

および「なげし」が最も多く ，構造用では，へん曲ア ーチ. i はり 」が多い。

集成材製造に使用される樹種は， コア ー材，化粧単板とも製品の種

類，工場の立地条件などから多種多様にわたっているが，第 3表IC示す

とおり ，化粧用集成材のコアーとしてはベイスギが50%と最も多く ，ま

た化粧単板としては国産のスギ，ヒノキで約60%を占めている。一般に

コア ー 材としてはできるだけ低価格の外材などを利用し ，化粧単板IL

は，スギ，ヒノキを用いるという傾向にある。一方，構造用集成材とし

ては工場立地，強度的要求などからエソ。7 ツ， トド 7 ツの使用が多い。

4.  集 成 材の規 格

I昭和38年 8月，社団法人日本木材加工技術協会において，集成材製造

に関するメーカ ー，需要者，学識経験者からなる集成材委員会を設立

し，集成材の製造基準の制定lζ 努めてきた。農林省と しても ，近年の木

材需給の動向と木材加工技術の高度化の点から ，集成材工業の今後の発

展を確信し ，関係方面の意見聴取を重ねて，その結果昭和41年 9月 7 日

農林省告示第1055号をもって「集成材の日本農林規格」が公示され，同

年10月10日から施行されるに至った。

集成材lζ 関する一連の J A S 規格の制定! とよ り， 各メ ーカーは，財団

法人日本合板検査会による格付検査を受けて， 規格IC合った製品を作ら

ねばならなくなり ，乙ζlζ J A S 認定工場が誕生するととになった。乙

乙では農林省の告示内容を詳しく掲げるには，紙面が許されないのでー

述の項目だけを列記する乙とにする。

・昭和41年 9月 7 日 農林省告示第1055号

「集成材の日本農林規格を定める件」
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- 昭和41年 9月 7 日 農林省告示第 1056号

「集成材の格付方法を定める件」

. 昭和41年 9月 8 日 農林省告示第10ω 号

「合板，単板および集成材についての登録格付機関 となるための登録

基準を定める件」

・昭和41年 9月14日 農林省告示第1091号

「集成材の規格証票の様式および表示の方法を定める件」

・昭和41年11月 9 日 農林省告示第 1380号

「集成材についての登録格付機関を登録した件」

5. 集 成 材 の 種 類

集成材は J A S 規格第 l 条において ，造作用集成材，化粧ばり 造作用

集成材，構造用集成材および化粧ばり構造用集成材に大別される。

造作用集成材は，装飾的内部造作用材で非耐力部材であり，主として小

角材の集成または板の積層からできており芯材，階段の手摺，壁材など

の用途に用いられ，化粧ばり造作用集成材は，装飾的内部造作用材で非耐

力部材である乙とは ，造作用集成材と同じで，長押，敷居，鴨居，落掛，

半柱，上り権，階段の手摺，笠木，カウンター ，床柱，床板，床縁など

に使用される用材である。

構造用集成材( 化粧ばり構造用含む) は建設大臣が建築基準法第38条に

基づき ，同法施行令第89条第 l 項および第 4 項の規定によるものより同

等以上の効力を有するものとして，昭和45年 5 月14日材料認定されたも

のである 。そして用途と しては， わん曲ア ーチ， 長尺梁，柱，段板，桁，

木造船の竜骨，橋梁などがある。また化粧ばり構造材は ，芯材は耐力部

材で表面は化粧を要求されるもので，木造住宅の通し柱，管柱，梁のよ

うな荷重を支える用材である。図示すれば図 1 のどときものである。

6. 構 造 上 の 諸 問 題

( A ) 一般事項

わん幽アーチ

ハ
/  

化粧ばり 4構造用集成材(耐力部材)

洋容応ブ) I. 5倍以上

4務造用集成材(画りJ 古II H)

Ｑ 干ｾ応｝Ｉ 1. 5倍以上 J也量産、台風、火災にも大丈夫

化粧ばり造作用集成材 Ｈ ｾｉＧ 画 ｴ［ＡＩ 部付Ｉ

装飾的一内部造作用

造作用集成材UI '耐プJ 古川イ)

小角材集成

52 

j車線の積層

仁二十一= - - - - '

図 1

ユ) ラミナには心持材を使ってはいけない。

(2) 各 ラミナの接着面の木理は板目と柾目を混用しないよう，なるべく

図 2のように同一種類のものを用いる乙 と。

(3) 集成木材の製造はすべて木構造設計規準 ω 7 の示すと乙ろに従う。

(4) 別に指定のない限り ，集成木材 ICは木構造設計規準の各条項を適用

する乙とができる。

( B ) 許容応力度

木構造設計規準 ω 7 の示す援者剤を用いて正し く接着された集成木材

で，無欠点材の許容応力度は同規準表 4. 2 ( b)  IC示すものに，第 4表

の係数を乗じた値とする乙とができる。

( C ) 集成材の構成

(1) 上下縁部のラミナにはなるべく欠点のない材を用い，その部分の厚

さを材せいの%。以上とする。

(2)  中間層のラミナ ICは低品位の木材を使う乙 とができ るが， その場合

の許容応力度およびヤング係数は権威ある実験によって定める。

(3)  ラミナの長手方向に継手を設ける場合は，なるべく応力の小さい位

置でスカ ーフ継ぎとする。ス カーフ長さ r はラミナ厚さ t の10倍以上と

する 。ただし ，完全 IC圧縮力のみを受けるラミ ナの継手は突付け継ぎで

よい。隣り合うラミナの継手の間隔は ，ラミナ厚さの24倍以上とし，か

つ同一断面において継手を持つ 2 つのラミ ナの聞に継手のないラミナが

少なくとも 2 層以上あるようにする乙と。

(4) 曲げ材において，その応力の大きい部分の引張最外端にあるラミナ

には ，なるべく継手を設けない。

(5) ラミナの幅方向のはぎ目は突付けでよく，隣り合う上下ラミナのは

ぎ目位置は少なくとも 3cm以上離れていなければならな い。( 図 3参照〉

( D ) わん曲集成材

(1)  わん曲集成材は各 ラミナを曲げて接着するも のとする。

第 4 蓑 集成木材の許容応力度に対する治加係数

増 加 係 数

積 層 枚 数

引i I l および曲 げ 圧 紛

5  1. 4 1. 2  

6  1. 4  J. 2  

7  1. 5  1. 2  

図 2

HI  

2 4 t 以 L ー」

図 3



(2)  ラミナの厚さ t l ( 対する曲率半径 p は ( L ， 1) 式に したがう 。

針葉樹材 ( 軟材) の場合 p>  125 t  1  

>  ( L .  1 )  

広葉樹材( 堅木) の場合 p>  1∞t J  

(3) わん曲部分の許容曲げ応力度は ( L ，2 ) 式の係数 h を乗じて修正

する。

k  =  1  _ 2000(_ t_ ) 2  ( L ， 2 )  

、P I  

乙乙 K t ラミナ厚

p: 曲率半径

(4) 長方形断面の曲がり材が曲けモーメン トをうけた ときに半径方向 1<::

生ずる最大応力度は ( L ，3 ) 式による

3 M  

R = 一一一一一 ( L .  3 )  

2  pbh 

乙乙に σ R : 半径方向応力度 (kg/ cni)

M : 曲げモー メント ( kg・c皿〉

b  : 断面の幅 (cm)

h . 断面のせい (cm)

p  :  I姐げ材の中心線における曲率半径 (cm)

( i )  M がわん曲を減ずる( 半径を増す〉 方向1<:: 働くときは σR は引張

であ り，乙の値を材の許容せん断応力度の数値の% 以下に制限す

る。

( ii )  M がわん曲を増す( 半径を減ずる) 方向に働くときは σR は圧縮

であり ，乙の値を材の繊維に直角方向の許容圧縮応力度以下に制

限する。

(5)  ラミナ を曲げるときに蒸気 ・熱気などで処理する ζ とは適当でな

い。

(6) わん曲集成材の製造にあたっては " はねもどり " を考慮する。

7. 流通事情

つぎに集成材の販売先は ，第 5表に示すとおり ，主体をなす化粧用集

成材では ，問屋向けが半数以上を占め ，ついて・プレハブメ ーカ一向けが

239ぢを占めている。乙のプ レハプメ ーカ一向け販売は集成材企業の系列

化とと もに，今後の集成材流通経路としてさらにク ロー アップされてく

るものと見られる。その他，大手建築業者への直接納入あるいは家具，

造船用などのための自家消費もかなりのウェイ トをもっている。構造用

集成材は主に特殊建築物に使用すると乙ろから建築業者向けが過半を占

め，また ，その使用される個所によってその形状を変えるため，ほとん

ど100% が注文生産である。

第 5 表

注 45年「近代化実態調査報告書」による。

8. そ の 他

わが国における今後の集成材の成長のためには ，住宅産業の工業化，

量産化の 中で，干割れ，ひずみ，狂い ，がきわめて少ない乙と，現場施

工の手聞がはぶけるとと ，規絡化されている乙と ，風雨に晒されても ，

天然材とその耐久度においてまさるとも劣らない乙と ，等々の利点を十

分生かす乙とにによって ，その増大が期待される。また ，今後の需要と

供給を円滑にするためには ，m成材製造専用機械の開発，技術革新によ

る大量生産体制の確立をはかり ，メーカー相互の技術水準の格差をなく

して，品質の向上，価格の安定化をはかる乙とが急務であると曹、われる 。

本稿を纏めるに当り ，日本集成材工業協同組合，内外木材工業株式会

社および山陽木材防腐株式会社の方々に資料の提出および説明を受けた

乙とを付 け加え感謝の怠を表します。なお詳 しい規格については ，日本

建築協会発行データーシート K - 3 一 1 ; を参照されたい。
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1:1 

大阪市南区横掘 7 丁目 31 (第 2 丸米 ヒソレ 2 F )  

T  E  L  06- 252- 5859 

東京都港区西新橋 2 丁 目8の2 ( 山崎ビル 2 F )  

T  E  L  03- 501- 1854 

日 本 集 成 材 工 業 協 同 組

助甲岡ゴじ理 事 長

w542 

ｾＱＰ Ｕ＠

集 成 材 - 現代から未来への本命木材

. 構 造 用 集 成 材

建設大臣材料認定( 耐力部材〉

・ 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

建設大臣材料認定( 耐力部 材〉

. 造 作 用 集 成 材

内 部 造 作 用 材 ( 非耐力部材〉

・ 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

内 部 造 作 用 材 〈非耐力部材)

本部事務局

東京連絡所

略説

所 在 地 ・電 話 番 号

富山県高岡希伏木1丁目 1の3

高岡 0766- 44- 代1701

729- 37 広島県甲奴郡総領町大字稲草

l 667 総領 082488- 0022

奈良県吉野郡大淀町桧垣本

下市 07475- 2- 2267

秋田 01882- 3- 7231

595 大阪府泉北郡忠岡町5の1 ( 木材

コンビナー卜 ) 岸 貝 0724- 38- 0189

678- 02 赤穂市大津帆坂2030- 414

赤穂 07914- 2- 5235

奈良県桜井市粟殿335

桜井 07444- 2- 2063

栃木県鹿沼市千手町2520

鹿沼 0289- 62- 3006

639- 24 奈良県御所市 古瀬吉野口駅前

御所 07456- 7- 0305

東京都江東区千石町2丁 目3一28

東京 03- 647- 3141

289- 11 千葉県印旗郡八街町朝日 560- 2

千葉 0472- 94- 3321

奈良県桜井市安倍新町528

桜井 07444- 2- 3630

625- 01 京都府舞鶴市大字中田小字村下

110 舞鈎 0773- 62- 7210

567 大阪府茨木市鳥飼下691

茨木 0726- 54- 4471

高知市北本田T4丁目 4- 43

高知 0888- 82- 代8208

名古屋市中区西川端町9丁目 22

名古屋 052- 321-8518

宮崎県日南市瀬貝町1- 1

日南 09872- 2- 代4121

秋田県能代市字悪戸67ー l

能代 01855- 2- 代7235

018- 31 秋田県山本郡二ツ井町仁鮒

二ツ井 01857- 3- 2007

奈良県桜井市粟殿601

桜井07444- 2- 3271

東京都江東区千石町1丁目 3

東京 03- 644- 代5166

639- 31 奈良県吉野郡吉野町丹治

吉野 07463- 2301

宮崎県都城市大字川東5345

都城 0986- 22- 代4539

509- 11 岐阜県加茂郡白川町河岐790

白川町 05747- 2- 1020

東京都港区西新橋1- 5- 11クス

ダビ J レ 東京 03-505- 6615

東京都江東区平野町3丁目 3のl

東京 03- 642- 0826

岡山県真庭郡勝山町大字勝山

1209 美作勝山 086744- 代2695

名古屋市昭和区堀江町3丁 目12

名古屋052- 871- 代5611

福島県郡山市小原因1丁目

17 - 29  郡山 0249- 44- 1012

奈良県桜井市粟殿20- 1

桜井 07444- 2- 代3471

030- 02 青森市大字新城浮平岡225

青森 0177- 66- 6213

広島市十 日市町2丁目2の10

広島 0822-31- 3434

徳島市北沖洲2丁 目8審33号

徳島 0886- 64- 0804

新潟県村上市大字画蛮頁3二3

村上 0254- 52- 3254

639- 01 奈良県桜井市大泉

桜井 07444- 2- 6725

会 社 名 |

認定番号 |  

|十 条 建 材 株 式 会 社

L W一 刻 有 限 会 社 陶 山 製 材 所

L W- 48! 住 川 林 業 株 式 会 社

百 五 』瀬 川 銘 木 合 板 株 式 会 社 而 而 京 両 幅 削3ー 13

L W- l' 太陽集成材株式会社忠岡工場

| 大 豊 産 業 株 式 会 社

466 

930  

633 

322 

135  

633 

780  

460  

887 

016  

633 

135 

885 

105  

135 

717 

963 

633 

770  

958 

638 

733 

J A S  I  
所 在 地 ・電 話 番 号

秋国県能代市浜通1丁 目45号

能代 01855- 2- 6346

078- 02 旭川市永山町6丁 目1- 34

旭川 0166- 48- 2921

大分市下郡3160の13工業団地

大分 09752-4- 5036

札幌市北三条東8丁目5

札幌 011-261- 代8341

東京都江東区木場3丁目 14- 11

東京 03- 642- 1455

926- 01 石川県七尾市奥原町へ部37

和倉 076762-2642

016  

870  

060  

135 

名ネ土会

L Wー

州和L W- 39 新 宮 ノマネル工業株式会社

ー -1郁良会社 島 田 製 材 所



日本建築協会 二

月間の動き

口昭和46年 9 月分口

| 理 事

. A.  

2 コて

23日 Ｔ 時 ｾＵ 時 ＲＰ 分於会館集会室

出席者 塚本，福田正副会長ほか13理事

岡田「建築と社会」 ω0 号記念編

集特別委員長

議事(1) 1 建築と社会 ωo号記念」の企画につい

て報告

(2) 第12団関西都市 ・住宅会議開催の件

(3) 建築へのコンピュ ーター別用講習会開催

の件

(4) 名誉正会員推挙内規の件

(5)細則一部改正の件( 評議員選出数改正〕

(6) 事務局職員停年延長の件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

事 業 委 員 会

広報小委員会

1 日 6 時- 7時40分 於 会 館 集 会 室

出席者 三品副委員長，小泉，田中各幹事

ほか 8 名

議事(1) 3 会共催の講演会の報告

(2) 展示写真 8 月- 9月( 第11回〉の実施報

告と 10月- 12月( 第12回) の準備状況報

とヒ

Eコ

(3) 本年度第 1回説明会「超早強セメントコ

ンクリ ー トについて」の経過報告

(4) 本年度第 2 図説明会の実施企画について

(5) 本年度の事業企画について

(6) そのほか

見学会小委員会

2 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 堤副委員長，金子幹事ほか 2 名

議事(1) 7 月 ， 8 月 IL実施した見学会の報告

(2) 9 月- 11月の見学会企画について

(3)12月以降の見学会企画について

(4) そのほか

展示写真打合会

8 日 l  時半- 3 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 篠田委員ほか 3 名

第12回展示写真ならびにレイアウトについて

打合せ

16日 1時半- 3時 於 会 館 3 階会議室

出席者 田中幹事ほか 4 名

第12回展示写真ならびにレイアウトについて

打合せ

委 員 会

9 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣，三品正副委員長，金子，小

泉，田中，奥尾各幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 9 月- 11月までの事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) 本年度の忘年懇親会について

(5) そのほか

第 2回若い会員の集い

中国の古代美術と名闘をみる会

4 日 1時半- 6 時

参加者 54名

京都住友本家IC所蔵されている中国古代の国

宝 ・重要美術品を含む 500余点の銅器を展示

している有芳圏西館の見学および前記美術品

と住友本家の名園鑑賞

ゲス ト 小角亨氏( 日建設計〉

有芳圏西館

設計 ・附日建設計

施工 ・附鴻池組，住友建設附

第 3 回若い会員の集い

宗教建築( 修道院 ・教会〉をみる会

11 日 1時半- 6 時

参加者 55名

宝塚カトリック教会

設 計 村 野 ・森建築事務所

施 工 聖 和 建 設 岡

西宮トラピスチヌ修道院

設計 村野 ・森建築事務所

施工附竹中工務庖

日どろの煩雑さから離れて宗教建築とともに

半日を過したが，と りわけ静寂な自然環境の

中lζ 在る，修道院の聖堂での修道女による唱

ミサは，その荘重さに心をうたれた。

ゲスト 村野滋氏( 村野 ・森建築事務所)

教 育 委 員 会

新しい事業小委員会

3 日 4 時- 5 時半於会館集会室

出席者 臼井副委員長，小西幹事ほか 4 名

議事建築へのコンピュ ーター利用講習会企画

について

建築へのコンピュータ一利用講習会講師打合

せ会

8 日 10時- 11時半於会館集会室

出席者藤野，石川講師

議事講義内容の打合せ

建築へのコンビュータ 一利用講習会講師打合

せ会

29日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 講 師 5 名，教育委員 5 名

議事講習会の全般事項について

出 版 委 員 会

出版打合せ会

2 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 祐，小林委員長

議事木造建築シリ ーズ図書企画について

建築基礎工法と実例幹事会

7 日 6 時~日 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 宮川幹事

議事実例篇の校正作業工程について

13日 6 時- 7時半

出 席 者 宮川 ・山口 ・多々見幹事

議事校正作業について

21 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山肩委員長，山口 ・多々見幹事

議事(1)出版工程について

(2) 扉の原稿について

(3) 予算について

30日 6 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出席者山肩委員長，宮川 ・多々見幹事

議事(1)出版工程について

ロ) 予約募集について

編 集 委 員 会

第18回青年技術者選衡委員会

6 日 2 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥回選衡委員長ほか 6 選衡委員

議 事 第18回青年技術者の選衡

1600号記念J 編集特別委員会

11 日 12時半- 2時半於会館集会室

出 席 者 岡 田 ω0 号記念編集特別委員長ほ

か10名

議事(1)基本方針の補足とその後の意見交換

(2)具体化への分担体制

委 員 会

13日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長ほか10名

議事(1)10月号= 1変貌する建築生産」特集経過

報告

(2)11月号= 1第18回青年技術者」選衡委員

会選衡結果報告

(3)12月号= 1自然とレジヤ空間」特集報告

(4)  1月 号 = 1冬季オリンピックと札幌」特

集報告

(5) 2 月 号 = 1600 号記念」特集第 2 回編集

特別委員会報告

(6) シリ ーズもの報告

(7) 作品作風小委員会報告

(8) そのほか

青年技術者打合会

20日 午後 1時- 51時( 随意)

21 日 午前 10時- 5 時( 随意)

選衡された 13名の青年技術者と掲載資料およ

びレイアウトについて相談

作品作風小委員会

13日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 平内主査ほか4 名

議事(1)11月号掲載作品選定

(2)札幌周辺新建築現地調査決定

作品作風検討委員会

22日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

55 



出席者平内主査ほか 5 名

議事(1)11月号掲載作品決定

(2) 札幌局辺新建築調査検討

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

14日 6 時- 8 時 於 な か い わ

出席者井上委員長ほか 6 名

議 朝1)データシ ー ト発行について

(2) 合本のデザインについて

(3) そのほか

議事終了後同所において懇親会を開催

データシート合本打合せ会

20日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者「 井上委員長ほか 2 名

議事合本のデザインについて

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長ほか 2 名

議事合本のデザインについて

建 材 委 員 会

委 員 会

17日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田幸一委員ほか 7 名

言葉事(1)集成材のまとめについて

(2))難燃合板の耐久性について

(3) そのほか

住 宅 委 員 会

委 員 会

21 臼 6 時- 8 時半於会館集会室

出席者 岡橋委員長ほか 11名

議事(1)第 8 回よろず相談住宅展相談内容の集計

について

(2) 委員会今後の事業について

(3) そのほか

見 学
. 6.  

=  

「希望が丘青年の城」をはじめマ ックスファ

クター・ I B Mの両工場新築工事の見学会

3 日 10時半~午後6 時

参加者 47名

希望が丘背年の城

設計 ・監理都市科学研究所

施 工 大 成 建 設 側

マックスファクタ ー滋賀工場

設計 ・監 理 側 日 建 設 計

施 工 清 水 建 設l

I B M野洲工場

設計 ・監 理 附 日 建 設 計

施 工 清 水 建 設 附

兵庫県立近代美術館の見学と美術展示品の観

賞会

10日 2 時- 3 時半( 建物の見学)

3 時半- 5 時( 美術品の観1 ' 1 : )

参加者 6 名

設計 ・監 理 村 野 藤 吾，兵庫県営絡む、

施 工戸田建設』

56 

大阪東郵便局庁舎新築工事の見学会

29日 3時- 4 時半

参加者 8 名

設計 ・監理郵政大臣官房建築部

施 工 附 大 林 組

説 明 ""与

=  

実務に直結した建築工事別説明会 (第 1 回)

「超早強セメントコンクリートについて」

22日 1 時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

聴講者 150名

(1) はじめに

大 阪 大 学 教 授 工 学 博 士 奥 島 正 一 氏

(2) 超早強セメント

大阪セメント附研究所

主 任 研 究 員 工 学 博 士 高 島 三 郎 氏

(3) 超早強セメン トコ ンクリ ー 卜( その 1 )  

小野田セメン 卜附中央研究所

主 任 研 究 員 斉 藤 鶴 義 氏

(4) 超早強セメン トコンクリ ー ト( その 2 )

日本セメン ト附研究所

主 任 研 究 員 塚 山 隆 一 氏

(5)超早強セメントコンクリー 卜の施工

側竹中工務庖技術研究所

主 任 研 究 員 土 岐 高 史 氏

3 会 事 業 委 員 長 打 合 会

23日 正午- 1 時20分於大阪府建築士会

出席者山田学会委員長ほか 5 名

10月以降の共催事業について打合せ

建 築 業 務 基 準 関 係 懇 談 会

20日 3時- 61侍於東京日本クラブ

出席者福田本会副会長ほか20名

建築業務基準委員会今後の運営問題につき協

議

9月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 l 社〕

丸善冷熱工業側

〔個人会員 34名〕

岩 田 憲 三 国 口 彰 $ ; 伴 抜 書 J恵

上 回 淳 一 問 中 弘 成 古 川 孝 雄

上 原 正 治 高 村 政 明 書 宮 川 明 郎

小 笠 原 康 夫 附 柴 洋 一 松 岡 憲 生

岸 政 司 坪 内 勝 美 絵 本 博

小 菅 与 三 一 津 野 瀬 削 彦 水 越 徹

小 手 川 克 己 殿 敷 カ 山 口 末 吉

道 祖 尾 幸 正 j 中 西 隆 一 山 本 T草

坂 平 敬 泰 : 成 相 官 郎 山 本 a; 

坂 本 英 勝 . 原 尚 弘 和 田 実

島 野 七 郎 原 正 好

鈴 木 俊 世 林 正 一

〔准会員 6 名J ( 氏名省略)



信用み 6 f1 p/if ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真 砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 有11戸 ili 生悶区北長狭通 4 - 1  (英手[1ビル )

1 L活 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠間T50( 堂 ビ ル 5 階 502号室)

1屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4

倉 庫 神戸市立介区八幡通 l ー 5 (屯話221 2923)  

陸 屋 根 防 水 に は ぬ 込l 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ Ｑ ミー問ｾ帯

ミ) 亨 ヲ q イト
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎枇

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 - 11 電話 (571)2703- 4・2370. 4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2- 3- 1 電話 (921) 2  4  9  7.  (922)  7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 北 三 条 束 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新型 換気塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番 22号

電 話 ( 981)  0  6  1  5  - 0  6  1  8  
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冷 暖 房 Y  名 利 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 速 搬 機 械

厨 房 マF ーー" " " T 化 学 鉱山 機 械

三 械 工 業 去 を 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取 締 役 支 庖 長 漬 川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 匂 語 大 阪 (202) 代表3071

本 底東京・日比谷ー三倍ピノレ

支 底名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、富山

出 張 所繊浜、金沢、静問、高松

空 間 設 備の 頁

設 計 ・ 施 工

郡朝日Z 業 社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《多

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 (302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま曾社
，φ  

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 625 1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 毅 町 2 - 2 2  電 話 ( 667 ) 3431( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大阪支底

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 社

支 庖

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

本社 ・ノド1jlT 大 阪 市 北 区 bi 田 町 16 番 地 包 括( 363) 犬代表 1371

ム li 1 ; 東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 包括 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 了目 2 帯 22号" f [ I 新( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 I 丁 目 8 番 12号 沼 稲( 76 ) 代表3795

所 名 市 脱 出 111 .  1/，¥ )ド ー京 都 ・神 戸 松 江

設計施工
生

気

水・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

抹式会社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7 l 51 ( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神戸 市 生田区下山子i ! ! i 六 / ー イlis帥ド戸 341 局 5 8 9  2  

式

社

株

会

:H 

A  

Z ミ業 株賀

Ｇ￬［￭Ｍｾ ｈＨ 円 ・空気調和 設備・給排水衛 生設備・ 塗裟設備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷積 機/ 設 計 ・製 作 ・ 施 工
社式工須

建材社

株式

会社! 哲三} 苫ZF
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑮ (572)7411 代

大 阪 支 庖 =大阪 市北 区中之島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 13 ⑧ (211)  1535 代

出張所= 札 幌 ・仙 台 笠 間 ・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山 ・福 岡 ・パ ン コ ッ ク

ι : 、h

{き)
康 一 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

出張所一 高 松 ・北 九 州

支

営 業 所一 千 葉 ・償 浜 ・広 島

冷 凍 冷 蔵

⑨ 話 相 冷 縫 織 詩 書 柱

地 盤 凍 結

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 ( 06) 761(代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビ J レ8 階) 郵便番号 102

話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

社

空 気 調 和

本

水 道 ・衛生・日産冷房・其f也管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝事筋所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京商1I 千 代 国 区 大 手 町 2 の 8 1I'f J也( 日本ピル)

官 宮 崎 東 京 ( 270) 7  4  1  1  1I'f ( 代 表 )

利L似市南大j曲凶4 丁目 I.f' ls)l j且鍬ピル ・'Il: .!li '礼申1}It ｾ［， ＷＺ［Ｖ＠
笠 沢 市 内 1品J ｾｦ＠ 2 待 f ｾ＠ {) j }  Ｇ， Ｇ ￬ ｦＺｩ ［ｲｪ 金 ｾｊｾ 2V2( 刑

制 作 市 御 幸 2 の i .，iUi; 点!I ぬ24:l6

品 位 市 2 Iff T  9  .，iU/; ［ｩＮｩ［ｴ ｪ［ ｾ￹ 九
l国l 山 rlj ) に( J ¥ :J 8  0 の 1 .，iUi; ｪｾｩｩｬ￬＠ ぬ;.486

ヰωH常業 所

金 ｡ｾＧ ，ｾＧ 業 所
有 Ｎｾｊｈ･Ｂ 民所
I  Ｚｾ ， Ｇｩ 位出帰 ＱＧ ，斤
ｉｾｊ 山出娘所

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 腐

東 京 l苫 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1 }L ビル 6 7 6 号

電話 212( 代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61( 代)4371

名 古 慶 唐 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代)1781

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

仙 台 支 庖

大 阪 市 北 区 日 111 旧T 3  0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

f l ! 筋 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 来 区 東 門 前 町 3 - 6  

fl! 骨重 ( 971 )  3  6  2  1  

大 阪 底 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1
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空 調 設 備の 頁

平' " 互業相会社@  

衛 生 ・空 気 調 和 設 備 設 計 ・地 工

ヰ土本

T  E  L  ( 441) 附 1994 . ( 443 ) (f 加3 31 大| 波山間区江戸時t: 泊 2 の 2

空 気 調 和 ・ 恒 j副 主 湿 ・冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

暖 - 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業績給紅

品主4

-← 
套拘ｦｩｾ＠高回

大 阪 市 南 区 II Ifl鹿 BIT 2  - 5  0  'i1!: 話 261 - 2436({ り

東京都大 1111玄丙馬込 1 - 2  - 1  包 括 773- 123H{¥:l

銀座 ・ ｩｊｾ l1: . 京r . B ・ 神 戸 ・ 稲 岡

本 底

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピ l レ8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 内 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

キ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

新日本空調株式会社

舎

大

社

大阪市西区京町刷 1 丁目 6 2  況，: f ; ( 443) 代 .&8161- 9  

名古屋市中村区水主町 l 町 1 2  :tt，:f;(54 1)0966(551)1655 

東京都l港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2.  

赤 坂 ピ - 7 ピル 5 階 1lt，;舌 (583) 1  4  6  7  

神 戸 市 生a J ? f 北長狭通 7 T 目1町 1 ｾ正必 ＨＳＴ Ｑ Ｉ 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式株業工国山

本 社

支 白

出銭所

大 阪 市 北 区 立 山 i兵iill l - 2  5  ( 新大ヒソレ)

m話 ( 06) 344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本備本石町4- 2(三井第二別館 )

屯話 ( 03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

れ 古 屋 九 州 ・広 島 札 餓 ・ 東 海 村 ー北 陸 ・大 分

阪 支 m

本 社 東 京 支 府

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・アルミ -サ ッシ- ドア - シ ャッ ター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 鹿 嶋 5 - 4  5  ( 興銀ピ J レ別館)

匂 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 飾 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

-m 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

点点. J ' i IS.j 住区 I'li 麻布 4 - 15- 23( 約 5 興剃1ビル)

m 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 仙 台

空 気 調 和 設f

設 計 施 工

換 気 ・除 塵 設 備

c: : : : : : m哩胆コ

理 研

大 阪 支 底

東 洋 梨 工 業 格 式 会 祉 大 阪 知 事

本社ー 工場

T E L (443) 8 0 7 1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 線 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

業 部空 調

古名底支

3舎町震居曽1eJ:('，'1m. 
ｅ ・ｅ ・・・・・ｾ司了 ｾＺｕｾＺ ・

ー1=. .  ・......
_，_..、 東洋キャリ Ｗ 工業Ｈ株Ｉ製品販売 ｊ［ｉｾ ・ 特約 ｅ 判 ｅ 可

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

℃ヨ〆 本社阜大阪営業所主叡富市宮常1「11野川

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 間 町T 2  0 接 地 内 1

m話 (681 ) 5 1 0 1 - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満締北詰)

11t話 (352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 商 末 広 宙T "! I! 新⑬7431 - 3 ・

大 検 市 打 出 浜 13 - 15 沼 紛 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i'l t 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

会 社
⑨ 

ヰ土

大 阪 営 機 所

冷 房 - 暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 腐 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・仙台・ 高 松 ・ 広 島

本

四日市営業所

大 津 出 張 所

津 営 喋 所

エレベータ ・リフト ・カーリフト

計 ・ 製 作
壬Jl.

日又給 - 排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天 六 阪 急 ビ ル ) (351)  4927代

大 阪 営業 所 ( 35 1)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 (328) 0363代

電話 大 阪 ( 458) 3531 番

目[1 福 岡

大阪， ｉ￯ 大淀 区 ＢＧｈｴｾｾ 辿 Ｔｔ Fll1 

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

ｔｅｌ 代 表 ｾＴｾ -1 3  6  1  

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 束 中 合 町 4 3  

T E L 代 表 (811 ) 9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 低 回T / 了 目 2 2  

1li: ，11 ; 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

* 京 郎 浴 区 赤 坂 l 下 回 5 番 7 日

活 必 ( 481) 8  6  2  1 代 長

名 古 lゼ 札 rt Jr1 .  ｾＧ ， ｜問

地 川 愉 浜 ・浜 総 ・姫 路 ・仏 総

電 気 設備 の 頁

社
〈
云電陽

キ土

営 業 所

朝

本

社

宇土

1反 京 支 社

イヌ

営 業 所

支 I，ri

業 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地包括大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・) L / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・徽 浜 ・静 岡 ・富 山

会 社
社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取締役社長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 1 ' 1 : 南 之 田T 7  3  

t( [ 1] 工事本部 T E L ( 06)  462 - 1  3  0  1 (代)

A

Q

E

 

エ藤エ太 陽

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T  E  L  (06)  313 - 3  4  5  

施 設

工 事 本 部

設 計 ・施 工

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式ネ来

と
一
刈

理 島

理，本中

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市城東医 ｾｦ i  I四 点 之 町 三 丁 目 一 五

'm: ，!li 大 阪 (931) (¥: ｬｾ＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市城点区 Ａｦｩ Ｎ工点之田 ｔ ｾ rl l 一一 屯， ｾｦｪ 大阪Ｈ伺 ＱＩＷ ∞ Ｔ

ＺＷｦｾ県御所市御国通り ＳＶＰ 'o' {U. r ; 御所② 2607 ・4259

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・広島 ・九 州 ・神 戸

A

Q

宮式

英
吉

田

t

a

E

'

 

株

原、

業

莱

エ

取締役社長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区キ白星町 1 T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川 区西五反田 6丁目 25番 11号 (福島ピル )

flt 昔舌 東 京 ( 491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工市

興

敏

ル

又事工

信
一
川電

社

営 業 所

庖

本

支

社

大 阪 市 北 区 制 笠 岡J 5  0  ( 堂ピル 7 階)

ｾｾｴｴ＠ ，t首 ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 航 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯ｾ @  1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 ・場 ・ 福 山

夫林

株 式 会 社

代表取締役

キ土

庖

本

支

群出事長戸斤

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社
社

A

Q

一

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工事 設 計施 工

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

宝ぷ弘

J 毛

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁 目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・ 7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 ・ 岡

中|到取締役社長

本土本

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 田J 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・堺 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路

社

社

本

支

営業所

営 業 所

市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6  相 馬 ピ Jレ5 階

電 話 東 京 ( 434) 3848 .  (431)  8435 

大阪南 ・札幌・名古屋・四日市 - 松山 ・徳山

電 気 工 事 ・計 装工 事 ・設 計 施工

A

Q

一

A

社
A

S

A

 

気 工 業 株 式

今 村 騰

ー腎，

時Z
中 央

本

東 京 支 脂

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・福 岡

本土本

所張出

支 庖

営業所
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⑬ 
ト弓 1 ・ヒュームヤき

べン手 ｾＭＹ ー・ミ ＩＢ ｩｦ［Ｍｪ， レ

…  三 幸 商 曾

Standard Board&Sl ate 

フ タ パ 需 3阪

. 内念: I f . . ，ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 広 島 ・今 治 ・ 福 岡

事1<式

会 社

矢 橋ー大 理 石 商 j苫

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 口 四 橋 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

屯 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

S{l'? 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・ ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

'̂"ノ 内外装 用 策変美術 タイル ー・… 大 イ ム タ イ ル

新 発売ー ー・・・・・・ 古代土器調高温〆 タイルー ・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

京栂市東山区今臓野大仏池田町 9肉 9 075(541 )3344(f l: )  

東 京 都 渋 谷 区 上 原 l T 目仰 の 4 03 (467) 1641  

京 都 t青 木 ・ 山 城 ー 瀬 戸

世 戸 水 浸 入 奪IJ 落 防 止

壁土 耐 震 耐 臥

i っ 安 定経 量

E 瓦

五株

霊 式

罰 金

塁手土

ナニワ媛匂 ｾＲ￐

建 材 ・ そ の 他 の 頁

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

⑪ 

本

サ ン ヱ ス

s s s  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

. . 式

会議k
11] j手窯業高庖

キ土 大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6 1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 番地( 住友生命保険ピル 31渚)

電 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

耐 酸

陶器、

各 種 月訪1

ガラス製品卸問屋 ι ] # )

ホ
Iy 

セトモノのデパート

思吉田芳雄商庄 ζ コ

F UT ABAY A DE COR AT OR S.  L T D， 

建 築 物 ・ 船 舶 等 の 造 作 工 事 及 ぴ

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 地 工

主主具、パネノレ、家共、各種木工品の製作

内 外 装 飾 織 物 、 窓、接卜、敷物、壁紙類一式

( 創業大正 7 年 )

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

ｫ 阪府知Ｇ附 ｦｴｾ ｻｬ 蝕

( る) 那 I 6  2  I  6 号

取締役社長 若 林 繁 音

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

m話・大阪( 371) 3321- 3・3630

本 社 大 阪 市 北 区 盆 J斗北町 1 6  T E L  (345)9055(代必)

本町宇i・3住所大阪市京医本町4- 27御 堂 ピ ル T E  L  ( 252)  3  9  0  6  

償 J.!tl'，:，':!(;I¥斤大阪 Ili ! . t ! 医術刷 2 - 3  6  T E L  ( 202)  5  2  6  0  
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盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー -

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・

防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

建 材 の 頁

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

• 
ガン

-
、

E

-

，
J

 

今

一
アド

套22 三 高 製 作 所

包 括 大 阪 ( 499) 8  1  5  1 代 表

• ユノ

、ソシヤ

サ 、ッ

融11

曲目i

ス チ ー ル

フア J レミ

込辺三

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武11¥ 1異

近代建築の要求する

ヰ寺許;

11¥俣シャEγ ' 1 - 工業者朱式会社大阪支庖

コニ

イ乍

施

計

製

設:

大 阪 支J吉

本 社 工場

対長

==ニー_...圃............. ...1 . . .  ，ｾＮ＠ _，L'__ .，....a.. ..τ-
-_.JI ・1 " -ーニ..，---....，凶.....，・・.，.・".，4司・・・F 二 ご 司 -

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  ) 接 着 力 が 強 大

3 ト火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5  ) 物 理 的 強 度 優 秀

一一一一保護モルタル

ヌルーフテックス 4回

プルーフテックス 3固

ビニロ ンク ロース

カレーフテックス 2図

つカレーフテックス l 回

プノレー 7 テ y ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 霊 堂 エ マ J レ‘ ジョンにポ

ノ レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 献

な 合 成 繊 維 の 網 状 ノ レ ー 7 イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

。防 水層 を 形 成 す る も の で 極 め て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

62 

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代
耐酸化学工業株式会社

耐酸工事・防水工事専門庖



， 
e  

建 材 の頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学

新しい型の

ひふ くて っばん

東大阪市新庄 (782) 4171代

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

こ.__.- - ・

' ‘，.ー〆--戸

d二コtga m a  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

( 大量自然換気方式)

本 社 大 阪 市 西区 江 戸堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

内外建材株式会社

T  E  L  ( 44 1  ) 3983 - 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 ー 1 4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 弁 よ 町

T E L 0 7 5  ( 58 1)  0 1 2 6  

営 業 品 目

. L A F 河ヲ リ ミ ッ b ロ ー ド i主主 )I!i U幾

・V A F 形 "f 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

(特ー 許)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 81 4) 6  6  5  1  ー 3

豊かな経験と

最 新 の 技 術・..

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 ー30 新野村ピル T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281・名古屋 (331) 6171 ・大阪 (352) 4571  

1 営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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建 材 の 頁

コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリ工、ンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

施イ壬責由自色 彩尺 物長

種

Eヨ

ロロ

燃 え な い

オフ才しるご、、

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i.皮S 大 波S ノj 、t皮す皮キ反土足オ宅E

途用

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

オリ工Uヲルメヲル製造株式会推

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ピノレ

東 京 支 舛 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

九 州 支 l吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 支l苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中経ピノレ

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

}

「

地

落

ち

な

い

塗

り

良

塗

面

が

強

‘，

ゃ

小

ド

い

神

祖

(

特

長

〉

全国有名建材l吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

弓手 大 阪 市 住吉 区粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 ( 672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 田 八 回 町 2 6 の 1 T  E  L 儒 岡 ( 41 )  5  

-

十

'

畠

C

・

・

す

.

ぜ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

舗

抑

対

帆

・

・

王

座

・

，，‘、
，
，
、
.

，，、、

革 新 塗 料

毒見る

繊 維 塗 料 の

レレ: 1.:

f  T  f ソレル

q ィs，シ

ョート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而サ而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪市 西 区南 堀 江 逸 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541 ) 5757- 、

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中 国

イ寸i星音水火
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与

蟻の集団
誠実・勤勉、しかもファイトある と蟻ミ一一一 それがわれわれで・す。

で-J斜ぱ予

全国的販売組識カネライトパネルホーライト天井カルトン施工体制の確立ベニオンボーライトセメントペーストによる特安

カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホローホードバイオニヤカルトン高精度パネル K Cパネル工期大巾短縮ホ口- -

メーションシステムカルトンフ口ンテアベ二オンスピリットカルトン外壁ボーライト耐火60分1021号ホローボード耐火30分

耐火30分0027.0028号アコニオン全国的販売組識 K Cパネル遮音35dbカルトン L=0.  n.， A  vn n.， A  V  - -・ I _ L _ . . . . ローライ

アコニオンし=0. 097Kcal /mh  c ポーライト L=0. 097Kcal /mh c カルトン乾式構造- - ' J " " J 、- ｉｾ＠ 1"¥'ー ム " " :al /m t1 

K=0.86Kcal /m h  c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁カル 1 / 技術の結晶0.86Kcal  in h  c ベ

カネライトパネルセメントベーストによる特殊接着ベニオンオートメーションシステム Iレトン高精度パネルカ J トン全国

工体制の確立ユニオンボードバイオニヤボーライトフ口ンテアホローライトスピリット シTネル施工体制の確J ' pコニオ

耐火 ＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰ 河妄 Ｗ コニオン防 Ｇｫｾｾ 妄Ｎｾｾ妄ホローボード ・ 遮音 ＳＵ､｢ ユニオンホー L =0.034 Kcal /mh  c  ，ルトント

cal /m h  ｣ ［ｦーう ｉ｟ｾｾ Ｂ ._ ，｟｟ｾｾｾ｟ｾ＠ ，> ｾｾ＠ I  ｾｾｾ凶 Ｏ ｭ h  c ホロー イト回生担分担21・00 号カルト

荷重500匂ベニオ 1. 乾式パネルの専門生産をめざす- 1 ドード野地カネライトパル内. 叩 S ベニオン

ライト間仕切アコ I  ＭｾｾＭｾＭ ，' - Ｎ，ｾ，＠ . - . - _ . - _ .  I  ンシステムコー. . L 、 J ー セメＺ卜ベー λｾ［Ｚｾｑ 特妹接着ユ

17fzJ 手持 11 上 野 工 場 |!?52zrd :zbj 刀J ;A52: ぷ3 3芯

ライト L =0.034 ト I  I  h  c カルトン =0. 0 "， .  I  ・1 c KCパネル K=2. 41 KCe 

ユニオンボード曲 l 新設以来、順調に操撲をつづけ、品質の 1 ｾライト工期 ・巾短楠 t¥V ' : : ( - J 句壁ホローライト野地カル

ライトパネルセメ l レベルアップと量産体制を確立しました。l システムカJL ンセメントベー; こよる特殊接着ユニオンポ

壊荷重500k箆カキ . '  - . . ， _  _  ｟ ｟ ＧｾＢｔＢＢＧ｟Ｇｾ｟｟ｾ｟ Ｇ ｟ ｕ Ｎ＠ ｾ販売組識 ｋ Ｇ 1，¥ネル施工体制6 韮立ベニオンポーライトセ

トによる特殊接着 べ二オンスビットポーライト ffi 1<30分0027・0028号カルト

30分0027・0028号ユニオンボード防火55号・ 99号ホローホード遮音dbカル ン全国的販売組i カネライトパネルホローラ

ルトン施工体制の確立ポーライトセメントベーストによる特殊接着カルト 間仕切ユニオンスードの術の結晶ホローボー

カルトン高精度パネル K Cパネル工期大巾短縮ホローライトオートメーシ ンシステムカルト : フロンテアベ二オンスピリ !

外壁ポーライトスピリットホローホード耐火30分0027・0028号アコニオ、£術の結晶 K Cパネ 遮音35dbカルトン L=30

0028号アコニオン全国的販売組識カルトン遮音35dbカルトン L=O. O' パ0. 034Kcal /mh c  ローライト曲け破壊荷重:

アコニオン L =0.097Kcal /mh  c ポーライトカルトン乾式構造ユごノボード K=2. 41 Kcal  n  h  c ホローボード K=O. I

h c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁が ド ン技術の結晶ベニオン間| 切カネライトパネルセメ〉

セメントｾ Ｎ ...い- ，_ ヲ壮時寝ヂ. . . . .. _--L... .....L. 1 . .  、 . ，r ムカルトン高精度パネル+ トン全国的販売組識カネラ

ユニオシ、- ＱＧ Ｑ 叶 Ｔ ーで司・ｾ 1  r、ノ U ノア〆示U ーフイトスピリット K Cパネル施工戸 川 J 確立アコニオン防火55号 .9

ーポート E音35dbユ ニ オ 〉 い ; ' L= 0.034 Kcal /mh  c カルトン K=0. 8 Kcal /m '  ポーライト L=0. 097Kcal /mh I  

カルトン 1け破壊荷重50例 。〈オン乾式構造アコこオン工期大巾短縮ホローポー 虚音35dbカネライトパネル肉壁ホ I

ベニオン: 井ホローライト! r士 ー ，-- .  ，，- Iネルオートメーショ ンステムユニオンボードセメントペー

特殊接事 . ンボード全| 的販売組謹カルトン高精麿パJ レベニオン施工体常 J 確立ホローライトバイオニヤカルトン

ボーライトスｾ I ットカネう， t  _  _  _  . …_ ［ｏｾ＠ 1021号カルトン耐 30分0027・0027号カルトン遮音35dbペ

ポーライト L= .034 Kcal  11t 1 ホローボード K= O創 ¥c I _  L  - ｾ＠ 11 L ‘ .  =0. 097 Kcal /mh  c  K Cパネル K=2. 41

h c カルトン L :0.097 Kca 'm c  K Cパネル K=2. 41 ca l /  m'n  C. . . . L - " ' l ノサ、ード曲げ破壊荷重500kgアコニオン乾式;

ホローライトコ 関 品 市 間 借 CJ  .=. It 1 / ー 内 ・ 4  l '  - - • I  I  C ホローライト野地カルトン天井カネライトパネル技術の結晶

オートメーシヨ/ / ^ ア ，l.>; J J I レトノ官 F ノド、一人l ' Ｑｾ ￸ＺＮｑ特殊接着ユニオンボードカネライトパネル高精度パネルアコニ φ

売組識 K Cパネル施工体制の確立ホローライトパイオニヤカルトンフ口ンテアベ二オンスピリットポーライト耐火30分0021

ぷ野野叫-lqTf たきーよ弘5議鐸25Jf面fE積雪飢えj支焔i官; rzZJ5ffZ2

⑥副丘縁謀議相会本I

名古屋出張所 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内3- 18-1 2 (大奥ビル)

T E し 名 古 屋 ( 052) 9  6  1  - 5  9白 4 0  

福 山 出 張 所 福 山 市 松 浜 町 l ー 1- 4 ( 福山不動産ビル)

本 社 ・ 工 場

東 京 営 業 所

JI S 表示許可工ぬ

T E し 福 山 ( 0849) 2  3  - 1  4  9  1  

尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5 鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8  5  9  

T E L 大 阪 (06) 4 9 1 - 6 7 8 1 ( 代) T E L 鈴 鹿 ( 0593) 7  8 ー 1 165- 6  

東 京 都 台 東 区 駒 形2- 3- p( 駒 形 武蔵 野ピル) 上 野 工 場 上 野 市 山 出 字 柏 ケ 坪 1 0 0 の |

T E L 東 京 (03) 8 4 2 - 9 2 5 1(代) T E L 上 野 ( 05952) 3ー 0 2 0 5- 6  

・資料ご希望の方は D 係までお申込みください。
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建 材 の 頁

プ

T A  3去ヨこP  

イタ

はハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

田 主 な 特 長

ＱＮ ネジ込力を杭れ ｊｉ 込力に変えるので先企無 ＱｊｬｾＱＰＩ ｾＡ提出品 ＧＺＢ Ｈ ｹ です 。

2. 十 1 { 人 民 さ が 以 〈 安 定 し た ぷ 持 杭 が 地 工 出 米 ま す 。

3 ス ラ イ ム の 沈 f，'i ' は あ り ま せ ん 。

4.  Ｇｽ己ゴトに」ピ ｲｾＧｊ 門に岩， ｮ させるので大きな支 ｊＱ ブ ｊ が ｭｗｮ ｬ｜求 ます 。

5  .  fttJ 米 で も ヤ 卜 イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 越 さ た に LI Ji j血 で す o

ｾ株式自Ｚ誌智 Ｓ こ務開
. 本 社 大 l以t ! i JUI><: 刈 陀 紙 2 の 20( ，:'lj l 1 t ! 新ピル) T  E  L  大 阪 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支 l苫 Ｔ 片 山 ｊＮ Ｂ ｻ ｬ ｬ ｪｬ ｬＧｬ メ ｾｦｉ｜ 1 ー 3 - 2  ( 刷 局 ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 1;，¥101，) t! i .j，、以 1 - 15 - 33( 第 二倒 防 ピ ル )

・ 営耳障所 以 Jj": ' ，'ir'ト|刈'，;，' 山ー J.i. :};.'j 熊 本 J血 児 ):. 'j ・ 工 場 λ:1:仮 . 1'， ，'. J"'r{ .  J;血児} ;ゐ

防 水 剤

串 マ ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 披 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 E長 カ を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向上 させます。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。ま た 特 有 な 粘予首 位 に よ っ て 材 料 分離、

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 7 l < . や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・|坊 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急結剤・接着剤・剥離斉I j ・早強剤・防凍剤

% 2: : 1- ' " ( い 卜 問IJ). %' ; - : : 1- 16. 瓶詰紅)

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ -

ＲＲＳ 由脂ｾｉＺ工事主
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15一 1 倉 東 京 (774)  4111代 表

セ メ ン 卜 の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の I符 蝕 ・腐 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

( 21 ) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

浦

島

問

阪

ヒ

福

盛

大

品

陣

営

管

官

茨 城 県 上 浦 市 大 町 1 2 1 3  

福 島 県 福 品 市 下型F 寺 字 述 原

岩手県盛| 羽市南大通 3 ー 12- 50

大 阪 市 * ' 友 l玄』夜中本 2 - 17- 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

コンクリー卜用モルタル・

ご一 報次第

カタログ進呈します
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全く新しい床タイルです

コ星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 介 が 全 く 遠 い ま す 0. 塩ビの他に最近開発さ

れたが「しい共歪合体の特殊樹脂を川いた Ilhj 則的な

新 製 品 で す。軟質プレスタ。イプの床タイルに比べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 抑 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで白紙な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 開 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

で星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任 施 工 の 出 米 る 協 組μ が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 別 代 の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 山 科 目 易

センタービルの 4 F以上の符| 精通路、エレベーター

ホールにも、使! 日されております。ミ三星ピサロン ミ

はその模犠がフランスの画家ピサロのタッチに似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専用品〉
ピ冒日こs

女縦約 = 333. 3 X333. 3 X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X333. 3 X  3 弘 9 枚 / が

合 色 数 = 18色

育制li 桁 = 2 弘 Ji 品，'， 1， ＲＰＰｾｊ＠ /  m'  (300m' 以 u

3 弘J i l . "II" 1  ，800fl l  /  m'  (300m' 以 上)

小出 ｾｓ J院中Ij ! f l . 階段40%  ，I.G 
製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I  

電話 ( 866)  6  I  0  I  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 潟 | の 7 4  

電話 (  4山) 5  9  5  I  

ｾ＠
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